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　ドンドルマの街より陸路を三日、ジォ・ワンドレオから船に乗り換え、南エルデ岬を経由しながら海路を八日。その間、海は荒れなかったが、代わりに全く代わり映えのしない風景だけが延々と続き、退屈で体がバターのように溶けてしまうかと思うほどだった。

　すっかり身も心も弛し緩かんしきった頃、ようやく目的地に到着する。

　いくつかの荷物を押し込んだ麻のずだ袋をひっつかむと、キオは我先にと船から飛び降りた。もう海の上とも、狭い船室とも、一秒でも早くおさらばしたかったのだ。だが、

「うわ……」

　と、思わず呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

　見回すほどの広さも見上げるほどの建物もない。周囲は果てない深い森林。その中に、ほんのわずかだけ拓ひらかれた場所がある。ぽっかりと虫食いのように拓かれた村だ。ドンドルマなどの街とは違い、むき出しの地面の上に掘っ建て小屋がいくつか建てられただけの、村というのもおこがましいほどの小さな集落だった。ドンドルマを見慣れたキオからすればこの小ささが余計に目にとまる。

「こりゃ、ハンターが集まらないわけだ……」

　乗客が降りた船では、物資の搬出が始まっている。迎えが来る事になっているためにその場から動かず、水夫達が忙しそうに働くのをぼんやりと眺めていた。

　人が住む場所にはハンターが要いる。モンスターの脅きよう威いや、必要な物資を手に入れるためにハンターの存在は不可欠だ。だがほとんどのハンターは腰を据える村や街を慎重に選ぶ。なぜなら、同業者ハンターが多くいれば一人あたりの危険が減る。おまけに何人かで一緒に狩りへ出かければ、その中で助け合う事も出来るからだ。

　また人が多いという事は情報が多いという事でもある。未開の地に行けば行くほど、その土地をどう歩けばいいか、そこに生息するモンスターをどう狩ればいいか、対処法が確立されていない。ただでさえ狩りには常に危険がつきまとう。その上、情報が少なければ予想外の事態が起こって命取りになりかねない。だから恐こわくてこんな僻へき地ちにある村には誰もやってこないのだ。

「タダで教えてくれるはずがないと思ったけど、そうかそうか、そういう事か」

　言いながら、キオは自分の中から沸々と闘志が湧わいてくるのを感じた。

　実は、キオ自身ここがこんな小さな村だとは知らなかった。ある人物に、ここに向かうように言われてやってきたのだ。教えてもらえなかった事が不満なのではない。何も知らせなかったという事は、言ったらキオが尻込みするとでも思ったのだろうか。その不満が、反骨心に火を点つけたのだ。

「よ～し、やってやろうじゃん！」

　港にいた何人かが驚いたようにこちらを見るが、構いはしない。だが、

「はっはっは～。元気がいい坊主だなぁ～」

　そんな声が聞こえたかと思えば、背後からまるで丸太のような太い腕が伸びてきてキオの体を軽々と地面から引っこ抜くように持ち上げた。

　空と海と地面がぐるぐる回る。そうなって、キオは自分がお手玉のように振り回されているのだと気が付いた。

「どわぁ～～」

　驚きのあまり、慌ててじたばたと手足をばたつかせる。

「おっとっと」

　呑のん気きな声と共にようやく足が地面に着く。ぐらぐらと揺れる視界に我慢しながら、キオは懸命に自分を持ち上げた不ふ埒らち者ものの姿を探した。

「でけぇ～」













　背後にいたのは見上げるほどの大男だった。

「それほどでもないぞぉ。坊主がちっこいだけだろう？」

「う、うるさいやい！　俺は確かに小柄だけど、い、今のはあんたの横幅を言ったんだよ」

「ほ？」

　その男はとぼけたように笑顔を見せる。上半身は小さなチョッキを着ているだけでほぼ裸だが、よく灼やけたたくましい体は少しも寒々しさを感じさせない。体中、大小様々な傷あとだらけで、男が過ごしてきた年月が決して穏やかなものでなかった事を物語っている。

「だ、誰だあんた!?」

「ほっほ、元気な坊主だなぁ。いや、結構結構。それでこそ見込みがあるというもんだ。わしは、この村で船大工をやっているモンだ。みんなからは親おや方かたと呼ばれてる。村長が迎えに来る事になってたんだが、ちょっと遅れそうだからな、代わりにわしが来たんだ。まぁ、もう来る頃――」

　そう言って、親方が振り返ったところへ、村の奥の方から大きな瓶かめを背負った青年が急いだ様子で近付いてくる。彼が村長なのだろうか。

　異国風の衣服に身を包んだ青年は、人間によく似ているがキオ達よりも明らかに大きな鷲わし鼻ばなや耳を持っている。彼らは竜りゆう人じん族ぞくと呼ばれる種族で、人間にはない技術をいくつも持った優れた種族だ。そんな竜人族の青年が、こんなところで小さな村を拓いて村長をやっている。なんだか意外な気がした。

「おっと、もう到着してるね。遅れてゴメンよ。そしてようこそジャンボ村へ！」

　そう言って、大おお仰ぎような身振りで振り返り「ジャンボ」とは名ばかりの小さな村を示した。しかしその表情は楽しげで、活気に満ちあふれている。

「まだまだ小さな村だけど、これからどんどん大きくなって栄えていく予定なんだよ。さあまずはキミの家に案内しよう」

「俺の家？」

「ああ、そうさ。わざわざドンドルマから来てくれたんだ。生活に必要な物は一通り揃そろえさせて貰もらったよ。足りない物があったら遠慮なく言ってくれ。出来る範囲なら何だってさせてもらうから。なにせドンドルマ随一と言っていいハンターからの推薦だからね。期待しているよ」

　村長は子どものようにキラキラと輝く目でキオを見た。そんなふうに期待されれば、誰だって気分が悪いはずがない。

「へへへ、俺に任してくれよ。おっちゃんに言われた通り、こんな村なんてあっという間に大きくしてやるからさ！」

「おぉ」

　キオの言葉に村長は頼もしげな声を出す。

「いや～、わざわざドンドルマまで相談しに行ってよかったよ。ところで、キオくんだったよね、彼とはどういう関係なんだい？　結婚したり、子どもがいるって話は聞いてなかったんだけれど」

「あ、村長もおっちゃんと知り合いなの？　俺の父ちゃんもハンターだったんだけど、おっちゃんは父ちゃんの古い友達なんだ。実は俺、父ちゃんの跡あとを継ぎたくてハンターになったんだけど、おっちゃんが『ここに行って役に立ってこい』てさ」

「ああ、なるほど」

　そこまで話したところで村長はポンと手を打った。

「まあ修業代わりって事だね？」

「ああそうさ。この村を大きくして、他のハンター達が腰を落ち着けてくれるぐらいにまでするっていうのが、おっちゃんが俺に出した課題なんだよ」

　そう言いながら、聞きようによっては村の役に立つのはついでだとも取れると気が付いて、慌てて村長を見る。幸い気を悪くしているような様子はなく明るく笑っていた。

「へへへ、この双そう剣けんに誓って、役に立ってみせるぜ！」

　キオは船旅中、荷物の中に入れておいた二本の愛剣を取り出し振り上げてみせた。村長と親方は「お～」と頼もしげにその姿を見る。

「期待してるよ。まずはこの村にいるハンター教官の所に行って、このあたりの特性を聞いてくるといい。まだまだわかっている事は少ないけれど、きっとキミの役に立ってくれるだろう」

　ハンター教官と呼ばれる人達は、主に怪け我がや年齢を理由に引退したハンター達で、自分の経験上から助言する事で幾ばくかの謝礼を村から得ている。彼らのおかげでぶらりと立ち寄ったハンターもすぐに仕事に取りかかれるというわけだ。

「へ？　教官なんているんだ。いいよいいよ！　狩りの契約料なら少しは持ってるから、早速狩ってくるって」

「あ、いや、でも……」

「いいからいいから。今すぐにある、めぼしい依頼ってなに？」

「えっと、今は、密林にいるドスファンゴに、キノコ採りに出かける村人達が襲われそうになったりしてるから、強いて言えばドスファンゴかなぁ」

「よし、じゃあその依頼受けるよ！」

「きょ、今日これからかい？」

「もっちろん！　ずっと船の上で体が鈍なまりそうだったんだよ。ひとっ走りいってズバズバッと倒してきてやるよ」

　へへへ、と鼻をこすりながらキオは懐ふところに手を入れ、金の入った巾着を取り出す。

「ドスファンゴって一つ星だよね。だったら契約金は一〇〇ｚゼニー？」

「うん、そうだよ」

　ハンターは、契約を受ける時にハンターの方が一時金を払う。そうする事でその依頼に対する自分の占有権を買うのだ。一人のハンターが依頼をこなしている間、他のハンターは同じ依頼を受ける事は出来ない。これはハンター同士が狩り場で出くわさないようにする仕組みだ。そうでなければ獲物の横取りや、人間同士による出会い頭の相打ちなどの事故が起こる。それを防止する意味があった。ただし無事に帰ってきた時は契約金は返ってくるので出費を惜しむ必要はない。

「じゃあ一〇〇ｚ」

「確かに。でも気をつけなよ。同じ種類のモンスターでも、住んでる場所で気性や体の大きさががらっと変わる事もザラじゃないからさ。一応受け取るけれど、今回は狩りがうまくいかなくても契約金は返すから、危なくなったらすぐに帰ってきなよ」

　キオは巾着から規定の金額を村長に渡すと狩りに必要な最低限度の道具だけを持って村の入り口の方へと向かった。このあたりの地図は、行きの船の中でそれこそ穴があくほど見つめている。密林がどこか、目を瞑つむってたって行ける気がするほどだった。

「わかってるよ～！」

　背後に声を投げかけながら、キオの心はもうとっくに密林へと走り出していた。
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　彼女は、とん、と小さな音を立てて木のテーブルの上に木製のカップを差し出した。

　目の前には、顔や腕に絆ばん創そう膏こうや包帯を巻いた、傷だらけの少年がふて腐くされた顔で座っている。

「どうしたの？　早く飲まないとぬるくなっちゃうわよ」

　しかし目の前の少年――キオはブスッと横を向いたまま、手を付けようとしなかった。今は座っているが、立っても身長は彼女とさして変わらないだろう。髪は黒。さらっとした髪質が少し羨うらやましい。防具はチェーンシリーズのメイルとアーム、ライトベルト。腰から下はコーヒージャージーという、ハンターを始めたばかりという出いで立ちである。

　年頃は十代半ばだろう、顔立ちはまだ幼さを残しており、大人達に囲まれて育ってきた彼女から見れば、近い年頃のこの少年には可か愛わいらしさすら感じてしまう。面と向かって言った途端、ケンカになりそうなので口には出さないが。

　ジャンボ村では真昼から酒場が開いている。ただ、街から来た人が店を見て「酒場」と聞けば首を傾かしげるところだろう。壁も扉もなくほぼ屋外。屋根と、丸太を半分に切ったテーブルと丸椅子があるだけで、店というにはおこがましいがここが彼女の城だった。軽食も出すので、自然と昼は村人達のちょっとした休憩所になっている。

　今日も呆あきれるほどの晴天だ。雲一つない空で、太陽が余計に活躍をしている。おかげで気温は朝からぐんぐん上がっていた。カップの中には澄んだ水がなみなみと注つがれているが、空気が重く感じるほど気温が上がるこの温き暖せ期つでは、井戸から汲くんだ冷たい水もあっという間にぬるくなる。

「まあまあ、そんなに落ち込まないで」

　そう言うと、キオはかえって落ち込んだように肩を落として、元気なくカップに手を伸ばすと中身を一気に呷あおった。

「だ～、もう、どうして倒せないんだよ～～～～っ」

　とうとう限界が来たのか、キオは突然天を仰いで絶ぜつ叫きようした。

「四連敗だもんね」

　彼女が苦笑しながら言うと、キオはがっくりとテーブルに突っ伏した。

「絶ぜつ対てぇおかしい。大体、ファンゴってやつらはさ、攻撃に移る前に前足で地面をひっかいて、そこで一気に突進するんだぜ！　そこをヒラリとかわして無防備な背中をズバズバッと斬きりつけて楽々倒せるはずなんだよ～。なんであんなに連続して突進が来るわけ!?　しかも猪いのししのくせにこっちの動きに合わせて微調節してくるわけ!?　きぃ～」

　仮想のドスファンゴとやりあっているつもりだろうか、大きな動作を交えて叫ぶ。彼女がこの一人芝居を見るのは、実は四度目だったりする。キオは村にやってきた途端、ろくに村長の話も聞かずに自信たっぷりに飛び出して、呆あつ気けなくボロ負けして帰ってきた。これで大人しくなるかと思いきや、次の日、怪け我がも治らないのに飛び出していく。だがまた負けて帰ってきたのだ。これが四日ほど続いている。

　四連敗、というのもキオの口から負けたと聞いた数だけなので、ひょっとしたらもう何度か負けているかもしれない。都会の大物ハンターからの紹介だという噂うわさだったので、どんな凄すご腕うでが来るかと思っていたのだが、少々（かなり少なめに見積もって）期待外れである。ただ、ここまでボロ負けしているのに挫くじけない根性だけは、大したものかもしれないが。

「そんな意地にならなくても、他の獲物を狩ったりして様子を見たらいいのに」

　一度依頼を受けて狩りに出たハンターは、目的を達するまで帰ってきてはいけない決まりになっていた。だからみんな慎重に準備を整えてから出発する。だが、それでも不測の事態は常に起こりうる。用意していた薬や道具が足りなくなったり、装備が合わなかったりは日常茶飯事らしい。

　そんな時は、生なま肉にくや、鉱物などの素材、あるいは標的の大型モンスターではなくとも増えすぎて危険になった通常体の間引きをする、などなど何か村の役に立つ結果を手みやげにして帰れば、契約金は返ってくるのだ。わずかだが報酬ももらえる。

　初めて遭遇した相手を必ず狩らなければならない、では当然ながら成功率は低くなる。何度かかけて情報を収集して、作戦と準備を整えて、最終的に大型モンスターを狩る事が出来る方が村には有益だ。ハンターとしても安全性が高まる。このため、現在はこのやり方が主流になっていた。条件を甘くしすぎるとサボりやすくなるので、どの条件で狩りを切り上げて帰ってきてよいかを決めるのはなかなか難しいらしいが。

　それ以外で戻ってくる場合、契約金は没収される。没収を免れるための「何か」を見つけるのはそれほど難しくはないはずなのだが、キオは意地になったようにただ標的だけを追い、ギリギリになって負けて帰ってくるという状態を繰り返していた。

「ダメダメ！　男なら一度決めた目的はキッチリ達成しないとな！」

　ここだけの話だが、密かにキオは大型モンスターの狩りにはまだ成功した事がないのではないかと彼女は睨にらんでいた。彼がブツブツ文句を言っている生態は、ドスファンゴのものではなく、その通常体であるブルファンゴの生態だ。

「俺、父ちゃんみたいなハンターになるんだ」

「お父さん？」

「おう！　父ちゃんもハンターだったんだ！　俺、この間まではドンドルマに住んでたんだけど、子どもの頃は小さな村にいたんだ。父ちゃんはその村にたった一人の、そんで無敵のハンターだったんだぜ。双そう剣けんを手にモンスターの群れにたった一人で突っ込んでいってなぎ倒すんだ。他のハンターみたく罠わなを使ったりするんじゃなくて、たった一人で、モンスター相手にも自分の力と技だけで勝負するんだ！」

　にわかには信じられない話だった。確かに噂話の類たぐいではそういった伝説級の強さを誇るハンターの存在を耳にする事もある。例えば、ココット村という村の村長は一人でモノブロスを退治したと言われていた。モノブロスと言えば飛ひ竜りゆうだ。

　飛竜とは名の通り空を飛ぶ竜。ただのモンスターではない。この地では食物連鎖の最上位に位置する最強の生物で、人間は策や罠を張り巡らせ、数を頼みにしてようやく討伐できるという相手だ。希少な素材を目的に飛竜に挑むハンターも存在するが、一般人は影を見ただけで逃げ出せと言われていた。その存在はまさに空をゆく覇者。

　……と、彼女はまだ実際に見た経験はないのだが。

　事の真偽はともかく、その父親の存在がキオにこうまで無謀な行動をさせるのだろうか。

「剣はお父さんに習ったの？」

「ううん。病気で死んじゃった。だから俺は父ちゃんに負けないハンターになるんだ。今のところ我が流りゆうだけれど、この村の役に立って、おっちゃんに認められたら父ちゃんの技を教えてくれるって。でもこれは父ちゃんの形見なんだ！　ガノトトスのヒレを加工して作った双剣だぞ！」

　そう言って自慢げに腰から小振りの剣を二本抜き放つ。

　キオの話通り無敵のハンターがいる事も、目の前の少年少年したキオがそんなハンターになるなどという事も、全く信じられなかったが、キオが父親を思ってその後を追いたいという気持ちだけは伝わった。

「しょうがない。まあ応援してあげるわ」

「べ、別に大丈夫だよ」

　そんなふうに強がりながらも、顔では照れるキオがちょっとばかり可愛く思えてしまった。無鉄砲ぶりは困ったものだが、そのまっすぐな眼まな差ざしを見ると、もう少しだけ見守ってやろうという気持ちになってくる。

　まあ、まだまだ失敗は続くのだろうけれども。
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　キオがジャンボ村に初めて足を踏み入れてから二週間ほどが経たっていた。

　逆に言えば、たった二週間しか経っていなかった。

　だというのにキオは、再びドンドルマの街に戻ってきていた。街に入ってから、さすがのキオも恥ずかしくて顔が上げられない。ジャンボ村に行く時、周りの人間に大おお見み得えを切って飛び出してきたからだ。もちろん挫けて逃げ帰ってきたわけではないのだが。

「どうしたんだい？　友達もいるだろう。ちょっとぐらい会ってきてもいいんだよ？」

　数歩先を歩いていた村長が振り返ってそんな事を言った。

「だ、ダメだよ！　俺はハンターとして成功するまで帰らないって決めてるんだ。本当なら、村長から頼まれなきゃこんなトコまで来たりしなかったんだよ」

「ははは、そりゃ悪かったな。それでさっきからコソコソしてたのか。でもそれじゃあ逆に目立つんじゃないかな？」

　う、と言葉に詰まる。

　ドンドルマの街に戻ってきたのも、実は仕事だった。村長は村の近くで採れるキノコを時々ドンドルマの街まで行って売りさばく。村の運営資金に充あてるためなのだが、その途中でモンスターに襲われないように護衛として雇われたのだ。

　だがその実態はほとんど荷物持ちだった。何カ月かに一度、まとめて売りさばきに行くために結構な量になる。村長もキオも、キノコが一杯詰まった大きな籠かごを背負い、その姿はまるきり御お上のぼりさんか行商のおばちゃんといった状態になった。はなはだ不本意だったが、背に腹は代えられない。

　狩りに失敗すると契約金は返ってこない。連敗に次ぐ連敗で出費がかさみ、とうとう生活費はおろか依頼を契約するための契約金すら出せなくなってしまった。それでもどうにか飢うえずにすんでいるのは、周りの人達がよくしてくれるからだ。やれ形のいい大根が穫れたとか、やれおかずを作りすぎたからと食べ物を分けて貰った。こんな事、ドンドルマでは考えられない。ジャンボ村では人と人との距離が近いように感じた。この依頼も、無茶を繰り返すキオへの温情なのだろう。このようにしてどうにか生き延びてきたわけだが、田舎の人々の優しさに触れた代わりに、なんだかいたたまれなくて穴があったら入りたい気持ちになっていた。

「よし、もうすぐ到着するぞ。仕事が終わったら昼ご飯にしよう！」

　ただ体は至って健康で、キオの悩みとは無関係におなかの方は何の遠慮もなく「くぅ」と情けない声を立てるのである。

　

　ドンドルマにはハンター達が集まる大衆酒場もあるが、気をつかってくれたのか、村長が連れてきてくれたのは一般人が多く出入りする大衆食堂だった。もちろん一般人も酒場に立ち入っていい。ただ大衆酒場では、ジャンボ村の酒場と同じように依頼の受付が出来るようになっており、自然とハンター達が集まるようになっている。ジャンボ村と同じと言うより、ジャンボ村の方が真似をしたらしい。

　ちょうど昼時だった食堂は賑にぎわっていた。労働者や商売人や主婦など、客層も多種多様だ。給仕のおばさんが注文を取りに来てくれるのを待たず、遠い客席から直接注文をするガラの悪そうな中年男がいた。どう贔ひい屓き目めに見てもそうは見えないおばちゃんに「そこのきれいなお姉さん、お水おくれ！」などと言ってみたり、おばさんもおばさんで愛あい想そ良く「はいよ、ちょっと待っとくれ」などとシナを作ってみせる。

「しかしマジメな話、これからどうする？　オイラは素人しろうとだからあんまり詳しい事はわからないけれど、今のままだと本当にいつか大怪我をしちゃうんじゃないかな？　オイラとしても、出来るだけ安全に活動して欲しいんだよ。もちろん結果を出すに越した事はないけれど、村もまだまだ出来たてだ。焦あせらずに、色々と試しながらやっていけばいいと思うんだよ」

　正直に言って、全く結果の出ていない今の状況は居心地が悪い。それにこのドンドルマにいる「おっちゃん」にも大きな事が言えない。だが、

「でも、罠とか格好悪わりぃよ。なんかちまちましてさ、こう、男ならやっぱり肉弾オンリーだろう？」

　そう言うと、何な故ぜか村長は深々とため息をついて額ひたいを押さえるのだった。

　キオの父親は小さな村に腰を据えるハンターだったが、村中の誰からも信用され頼りにされていた。そしてキオが覚えている限り、ただの一度も狩りに失敗した事はなかった。自慢の双剣を手に意い気き揚よう々ようと狩り場に出かけ、いつも大きな獲物を持ち帰る。しかも本人はそれを全く誇らず「なんて事はないさ」と穏やかに笑っているだけだった。

　そんな父親のようなハンターになりたい。いや、ならなければならない。キオの頭の中にはそれしかなかった。

「く、くくくくく」

　ちょうど後ろの席から遠慮ない笑い声が聞こえ、キオは反射的に振り返る。

「なんだよ、なんか文句あるのかよ？」

　すごんでみせるが笑い声の主ぬしは全く取り合わなかった。年頃は、二〇代後半に見える。椅子に座ったままだったが、ほっそりした男だ。眼差しは涼やかで不敵。長く伸ばしたつややかな栗色の髪を後ろで束ねた、キザったらしい青年である。

　ハンターの姿が少ない大衆食堂だが、どうやら彼もハンターのようだった。防具はクックＳシリーズのレジスト、ガード、コート、レギンスで、頭部はヘルムの代わりに何かのピアスをつけている。クックＳシリーズはところどころ白く染められている。

　聞くところによると、ハンターは一定の功績を認められると自由に自分のシンボルカラーを使う事が出来るらしい。これを素直に見れば、かなりの腕という事になる。ただ、なよなよした男が大嫌いなキオは、自分が笑われた事も相まって一瞬で敵てき愾がい心しんを抱いだいた。

「くくく、悪かったな坊主。おいあんた、こいつの雇い主か？　悪い事は言わない。今すぐ依頼を解約した方がいい。金の無駄だよ」

「君もハンターかい？」













　男は不敵に微笑ほほえんだまま、隣の席からある物を取り出した。二つ折りにしたボウガンだ。それも、威力はある代わりに重量も大きく、より扱うのが難しいヘビィボウガンと呼ばれる種類の武器である。いくつかの付属品を付けカスタマイズされた、プロの道具の空気をまとっていた。

「クルトアイズといえば、このあたりではそこそこ名前は知れているつもりだ」

「知らねぇよ～だ」

　そう言って、舌を出そうとするキオだったが、村長が口を開いた。

「ああ、聞いた事がある。人違いでなければ君が『隻せき腕わんのクルトアイズ』？」

　村長が言うと、青年は少しばかり意外そうな表情をした。キオは思わず青年の腕を見る。隻腕とは一方の腕がないという事だ。だが二本ともちゃんとついている。

「それってどういう――」

「あんた、とぼけたツラをしているが、なかなか喰くわせモンだな」

「いやぁ、それほどでも」

　クルトアイズと名乗った青年と村長は互いにニヤリと笑みを交わす。キオはなんだか一人仲間外れにされたような感じになって、村長とクルトアイズの顔を見比べるしかできなかった。

「別に自分を売り込むつもりはないが、少なくともこの坊主はやめておけ。それだけで人の命を一つ救う事になる」

　人の命？　キオが首を傾げると、クルトアイズは顎あごをくいっと動かして「お前の事だよ」とキオの方を示した。

「ぬぁ、俺？　俺が狩り場で死ぬって言うのかよ!?」

　半分ケンカ腰で今度は椅子の背もたれに足をかけるキオを、村長が「まあまあ」となだめる。

「……そうだな。早くて寒冷期か。ドスファンゴ狙いなら、やつらは寒冷期になると途端に気が荒くなりやがる。素人しろうとがそんな事もわからず突っ込んでいって死ぬのがオチだな」

「なにをぉ！」

「熱くなるなよ坊主。俺はこれでも親切で言ってるんだぜ。罠なんて使わない？　そりゃ、それで仕留められればいいが、そうはならないからみんな使ってるんだろ？」

「それは、他のやつらが弱っちいからだ」

「ふぅ、こりゃ相当重症だ」

　クルトアイズはやれやれと肩をすくめる。

「さっきから聞いてる限りじゃお前は圧倒的に経験が少ない。知識が足りない。技術が乏とぼしい。ついでに言うなら発想も貧しい。ハンターにとってそれらは愛用の武器や防具と同じぐらい大切な物だ。誰かに弟で子し入りして勉強し直すんだな」

「んだと～～～っ」

　父親の「それ」を受け継ぐために、今頑張っているのである。今さら他人の物になど興味はなかった。

「よし！　じゃあオイラが君をコーチとして雇うよ」

「「は？」」

　今にも殴りかかろうとしていたキオと、興奮するキオを面白そうにからかっていた男の声が面白いほど重なった。

「だから、オイラが君も雇おうって言うんだよ。不満かい？」

「さっきも言った通り、ハンターにとって情報ってのは命と言っていい。そうそう簡単には教えられないぜ」

「でもその反面、徒と弟てい制度は存在する。簡単には譲れない。しかし本当に相応ふさわしい機会があるなら、それを伝えたい。誰かが継いでくれないまま消えるのは耐えられない。そういう矛む盾じゆんした思いがハンターにはあるんじゃないのかい？」

　クルトアイズはすぐには答えない。

「それにね、オイラは人を見る目には自信があるんだよ」

　そう言って村長はキオの肩をポンポンと叩たたいた。その手にどういう意味が込められているかは、キオもよくわかっている。期待されているのだ。期待には応こたえたい。応えたいのだが……。

　一方、クルトアイズは、村長の言葉に一瞬だけ考えてから口を開いた。

「……あんたらどこの村の人間だい？」

　その顔つきは、つい今しがたまでのものではなく、もうプロのハンターの顔になっている。あれほど反発を覚えたのに、キオは直感的にそう感じ取った。

「ジャンボ村って最近作ったばかりの村さ。ここいらと違ってまだまだ大型モンスターがわんさかいる。儲もうけは大きいぜ」

「ふん、そのぶん危険も大きいだろう？」

　男は腕組みをし視線を宙にさまよわせる。

「ジャンボ村って言えば、南の方の辺境にある村だな。よくあんな所に村なんて作ったモンだ」

　揶や揄ゆするように村長を見る男に、キオは再び喰ってかかろうとするが、村長に押しとどめられてしまう。

「あんた、やり手みたいだから、まさか恐いって事はないんだろう？」

　相変わらず人のよさそうな笑みを浮かべたままの村長の言葉に、男は少々鼻はな白じろんだようだった。

「いいだろう。ちょっとばかり退屈していたところだ。あんたの挑発に乗ってやるよ。ただし条件がある。別に俺の全てを授ける訳じゃない。あくまで最低限度の触りだけだ」

「まあ仕方ないね」

「そして俺のやり方には一切異論は挟ませない。絶対服従だ」

「いいよ」

　絶対服従するのは当然キオのはずなのだが、村長は気楽に請け負ってくれる。

「あと期限も付ける。いつまでも延々と付き合ってられない。今が温暖期だから……そうだな、寒冷期と繁殖期が終わるまでにモノにならなければ手を引く」

「まあ、当然だね」

「最後に報酬だ。坊主の分の報酬は、半分はコーチ料として俺に回してもらう。その代わり、期間内はキッチリ面倒を見てやるよ」

　誰がお前なんかに弟子入りするか！　そう言うより早く村長は即断で「ああいいよ」と軽く許可を出してしまった。

「そ、そ、村長～」

　泣きつくような声を上げると、村長は多少すまなさそうな顔で頭をかいた。

「いや、まあ、君にとっては確実な収入につながるし、技術は盗み放題だし、オイラ達はモンスターの悩みが減るし貴重な素材が手に入るし……ここは一つ、みんな幸せになろうよ。ね？　ね？」

　あはははは、と愛想笑いを浮かべる村長。そんな提案は余程蹴けってやりたかったキオだったが、何の実績も上げていない立場上文句は言えなかった。

「うぅ、わかったよ」

「わかりました、だろ？　一応、お前は俺の弟子って事になるんだ。そんな態度じゃ何を教えたところで身に付くモノもつかない。長引いて困るのはお前の方だろう？」

「ぐ……」

　完敗である。言葉に詰まるキオに、男は「ほれほれ」と意地悪くはやし立てる。

「よ、よろしくお願いします」

「お前に才能があるなら一人前にしてやるよ。今さら自己紹介も要いらないだろうが、見ての通り、ヘビィボウガン使いのガンナーだ」

　今さらだが、キオは慌てた。

「ちょ、ちょっと待てよ。俺は双剣使いなんだぞ！　ボウガン使いになんて――」

　最後まで言い切る前に、クルトアイズのげんこつが頭上から降ってきた。

「黙って従う」

「か～。いってぇ～。暴力反対横暴反対！」

「おや、それは見解の相違だな。これは師の愛の鞭むちだ」

　全身の毛よ逆立てとばかりクルトアイズを睨みつけてやる。そんな二人の側そばで、「いやいや、仲良くなれそうでよかったよ」などと村長が調子外れな事を言っていた。

「絶対に速攻で解放されてやる！」

　習うつもりなど全くなかった。習うフリだけしておいて、さっさと結果を出しクルトアイズから解放される。キオは昨日までとは違う闘志を燃やしていた。
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　ガサガサガサ、ゴソゴソゴソ。

　ガサゴソガサゴソ。

　ゴソガサゴソガサ。

「お前はゴキブリか」

　飛んできたトレイが後頭部に直撃した。

「いってぇ～～～～～っ。だから暴力反対！」

「だったら言葉で理解しろ」

「大人しくするからガノカットラス改、返せよ！」

「ダメだ。お前にはまだ早い」

「早くない」

「は・や・い。五億三〇〇〇万年ぐらい早い」

「そんなに長生き出来るかっ！」

　クルトアイズを含めた三人はすでにジャンボ村に帰ってきていた。その、村長から提供された貸家での一幕である。今後増やす予定らしいが今のところ一軒しかないため、キオとクルトアイズは一緒に寝起きしなければならなくなった。踏んだり蹴ったりである。

　師匠としてクルトアイズが下した最初の命令は、ある意味でキオが一番最初に心配していた事だった。それは武装の変更である。キオも粘ったのだが、クルトアイズには全く取り合ってもらえなかった。しかも父親の形見でもあるガノカットラス改は知らぬ間に取り上げられどこかに隠されてしまった。以来、深夜の「がさごそ」は日課となってしまった。

「基礎から鍛え直せ。これは師匠命令だって何度言えばわかる？」

　ただ幸いな事に、クルトアイズが選んだ武器は自身が使うボウガンではなく、

「何で今さら、片手剣なんだよ？　こんなの、とっくに卒業してるんだよ」

　おそらく多くのハンターが一番最初に触れる武器であろう、片手剣だった。しかも特別優れたモノではなく、村に帰ってきてから適当に見み繕つくろったハンターナイフだ。もちろん攻撃力はガノカットラス改とは比べモノにならない。

　さらに付け加えるなら、ドンドルマからジャンボ村に戻って今日で五日目。クルトアイズは毎日ハンター教官の所に行っているだけで、全く狩りに出かけなかった。昨日など、暇ひまを持て余し酒場の看板娘、パティと長い時間無駄話に花を咲かせていただけだ。

　当然、キオも村から一歩も出かけていない。クルトアイズに単独行動を禁じられているからだ。曰いわく「依頼は全て俺が選ぶ。俺が許可した時だけ、俺と一緒に出かけるんだ。これは師匠命令だ」なのだそうだ。

　さっさと実力のほどを見せつけるという目もく論ろ見みが、なかなか実行に移せずキオの苛いら立だちは募った。ドスファンゴ相手ではたまたま何かの具合でうまくいかないが、それでも自分は「出来る男」のはずなのである。体力には自信があるし、一日も休むことなく振り続けている剣技も充分のはずである。何かのきっかけで一気にうまくいくはずだ。キオはそう信じて疑わなかった。

　日が暮れてからもキオは悶もん々もんとそんな事を考えながらベッドの上でゴロゴロしていた。すると、突然クルトアイズが戻ってきて口を開いた。

「いいからもう寝ろ。明日、狩り場に出かける」

「え？」

　思わず聞き間違いかと思って問い返す。

「なんだ、聞こえなかったのか？　狩り場に出かける。だからとっとと寝ろ」

「お、おう！　俺の実力見せてやるからな！　そうしたら一発でもう教える事はないってわからせてやる！」

「あ～、はいはい。期待しているから、もう寝ろ」

　クルトアイズはいかにも面倒くさそうにそう答えた。
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　季節はもう寒冷期に入っていた。

　狩り場は密林。

　そうくると、標的はクルトアイズ自身が言っていた凶暴化したドスファンゴ――かと思いきや、そうではなかった。

「どうして今さらこんな仕事なんだよ～」

　キオはそう叫びながら両手に摑つかんでいた枯れ葉と腐ふ葉よう土どを思い切り頭上に放り投げた。

　ばっと舞い散ったそれらがバサバサと頭の上から降り注ぐ。

　密林の木陰の、ひんやりとしめった地面に手足を広げて寝転がり、空を見上げる。葉と葉の隙すき間まから呆れるほど晴れ渡った空が透けて見えた。雲一つない。小鳥が呑気に飛び回っていた。

「さぼるな」

「ぶぺっ、ぺっぺ。何するんだよ！」

　さぼっていると、それを目ざとく見つけたクルトアイズが、顔の上からどさっと腐葉土を落とした。

「あと、いくら単純とはいえ狩り場をなめるな。このあたりには大型モンスターは確認されてないが、だからといって油断するな」

「だって、なんで今さらキノコ採りなんだよ？」

「キノコ採りなんですか、だ」

　更に腐葉土が追加される。

「ぺっぺ」

　顔の前から土を払いのけながら飛び起きる。

「大体、ハンターの基本とこんな仕事とどんな関係があるんだよ――ですか」

　慌てて言葉をなおした事に満足したのか、クルトアイズはニヤリと笑いながら、しかし何も答えなかった。

「お前は黙って、俺の言う通りにやっていればいい」

「わかった！　わかりましたよ！　キノコを採りまくってとっとと帰ってやる！」

　これでは、自分の腕前をクルトアイズに見せつける機会すらない。もちろんクルトアイズの腕前を見る機会もない。キオはその鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように密林の腐葉土を掘りまくった。

　積もった枯れ葉を払いのけ、地面からわずかに顔を出したキノコをもぎ取り、木の皮を編あんで作った籠かごに放り込む。

「乱暴に扱うんじゃないぞ。傷が入ったら売り物にならないからな」

「はいはいはいっ！」

　キノコはこのあたりの名産品で、モンスターの希少な素材などと違って売値は些さ細さいだが、比較的安全に手に入り常に一定の需要がある。特に近年、都会ではキノコが体にいいと噂になっており、需要は伸び続けていた。現在、これがジャンボ村の主要な産業となっている。

「こんなの、ほとんど一般人の仕事じゃねぇか」

　とは言いながらも、これがハンターに依頼される理由はキオも知っている。一つが危険なため。大型モンスターが出ないとはいえ、他のモンスターは出没する。依頼料を払ってでもハンターに依頼した方が安全で確実だからだ。

　もう一つ、それがキノコの種類だ。中には毒を持ったものもある。知らずにそのまま出荷してしまうとあとで大問題になる。素人目にはそれらが同じに見える事も多いのだ。

　ハンターは、野営する事が多いため、狩り場で食べられる物と食べられない物の知識を徹底的に仕込まれる。新人のキオでも、毒のあるキノコとないキノコを見分けるぐらいはできた。

「あ、これは毒キノコ。てか、この辺り一面全部かよ～」

　籠には入れず、ぽい、と放り投げる。

　そこへ、足音を立ててクルトアイズが近付いてくる。また何か難なん癖くせを付ける気かと身構えていると、クルトアイズは何やら機嫌よさげに口笛など吹きながら、キオが捨てた毒キノコに手を伸ばす。

「ん～、こいつは傷が入ってるな。たく、いくら自然に生えてるからって、もうちっと大事に扱えよ」

　そう言いながら、クルトアイズは他の毒キノコに手を伸ばす。

「おい、それ毒キノコだぞ。マヒダケだろ？　出荷出来なきゃ意味がないんだぞ」

「いいからいいから。お前は大人しくキノコ採ってろ」

　今気が付いたのだが、そう言うクルトアイズの手は全く汚れていない。ご自慢のクック装備にもホコリ一つ付いていない。

「あ～！　さっきから変に鋭いと思ってたら、あんた全然キノコ採ってないだろ！」

「あんた、じゃない」

　また頭の上からゴチンとげんこつが落ちてきた。

「て～」

　クルトアイズはいくつかマヒダケを採ると、そのままその場を後にする。

「いいか？　ここなら滅多にモンスターは現れないから、お前はここでキノコ採って予定の数になったら拠点ベースキヤンプに戻ってろ。いいか、俺を置いて帰ろうとか思うんじゃないぞ」

「わかってるわい。俺はそんな卑怯者じゃない！」

　立ち去りながら、振り返らずに気楽に手を振る。キオは、その背中に思い切り「べ～」と舌を出してやった。
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　その後、何度か狩り場に出かけた。しかし相変わらず大型モンスターの討伐には手を付ける気配すらない。

　何度もキノコ採りに出かけ、そのたびにクルトアイズはキオにだけキノコ採りをやらせて、自分は密林中をぶらぶらと歩き回っているだけだった。しかも何故か二度ほど夜中に出発した。何本も虫あみを抱えてだ。ロイヤルカブトを狙っているのかとも思ったが、今の季節はカブトムシなんて捕れない。後で村長に聞いたら、やっぱりロイヤルカブトは納品されていなかった。

　意味がわからない。

　からかっているのかと思って何度詰め寄っても、人の悪い笑みを浮かべ、楽しみにしていろというだけだ。

　その日、クルトアイズは朝から出かけていた。またもや「今日は外出するなよ」と意味のわからない命令を残してだ。

「命令命令命令。あ～、もうたくさんだ～。くそ今日こそハッキリさせてやる」

　玄関に人の気配がした。

　のらりくらりと逃げられていたが、今日こそは腕力に訴えてでもハッキリさせてやると立ち上がった。

「いったいいつになったら大型モンスター狩らせて――」

「ドスランポス狩りに出かけるぞ」

　キオは玄関に駆け寄りかけて、そのまま脚をもつれさせて転倒した。

「え、マジ!?」

　したたかに打ち付けた鼻を押さえながら、キオは顔を起こした。

「ああ、さっさと準備しろ、置いてくぞ」

「すぐするっ！　だから置いていくな。絶対だからな～」

　言うが早いか、キオは家の奥へととって返し、狩りに出かける準備を整える。

　チェーンシリーズのメイルとアーム、ライトベルト。コーヒージャージーを身につける。武器は不本意ながらハンターナイフと、剝はぎ取り用の肉わけナイフをベルトに装着する。携行品は回復薬を少々。ハンターの基本である。

「急げよ。日が暮れるぞ」

「あ、ちょ、ちょっと待って！　すぐ行くから」

　準備が終わるか終わらないかのタイミングをわざわざ見極め、クルトアイズがきびすを返す。キオは今度こそ、自分の力をクルトアイズに見せてやると勢い込んで飛び出していった。
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　テロス密林は、直線距離ではジャンボ村からは意外なほど近い。しかしこの二つの間には山脈が横たわっており、実際には船で海路を一日ほどかけて迂う回かいする。しかも狩り場は大きな湖の真ん中にある島のため、対岸にある村からイカダを借りて、ようやく到着する場所だ。

　狩り場に到着し、砂浜にイカダの船底が着くと同時にキオは湖の中に飛び降りた。水深は膝ひざまで程度だが、びっくりするほど冷たい。船の舳へ先さきに結わえ付けたロープを引っ張ってもう少しだけ陸側に引き、流されないように杭くいに結びつける。一人の時はもちろん、クルトアイズと組んでからもこれはいつもキオの役割で、膝までとはいえ濡ぬれるのは気持ちが悪いのでいつも不安だったが、今日は命じられるまでもなく自分から飛び出した。

「おうおう、いつもこれぐらい積極的だといいんだがなぁ」

　クルトアイズの憎まれ口すら今日はなんだかすがすがしく聞こえる。

「よ～し、拠点の準備はこれでいいな。村長からの支給品、ちゃんと道具袋に移しておけよ」

「おう、わかってるって！」

　村長は援助として、いつも支給品を出してくれる。これまでのキノコ採りなどではあまり意味はなかったが、今回からはありがたい物となるだろう。その支給品を納めた箱の中に、今回は見慣れない荷物があった。村長からの支給品ではなく、クルトアイズが持ち込んだ物だ。

「なあ、これっていったい何に使うんだ？」

　小さな球や、虫かご、あとは用途のわからない円盤型の小箱などが入っていた。円盤の大きさはキオが両腕で輪を作った程度。厚みはそれほどないが、見た目よりずっしりと重かった。

「いいからいいから。お前は言われた通りにしていたらいいんだよ」

「へ～い」

　今日は何を言われても怒る気にならなかった。キオは言われた通り、道具箱を砂浜まで運び出す。

「準備が出来たら出発するぞ」

「よしこいドスランポス！」

　だが出発しかけたクルトアイズは「あ」と声を上げて立ち止まった。

「そうだ、キオ、先に雑用を片づけるぞ」

「は？」

　理由は定かではないが、今、このテロス密林ではランポスの個体数が急に増えているらしい。膨ふくらんだランポスの群れを、強く狡こう猾かつなドスランポスが率いているために危険になるという事だ。このためドスランポスの退治と同時にランポスの頭数を減らす事も今回の依頼には含まれている。

「え～、ドスランポスを片づけた後でもいいじゃん？」

　普通に考えれば、余裕がある内にドスランポスを片づけ、大物がいなくなった後でゆっくりと雑ざ魚こを仕留めればいい。なんなら出直したっていいはずだ。クルトアイズの命令の意味が、相変わらずキオにはわからなかった。

「いいから行くぞ。今回、いい弾丸を買って持ってきたから少しでも稼かせぎを増やしたいんだよ。それにいい訓練になるだろうが」

「えぇ～!?」

　口からは不平が漏れたが、次の瞬間、キオは顔に笑みが浮かぶのを抑えられなかった。それを見られないように慌てて顔を逸そらす。たった今、いい事を思いついたのだ。

「了解。行ってくるぞ。つ～か、あんたは待ってていいぞ」

「あん？」

　表情を取り繕い、平静を装って向き直る。クルトアイズは不可解そうに眉まゆをひそめた。

「だってさ、あんたが動いたら、その大事な弾が無駄になるだろう？」

「ん、まあそうだな」

「だから露つゆ払はらいぐらいは俺がこなしてやるよ。いいな、ここから動くな、年寄りは体をいたわれ～！」

　へいへい、とクルトアイズはキオの思惑を知ってか知らずかイカダに備え付けられた簡易ベッドで横になると、気がない様子で手を振って見送った。
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　何度となく訪れた密林を、キオは有う頂ちよう天てんで走っていた。

　今日、いきなりこれほどの幸運に恵まれるとは思ってもいなかった。狙いはただ一つ。ランポスなどには目もくれず、目指すは大物ドスランポスのみ。クルトアイズを出し抜くのだ。そうして、キオは自分の力量が充分である事を村長に示し、邪魔なクルトアイズを村から追い出す。

　そうそう浮かれているわけにもいかず、キオは走るのをやめ、ポケットから折り畳たたんだ地図を取り出した。今いるのは、北東の崖がけがあるあたりである。ここは島の中央にも、北の海岸にも行ける要所だ。

「さて、ドスランちゃん、どこにいるのかなぁ～」

　舌なめずりをしながら、キオは地図を眺める。

「確か、クルトのヤツが洞窟の中にランポスの巣があるって言ってたよな～。そこから行ってみっか」

　ここは生い茂る木々がなく、見通しもいい。腐葉土も積もっていないおかげで足場も悪くなかった。待ち伏せて戦うには絶好のポイントだったが、のんびりしていてはクルトアイズに気付かれてしまうかもしれない。未練はあったが仕方なく先を急いだ。

「ランポスならもう何匹も退治してる。あれのちょっとでかいだけのヤツなんて、メじゃないさ」

　そう考え、キオは左手にある坂道を目指した。坂の上に、島の中心部を貫く巨大な洞窟への入り口がある。おそらくクルトアイズの言っていた洞窟だ。

　坂道を上り、周囲の海が見渡せる高台にやってくる。ここも急に開けた場所で、背の高い木はなく、下生え程度しかない。ここにいれば、と思ったのだが、いるのはキノコの匂いをたぐりながら徘はい徊かいするモスが数頭と、キオの宿敵であるドスファンゴの通常個体であるブルファンゴが一体だけだった。

　人間の姿を見つけ、ブルファンゴは前足で地面をかいて体勢を整える。そんなところは嫌になるぐらいドスファンゴとそっくりだった。

　キオは、いつかやってくるドスファンゴとの再戦を思い描き、ハンターナイフを抜き放った。ナイフ、とは言っても本当の短剣ナイフではなく、実際には剣と呼ぶには少しだけ短い程度の物だ。その代わりに剣身に厚みを持たせてある。短いので取り回し易やすいが、攻撃力も実戦に耐える程度のものは持っている。

　土煙を上げながら、ブルファンゴがキオをめがけ突進してくる。キオは、ギリギリまで引きつけ真横に軽く飛ぶ。直前までいた場所を、地響きを立てて突き抜けていく。着地と同時に振り向き、キオを捉えそこね、慌ててブレーキをかけるブルファンゴの後ろ姿を正面に捉えた。

　軸足に力を込める。いったん沈み込んだ体重が脚力で一気に弾はじけ、モンスターの無防備な後ろ姿めがけて斬りかかる。

　しかしハンターナイフの切れ味とブルファンゴの分厚い皮の取り合わせでは、斬ると言うよりたたきつけると言った方がいい状況だった。一撃され慌てて振り返ったブルファンゴの頭に第二撃を繰り出す。急所を強打され、ブルファンゴは窮きゆう地ちを脱する事が出来ないままキオの攻撃にさらされ、そして崩れ落ちた。

「やったね」

　辺りを見回し、他に積極的に襲いかかってくるモンスターがいない事を確認すると、おもむろにベルトに装着していたはぎ取り用の肉わけナイフを引き抜いた。

　殺したら必ず何かに役に立てる、それがハンターとしての最低限度の掟おきてだ。死んだ父親がいつも言っていた言葉を実践する。キオはブルファンゴの皮を剝がし、道具袋の中に押し込んだ。しかし自分でもわかるが、言われたからやっているというだけで、どうにもたどたどしかった。これをどう役立てるかも全く思い浮かばない。

「後で必ず役に立てるからな……ちょっと、こじつけっぽいけど、お前から襲ってきたからあいこな」

　そう言い訳をすると、キオは立ち上がり歩き出す。

　

　高台には、二つの洞窟が口を開いていた。

　地図によれば両方とも北の海岸まで続いている。ただし右側の洞窟は、向こう側が急な崖になっており、こちらから向こうに出るのは不可能なようだ。

「となれば左だな」

　左に入り、いったん海岸まで出て、そこから右側の洞窟を通ってここまで戻ってくる。こうすれば手間が最小限ですむ。

「プロなら最小限の労力で最大の成果をあげないとな」

　ふふん、とここにいないクルトアイズに対抗するように自分の行動を評価してみせた。

「出てこいドスラン！」

　キオは左側の洞窟に向かう。

　洞窟、とはいってもその入り口は見上げるほど高い。ここからでも中の様子が少しはわかる。どうやら完全に密閉された空間ではなく、湖側の壁が崩落し、そこから強い日差しが入り込んでおり思ったより明るい。

　恐る恐る踏み込んで思わず唖あ然ぜんとなった。地下と言うには、あまりに広大な空間がその中に内包されていた。地ち殻かく変へん動どうか何かがあったのだろうか、広大な空間はほとんどが陥かん没ぼつし、頑がん丈じような地質の部分だけが残ったような立体的な構造になっていた。

　崖は、薄暗い事もあってここからでは底が見えないほど深い。亀き裂れつから湖の水が流れ込み、滝のようになっている。反対側からも、島に降った雨水が染み込んだものだろうか、水が細い筋すじとなって流れ落ちていた。

「はぁ～」

　思わずため息が出るような光景だ。今まで、キノコ採りばかりでこんな深部まで足を踏み入れた事はなかった。

「ギャァァ」

　感動の光景を、その異様な鳴き声が遮さえぎった。何度か聞いた声。キオが振り返ると、入り口からではわからなかったが奥の方に白い物が散らばっているのが目に入った。

　あれは骨だ。

　そしてその周りに、青い鱗うろこを持ったもの達が群がっている。

「あらら、こりゃ団体さんで」

　八匹はいる。暗さに目が慣れていなかったキオは気付くのが遅れたが、あちらはとっくにこちらの存在に気付いていたようだ。八匹の中から二匹が、辺りをうかがいながら無造作に近付いてくる。ランポスは群れで生活する生き物だ。あの二匹が群れの切り込み役なのだろう。キオは仕方なくハンターナイフを引き抜きながら身構える。余計な体力は消耗したくないが、こう数が多くては逃げるだけでも一苦労だ。それなら迎え撃った方がいい。

　ランポスは鳥ちよう竜りゆう種しゆと呼ばれる種族で、祖先は鳥に近い姿をしていたといわれている。鳥のような尖とがった顔と嘴くちばしを持ち、退化した前脚と発達した後ろ脚。爬は虫ちゆう類るいの特徴を持ち合わせるモンスターだ。その攻撃は静から動への急激な変化が特徴だった。

　こちらの動きをうかがいながら、ゆっくりと無造作に近付いていたランポスが、いきなり鋭角な動きに切り替える。突然、一匹が前方に突進した。

「うぉっ！」

　先ほどのブルファンゴと同じ要領で、横っ飛びにそれをかわす。しかしわずかな時間差で、一匹が頭上高く飛び上がっている。狙いはキオが回避した着地点。

「やべっ」

　着地したと同時に前転して第二撃をかわす。しかしホッとするまもなく、キオと二匹の乱戦に、三匹目のランポスが飛び込んでくる。

「と、うわ、たっ」

　三匹のランポスの動きが、徐々に連れん携けいしてくる。むしろランポス達がキオの動きを見切ってきたと言うべきだろうか。

「グァァァ」

　鳴き声と共に、青臭い息をまとった嘴が目の前を貫く。

　どうにかかわす。

　キオがかわした事で、攻撃してきたランポスは無防備になり、そこを仕留めようとハンターナイフを構えるが、他のランポスがフォローに回って攻撃の機会を潰つぶした。

「くのぉっ！」

　ここでキオは思い切りよく考えを切り替えた。少々の傷は覚悟する。ランポス達は個個の攻撃力は決して怖おそれるほどではない。むしろ集団で寄ってたかって体力を削られ、なぶりものにされるのが一番恐ろしい。ならば体力に余裕のある今の内に、一匹一匹確実に仕留めた方が安全だ。

　振りかぶって、ハンターナイフをたたきつける。それがちょうどこちらに飛びかかろうとしていた一匹にヒットする。自分の跳躍力とハンターナイフの打撃力がぶつかり合って、幸運にも崖の下まで吹っ飛んだ。

「ラッキィ。一瞬で一匹減った！」

　近くに残るのは二匹。しかもいきなり連携の一角が崩れた事で、二匹の脚が一瞬止まっている。その瞬間を逃さず、キオは近い方の懐に飛び込んで再び脳のう天てんに一撃をたたき込む。

「クァァァ」

　哀れっぽい声を上げ、ランポスがのけぞる。

　一撃を入れた勢いをそのまま連続攻撃につなげていった。

　一撃、二撃、三撃。トドメ、と一歩踏み込んで軸足を支点に体を回転させる。遠心力を全てハンターナイフに乗せて、首元にたたき込んだ。確かな手応えと共に、ランポスは投げ出されるように地面に崩れ落ち動かなくなる。

「さぁ、残り一匹！」

　瞬またたく間に味方が二匹姿を消し、残った先せん鋒ぽう役やくのランポスはさすがに攻めあぐむ。息は乱れていたが、こうなれば休んでいる間などない。

　苦しいのを我慢し、息を止める。ハンターナイフを構え直し一気に距離を詰めた。

「てぇぁっ！」

　ランポスはモンスターの中では小柄な方だ。だからこうやって下に潜り込まれる事などほとんどないだろう。長い首の下は、完全な死角になっている。そしてそこに潜り込めば、目の前には退化した小さな前脚と急所の塊かたまりである腹部が無防備にむき出しになっていた。

「ガァァァ」

　最期の一瞬、ランポスと目が合った。自分がどうして地面に倒れなければならないか、最後まで理解出来なかったのだろう。その目には恐怖よりも先に不可解の感情が浮かんでいた。

　どすん、とランポスの体が音を立てて地面に崩れ落ちる。残りのランポスは自分達の巣を守ろうと近付いてこない様子だ。それを確認するのがやっとだった。

　短い時間に激しく動きすぎたせいで体力が一気に底をついた。酸素が足りなくて目が眩くらみ、頭がクラクラする。格好悪いと思いながらもキオは無造作に地面に座り込んだ。

「へへへ、やったぜ」

　ジャンボ村に来て初めてではないだろうか、この達成感は。誇らしい気持ちで一杯だった。みんなの役に立っている実感が、キオに力を与えてくれる。この気持ちを持ちつづければ、きっとハンターとしてやっていける。やってやる、父親の跡を継いでやるという意欲がわき上がってくるのだ。

「はぁ、はぁ。ちょ、ちょっと楽になってきたな」

　もう少しここで休んだら、一度は拠点に戻ろうかと思った。夢中で気が付かなかったが、手足に傷が出来ている。決して深ふか手でではないが、痛みを自覚した今、動きが鈍らないとも限らない。

「くそぉ、ノコノコ戻ってったら、また何か言われるだろうしな～」

　道具袋から回復薬を取り出しひと息で飲み干す。しかしすぐに傷口が塞ふさがるわけではない。このまま狩りを続行するのは論外だ。

「ま、しょうがないか……」

　まだ多少違和感の残る膝に無理矢理力を入れて立ち上がる。ランポス達は遠巻きに鳴き声を上げていた。もうキオの中では、クルトアイズのお小言にどう抵抗しようか、それで一杯になっている。そんな時、ランポス達の鳴き声が変わった。

　警戒から、助けを呼ぶような声に。

「え……？」

　洞窟の、北側の出入り口に一匹のランポスが現れた。「グアァァァァ」と天を仰いでひと鳴きすると、一直線にこちらにやってくる。

　距離感が狂っていた。原因は大きさが違うからだ。

　それを悟さとるのにはもう一拍の時間が必要だった。新たに現れたランポスの頭頂部には血のように赤いトサカが垂れ下がっている。

「ドスランポス!?」

　慌てて立ち上がるが膝が震える。マズイ事に、これまで遠巻きに見ているだけだったランポス達が一匹残らずこちらの退路に立ちふさがっていた。

「噓うそだろっ!?」

　ハンターナイフを抜く気力も残っていなかった。飛びかかってきたランポスの牙きばを前転してかわす。左足のふくらはぎに浅くかすった。脚甲のおかげで怪我はしなかったが、ぞっとするような鉄を削る音と衝撃が走る。

「だぁ～、死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ！」

　前転して立ち上がる前にもう次の攻撃が来る。きれいに前転する事も出来ず、体を投げ出すようにしてよけた。腹をしたたかに打ったが痛がっている暇はない。五匹のランポスの顔が、一斉にこちらに向き直る。

　そうこうしている内に、地響きが瞬く間に距離を詰め近付いてくる。

「ガァァガァァ」

　それは仲間を失った怒りなのか、それとも獲物を得た喜びなのか。どちらにしてもぞっとするような雄お叫たけびを上げながら近付いてくるそれを、キオは顔だけで振り返って確認した。

　すぐに、そんな事をしなければよかったと思った。

　ちょっと大きいだけと言っていたが、見上げた体勢が悪かったからか、初めて見たドスランポスが通常体の三倍も四倍もあるように映る。

　それは、すぐに攻撃には移らなかった。

　観察するように、ずい、と顔を近づけキオを凝ぎよう視しする。他のランポス達もリーダーの獲物に手は出さないとばかり周囲をぐるぐる回りながら警戒していた。

「ひ、ひぇ」

　近付いたドスランポスの口のあたりから、肉が腐ったような、草が腐ったような、すえた息が吐き出されキオの鼻び腔くうに染み込んでくる。自分もあの臭においを出す原因の一つになるかもしれないと、不覚にも想像した瞬間いきなり恐怖がやってきた。

　恐くて、もはや脚に全く力が入らなくなった。

　どうしてこんな所にやってきてしまったのだろうかと、ここに来るまでの覇は気きはカケラも残っておらず、心の中を満たしたのは後悔だけだった。

「クァァァァ」

　ドスランポスは、もう興味がなくなったとばかりに低く鳴くと、半開きだった口をいきなり全開にした。

　赤い赤い咽のどが、奥まで丸見えになる。うごめく粘ねん膜まくは、キオにおいでおいでをしているように思えた。

「もうだめだ！」

　そう思った瞬間、キオはとっさに腕を突き出した。無駄だ。ドスランポスの強きよう靭じんなアゴは、防いだ両腕ごとキオの体を切り裂く。この程度の防具など、気休めにもならない。

　しかし突き出した腕は、自分でも思いもしない動きを見せた。襲いかかってくるアゴの下に潜り込み、防ぐのではなく、その方向をずらしたのだ。巨大なアゴはまたもや空を食はむ。しかしそれで助かったのは一瞬だ。ドスランポスは怪け訝げんそうにしたが、すぐに気を取り直して再び嚙かみ付こうとする。さっきのは意識した行動ではない。もう防げない。

　――破裂音が響き渡った。

　しかし、怖れていた衝撃はやってこなかった。恐る恐る目を開くと、両腕の隙間からランポス達の姿が見える。しかしそれらはキオではなく、違う方向を睨んで警戒を露あらわにしていた。もちろんドスランポスも。

　キオも釣られてそちらを見る。誰だと疑問に思う必要もなかった。ここにいる人間は、自分とあと一人しかいない。

　独特の破裂音と同時に、鋼鉄の弾が一匹のランポスの頭部を吹き飛ばす。たった一撃でだ。見れば他にももう一匹ランポスが地面に倒れていた。

「クルトアイズ！」

「さっさと逃げろ！」

　ランポスは残り三匹。包囲網は解けている。キオは自分の体のどこにこれほどの力が残っていたのだろうというほどの勢いで立ち上がり駆け出す。

「クァァァッ！」

　怒りに満ちたドスランポスの鳴き声が響き渡る。そう思った瞬間、しかしドスランポスはランポス達を置き去りにして反転すると、いきなり逃げ出した。

「はぁ？」

　いきなり脱力するような展開である。大型モンスターのくせに、逃げをうったのだ。しかしキオとしては面白くない。自分一人の時はあんなに獰どう猛もうに襲いかかってきたのに、クルトアイズが現れた途端逃げるなど、キオは恐くなくてもクルトアイズは恐いと言っているようなものではないか。

「何してる。追うぞ」

　クルトアイズは「ギャアギャア」と鳴きながら威い嚇かくするランポスには見向きもせず、ヘビィボウガンを畳たたむとさっさと走り始めた。

「ちょ、待ってよっ！」

　キオもそれに続く。ドスランポスが向かったのは北側の出口だ。そこは島の北の砂浜の近くに出られるようになっていたはずだ。

　先に飛び出したドスランポスに続き、巨大洞窟に別れを告げる。照りつける太陽のまぶしさで目の前が真っ白になった。もう何年か経ったかのように懐なつかしい。

「そのまままっすぐ走れ！　止まるな！」

　反射的に三歩進んだ。

　直後、頭のすぐ後ろを何かが薙ないだ。さっきかいだばかりのあのすえた臭いと共にだ。

「うひゃぁっ～！」

　キオは恥も外聞もなく叫びながら言われた通り一直線に逃げ出した。

　ドスランポスだ。

　てっきりそのまま逃げたかと思ったそれは、岩陰に潜んでキオ達が現れるのを待ちかまえていたのだ。しかも目が眩んだ瞬間に襲撃するとは、これが計算した行動だとするならなんと狡猾な生き物なのだろう。明るさに目が慣れていなかったキオは全く気が付いていなかった。クルトアイズの声がなければ、むき出しの頭がパックリとくわえこまれた事だろう。

　しかしドスランポスは諦あきらめていなかった。あろう事かキオを狙い定め、その後を追いかけ始める。

「キオ、そのまままっすぐ走れ！　絶対曲がるなよ」

「そそそそ、そんな事言ったって！」

　ドスランポスの脚力と、疲れ切った今のキオのそれとでは比べ物にならない。簡単に言えば、ひと跳びで追いつかれる。次の瞬間、背後から飛びかかられるかもしれない。死の気配を背中に感じながら、もはやどうする事も出来なかった。

「グァァァァ、ゴォォォォ」

　しかし次の瞬間、何故かドスランポスの悲鳴が轟とどろき、キオは思わず足を止め振り返った。ドスランポスは、さっきの場所からほとんど動いていない。あらぬ方向を睨みながら、体全体を激しく痙けい攣れんさせていた。よく見れば、その足は何かの人工物を踏んでいる。キオには見覚えがあった。あれはクルトアイズが持ち込んだ円盤型の箱だ。

　何かの罠だったんだ。

　この時になって、初めてキオはその事に気が付いた。ぼんやり見ていたキオとは違い、洞窟から出てすぐ脇にある、巨木の陰に隠れていたクルトアイズは素早くドスランポスに駆け寄った。

　背負ったヘビィボウガンを腕の中で回転させるように取り出す。その時には二つに折り畳まれていたボウガンは、すでに一本に戻り、ピタリと構えに収まった。

　クルトアイズは、いまだに身動きが取れないドスランポスの頭にピタリと銃口を押し当て、立て続けに引き金を引き絞る。ドズン、ドズン、とハンマーで殴りつけたような強烈な音があたりを震わせた。

　瞬く間に弾を撃ち尽くしたクルトアイズは、すぐさま銃身のコッキングレバーを引き、空からの薬やつ莢きようを廃はい棄きすると新たな弾を装そう塡てんする。あまりに素早く行われたそれらの動作は、少しだけ離れて見ていたというのに、キオにはどう動いたのかハッキリとは把握出来なかった。

　そうして最前と全く同じようにしてドスランポスの頭へと、冷徹に、事務的とも映るほどの正確さで弾丸をたたき込んでいった。

　結局、ドスランポスは罠から抜け出す事なく力尽きた。まさに、電光石火の光景だ。

「ど、どうして!?　俺、その……」

　本当なら礼を言いたかった。しかしどうしても素直になれずに言葉が出てこない。ドスランポスの解体作業にいそしんでいたクルトアイズは、手を止めて振り返る。

「一応、お前は俺の弟子らしいからな。そんなに不思議に思う事もないだろう？」

　思ってもいなかった優しい言葉に、キオは自分の行動を省みて恥ずかしくなる。

「……だがな、バレバレなんだよ、最初っから。お前があんなに殊しゆ勝しように、面倒くさがっていた露払いを自分から率そつ先せんしてやるわけがないだろう。一発でわかったさ、あ、こりゃ俺の言う事を聞かずに抜け駆けするつもりだなってな」

「い……？」

　感激したのも束の間、クルトアイズはひどく人の悪い笑みを浮かべていた。

「鳥竜種のリーダーの個体は、テリトリーの中を絶えず巡回して外敵がいないか警戒している。ゲネポスとかイーオスとかの他の鳥竜種も同じだから覚えとけよ。でだ、お前は俺が教えた巣に入り込んでランポスとやりあう事になった。いいとこ三匹か四匹仕留めるのがやっとだったろう？」

　大当たりである。

「まあ、お前の年ならそれでも大したもんか」

「だ、だろ？」

「ばか、自惚うぬぼれるなよ。……ともあれ、ドスランポスは狡猾だからな、俺が現れればすぐ逃げ出すと思ったからこっちに罠をはっておいたのさ」

　ぐぅの音ねも出ないとはこの事だった。自分の力を見せるどころか、出し抜こうとした相手に助けられたのだ。さすがのキオも、顔から火が出るほど恥ずかしかった。

「これまで何度かのキノコ採りの間中、俺は島中を歩き回ってランポスの生態を観察し続けた。このあたりのランポスがどんな習性を持っているのか、どこに巣があるのか、全て頭に入っている。だからこういう事も出来るんだ。これが狩りだ。今日の動きでわかったが、お前にセンスがないとは言わん。特に最後の動きは良かった。が、やはり技術と知識が伴ってない。腕っ節だけで通じるほど甘い世界じゃないって事だ。覚えとけよ。」

「俺は、そんな予習しなけりゃ勝てないようなハンターにはならないんだよ！」

「何を言ってんだか。そういうのはもちっと実績残したヤツのセリフなんだよ」

「ぐぅ」

　反論出来ずにいるキオを見たクルトアイズの目が再び意地悪くキラリと光る。

「さ～て、キオくんや、俺の命令には絶対服従のはずなのに、まんまと違反してくれたな～。どうしてくれようか？　ん？　密林一〇周の罰走なんてどうだ？　あるいは玉葱レアオニオン一〇〇個の皮むきとか」

「あ、あははははは……」

「後でゆ～っくり、じ～っくり、た～っぷり考えてやるから、楽しみにしてろよ」

　キオはゆっくりと後ずさる。あの目はマジだ、まだ付き合いは浅いがキオは直感していた。
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　計算はいきなり狂ってしまった。

　もはや恒例行事となったキノコ採りの途中で、キオは「うにゃ～」とため息混じりに座り込む。ドスランポスを退治し、これからはと思ったのも束つかの間ま、相変わらずのキノコ採りの日々が戻ってきた。もうランポスの生態調査もいらないだろうに、クルトアイズはまだ密林の中を歩き回って何かしている。最近はただ歩き回るだけではなくピッケルを手に何やら鉱石を漁あさっているようだった。

　キノコ採りはさすがに飽ききっているのだが、目の前でああも鮮やかな手並みを見せられて以来、マズイ事にクルトアイズに歯向かい難くなっていた。キオが無駄だと思っても、無意味に見えた、散策中のランポス生態調べのように、何か意味があるのかもしれない。そうなると、ただ「嫌だ」というのがわがままに思えて仕方がなかった。

「うぅ、やりにくいな～」

　早急な解決策の必要性をヒシヒシと感じながら、キオは籠かごを背中から降ろして中を見る。いつのまにか、キノコは村長から言われた量がすでに集まっていた。何度も来たおかげですっかり手際が良くなってしまっている。しかしキノコ採りの手際が良くなったとしても、ハンターとして意味があるかと問われるとはなはだ疑問なのだが。

　空を見上げる。

　太陽はまだ真上にあった。今日はかなり時間が余っている。となればやる事は一つだ。

「まあ、余裕があるならもうちょっとなにか持って帰るのも悪くないよな、うん」

　そう言いながらも、キョロキョロと辺りを見回し、クルトアイズがいないかどうか確かめる。怒られるような事はしていないと思いながらも、妙に小心になっているのが自分でも笑えた。

「え～い、ビビってんじゃない！」

　ぱしぱし、と自分の頰ほおを叩いて気合いを入れる。やるとなると、キオは籠の口を閉じ、中身がこぼれないようにしっかりと縛る。

　今のところ、この時期にこのあたりで採れる物はいくつかある。まず鉱石。密林には何カ所か鉱石が採れる場所がある。ほとんどが鉄鉱石や砥と石いしだが、三カ所ほどマカライト鉱石や陽よう光こう石せきといった貴重な鉱石が採れるポイントがある。その場所は予あらかじめクルトアイズから教わっていたが、残念な事にピッケルがない。

　次に薬の材料にもなる太陽草やハチミツだが、太陽草は足りているらしいし、ハチミツは寒冷期にはあまり採れない。

「残りはロイヤルカブトと生なま肉にくぐらいか。カブトムシは昼には捕れないから、一番妥だ当とうなのは生肉だな」

　これは加工して売ったり、村の食料の備び蓄ちくにしたりする。ちなみに、どういう理屈かはわからないが、食性で肉の臭みがまるきり変わってくる。肉食動物より草食動物の方が臭みがなく、また肉も柔やわらかい。意外なのは草食動物よりも肉食動物よりも、肉も草も何でも食べる雑食性の動物が一番臭い事だ。つまり狙うなら草食動物である。

「確か、この奥にあいつらがいたな……」

　手頃な獲物を頭の中で思い浮かべる。そう言えば多少空腹も感じ始めているので、余分に獲ってクルトアイズの分も焼いておいてやるといいかもしれない。

「うん、まあ、この前の礼だな」

　こちらが態度を軟なん化かさせたなどと思われるのは一番面白くないので、自分の中でそう結論付けてキオは奥へと向かった。

　

　深い林の中を歩くのは、慣れていてもかなり重労働だ。地面は腐ふ葉よう土どで柔らかく、常に脚には力を入れていなければならず、もちろん街の道のように平坦でもない。思わぬ所に窪くぼみが出来ていたり、根が張り出したりしていて気を付けていないと足を取られる。

　寒冷期で空気は冷たかったが、外気に露出している頰や指先はともかく、チェーンメイルの中はじんわりと汗ばみつつあった。

「ふぅ」

　思わず立ち止まり、手の甲で額ひたいを拭ぬぐった。

　ただ幸いなのは、巨体のモンスター達が練ねり歩くためか、林の中には適度な空間がある。だから林の中でも武器を振るって立ち回れるのだ。

「そう言えば、こういう事って前はあまり気にしてなかったよなぁ」

　初めて大型モンスターと相対したおかげか、最近のキオは、自分の間合いについて自然と考えるようになっていた。「ここなら動ける」とか「ここでやりあうのは不可能」とか。

「よし、いたいた～」

　林の奥に、獲物が群れていた。木々の合間から巨体の背が上下しているのが見えた。キオは身を低くしながら、気配を殺しゆっくりと近付いていく。

　やがて獲物の姿がうかがえる位置にまで近付いてきた。短い脚にずんぐりした体。長い尻尾しつぽに小さな頭。岩と同化するような灰色の肌。草食竜のアプトノスだ。

　もっとも一般的なモンスターとして、ハンターだけではなく一般人にもよく知られている。アプトノスは性格が非常に大人しく、捕獲して飼い慣らし荷を牽ひかせるからだ。陸路を行く商隊もよくアプトノスに荷車を牽かせている。見つけたのは八頭ほどの群れだった。

「よ～し、行くか！」

　キオは腰からハンターナイフを抜き放つと、一気に走り出した。

「ウモォォォォ」

　近くにいたアプトノスが警戒音を発する。キオは構わず突っ込んだ。アプトノスの動きは鈍く、小回りは利かない。反撃もほとんどない。ただ、走り出すと四足竜だけに林の中での安定性と速度は人間を上回る。だから手早く狩らなければ逃げられるのだ。

　突っ込んで、急所の首に三発たたき込む。

「モォォォォ」

　巨体が地響きを立てて倒れた。キオはハンターナイフを納めると、肉わけナイフを抜いて解体に入ろうとする。だが、

「ンモォォ」

　一頭のアプトノスが口から唾つばを飛ばしながら雄叫びを上げ、キオに突っ込んできた。

　アプトノスは臆おく病びような生き物だ。現に、他の六頭は逃げ出すか遠巻きにこちらを警戒しているかのどちらかだった。

「うわっ」

　アプトノスにほとんど攻撃力はない。だからこうして反撃を受けたのは全くの予想外だった。

「この、大人しく逃げてろよっ！」

　そう言いながら、キオは突進を避け、その勢いのままハンターナイフを抜き放つと渾こん身しんの一撃を浴びせた。続けざまに斬撃を浴びせ、二頭めも呆あつ気けなく崩れ落ちる。それを見た他のアプトノス達は今度こそ一斉に逃げ出した。人間に置き換えれば酷ひどいと思うかもしれない。しかしこれがアプトノスの生き残り戦術だ。自分達に武器がないのを自覚し、少しでも生き延びようとしているのだ。

　キオはあたりに他の肉食モンスターがいないか充分警戒しながら、ハンターナイフをしまい肉わけナイフを取り出した。アプトノスの皮を裂き、肉を解体していった。
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　ピッケルを担かつぎ、鼻歌交じりで戻ってきたクルトアイズは、キオがアプトノスの肉を船に積み込もうとしているのを見て驚いたようだった。

「お？　こりゃどうした？　ん？　俺様の教育がや～っと実を結んできたのかな～？」

　言いながらクルトアイズはキオの頭をぐしゃぐしゃと乱暴になで回した。

「こら！　髪が乱れる」

「ん～、いっちょまえに色気づいてんのか～？　相手は誰だ？　酒場のパティか？」

「てめ、せっかく肉焼いて待っててやったのに、喰わさねぇぞ！」

「ははは、あ～ハラ減った。喰うぞ～」

「くぁ、この自じ己こ中ちゆう大魔王！」

　クルトアイズはキオの言葉など全く聞こえないかのように振る舞い、焚たき火びで炙あぶっていた肉に手を伸ばした。

「お、こりゃ丁度いい焼き加減じゃないか～」

　などと、自分の採ってきた鉱物をイカダの上に無造作に置くと、勝手に肉を頰張り始める。

「こら、俺の分も残しとけよ～」

　キオは肉を積み込みながら、本気で自分の分がなくなるのを怖れてそう言っていた。ここまできて空腹を抱えて帰るのは、勘かん弁べんして欲しい。

「なあ、聞きたい事があるんだよ」

「ん～？」

　肉汁したたり落ちる、こんがり肉をくわえたクルトアイズは、振り返った。

「……いい、ちゃんと食べ終わってからにする」

　外見だけを見れば、同じ男のキオから見てもクルトアイズは二枚目なんだろうと思う。しかしこんな親しみやすい一面も持っている。

「まあ、悪いヤツじゃないって事か」

　そう結論付けると、キオは自分の分の肉にむしゃぶりついた。街の食堂で食べるように凝った味は付いていないが、肉汁の味が口の中一杯に広がりまた違う魅力がある。料理というのはおこがましいが、ひと言で表現するなら「肉を喰っている気分」が味わえる食べ方だった。

「うめぇ～」

「これで酒でも飲めりゃ言う事ないんだがなぁ」

　クルトアイズが心底残念そうに言う。その無む邪じや気きな言葉に、キオは思わず笑ってしまった。

「で、さっきの聞きたい事って？」

　クルトアイズは口の周りに付いた肉の脂あぶらを指で拭うと、それを惜しむように行ぎよう儀ぎ悪く指を嘗なめる。酒の代わりに水で咽のどを潤うるおすと律りち儀ぎにも先ほどの質問の事を切り出した。

「ああ、最近さ、周りが見えるって言うか、思い通りに体が動くって言うか。急に感覚が変わった感じなんだよ。何でかな？　なんかあるんだろう、理由が？」

　自分でも言葉に出来ないもどかしさがあった。ただうまく体が動くだけではなく、獲物の動きまで把握して冷静に対処出来ている感じがする。しかし原因はわからない。ドスランポスを狩ったおかげかとも思ったが、あれはほとんどクルトアイズが仕留めただけで、キオは一撃も入れていない。

「自分が成長したから、と言って欲しいんだとしたらまだまだ甘いな。しかし、その感覚を大切にしろよ」

　クルトアイズは満足そうに笑っている。おそらく狙い通りに何かが進んでいるのだろう。しかし同時に確信する。クルトアイズはそれを素直には教えてくれない。

「お～し！　自分で答えを探してやる」

「そうだ、自分で考えるのは大事だぞ」

　などと気楽な事を言いながら、クルトアイズは焚き火の始末を始めた。
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　村に帰ると、キオは大きく伸びをした。

　いつもの事だが、どんな簡単なハンティングでもやはり村に帰ってくるとホッとする。しかしクルトアイズは全くいつも通りの様子だ。船から鉱石を詰め込んだ袋を取り出すと肩に担ぐ。中には様々な鉱石が一杯に詰め込まれているはずなのだが軽々とだ。ガンナーのくせに生なま半はん可かな剣士よりずっとタフだった。

「ほれほれ、こんなところでヘタってないで、さっさと行かないと日が暮れるぞ」

「ちょっとぐらい休ませてくれてもいいじゃんか」

「ったく、軟なん弱じやくクンだな～」

　言いながらもクルトアイズの視線に刺とげ々とげしいものはない。港から村の中心に続く階段を鼻歌交じりで上っていくクルトアイズを、キオは苦笑しながら追いかけた。

「どこに行くんだよ？」

　キオはほぼ何も持っていない状態だ。あまり遅れてもいられず、気を取り直してクルトアイズに追いつく。

「ん？　おばあちゃんの所だ」

「おばあちゃん？」

　キオが首を傾げると、クルトアイズは本気で驚いたように目を丸くした。

「お前、おばあちゃんを知らないのか？　ハンターのくせに？　こんな小さい村なのに？　というかお前、ちゃんと村の中に何があるか把握しているか？」

「把握？」

「ったく、お前ってやつは……」

　クルトアイズは空いている方の手で嘆なげかわしそうに顔を覆った。

「し、仕方ないじゃないかよ～」

「どこがだ。いいか、ハンターにとって街や村ってのはただ獲物を金に換かえるだけの場所じゃないんだよ。人が集まれば情報も集まる。狩りに必要な道具も手に入るし、武器や防具の手入れも必要だろうが。ハンターにとって、実際にモンスターと対たい峙じする時にはすでに狩りの半分が終わってるって言ってもいいぐらいなんだぞ」

　信じられねぇやつだ、という目で見られると、キオは「あははは……」と笑ってごまかすしか出来なかった。ジャンボ村はほぼ完全に寝に帰るだけの状態である。クルトアイズから狩りに出るのを禁止されている間ですら、村の外れで剣の練習をするかフテ寝をするかのどちらかだった。

「ちょうどいい、紹介しといてやる。いいか、おばあちゃんはな、人間には修得出来ないとまで言われていた竜りゆう人じん族ぞくの鍛冶技術を唯一身に付けた凄すごい人なんだぞ」

「おぉ！」

「何が『おぉ』だ、調子のいいやつめ。本当にわかってんのか？　一度は引退したらしいが、ハンターの間では有名な人なんだぞ」

「へぇ～」

　そんな凄い人がこんな田舎に、とキオは変なところで感心していた。

　クルトアイズが向かう方を見る。そう言われるとキオは改めて緊張を覚えた。こんな事を言うとクルトアイズからはまた調子がいいとかなんとか言われそうだが。

　竜人族の技術とは、どんなものなのだろうか。人間には修得出来ないという技術を身に付けた人物とはどんな存在なんだろうか。山のような巨体で、しかも筋骨隆々の山姥やまんばのような姿を想像した。

　

　村は西、南、北を水辺に囲まれている。河からの水が海水と混じる汽水域であり、ここから河を遡さかのぼる事も、このまま海へと出ていく事も出来る。そのおかげでこの村はゆくゆくは流通の基地になるかもしれないと注目されているらしい。

　キオ達が使っているのは海に近い南側の桟さん橋ばしで、そこから小さな坂を上がると村の中心に出られた。村人達の憩いこいの場でもある酒場があり、すぐ側にはキオ達が寝起きしている小屋がある。

　村の東側には、今は閉鎖されている坑こう道どうがある。その坑道がある小山に寄り添うようにして一つの建物があった。超高温の炎を扱う事から、安全のために斜面を利用して山肌に埋うずめるような形で炉ろが設けられている。外から見ただけでは他の掘っ建て小屋とほとんど変わらない、質素な趣おもむきだ。そこが今は一線を退いたが、かつては名人と言われた人物の工房である。

　工房は石を積んで作られた、二階建ての建物だった。一階はここで作った武器や防具を扱う店で、小柄なおばあさんが店番をしている。キオのハンターナイフはここで購入した物だ。

「おばあちゃん、こんちわ！」

　キオが元気に挨あい拶さつすると、おばあさんは穏おん和わな笑顔で「おや、こんにちは」と返してくれた。

　何な故ぜか、クルトアイズが「おや」という顔をしている。

「あ、そういやお前のナイフはここで買ったんだっけ。ああ、そうか、そうか」

　と今度は何やら一人で納得している。

「今日は何を探しているんだい？」

「ごめん、今日は買い物じゃないんだ。また今度買いに来るよ」

「はいよ」

　ばいばい、と手を振っていると、クルトアイズが口を挟む。

「ほれ、そこから上に登るぞ。二階が工房になってるから」

　店のわきに坂道が付いていた。人工的な道ではなく、元の山肌をそのまま使っているようだ。

「わかってるって」

　キオはもう一度おばあさんに手を振ると、先に行きかけていたクルトアイズを追って足を速める。二階は半ば吹きさらしになっていた。平らにならされた地面の上に、金属を鍛きたえる鉄かな床とこが置かれている。左手には煌こう々こうとした炎が炉の中で、まるで生き物のように燃えさかっていた。

　しかし人はいない。留守なのだろうか。がっかりした反面、少しだけホッとする。山姥が出てきたらどうしようか、クルトアイズには秘密だが少しばかりおっかないと思っていたりしたのだ。工房の奥には下に続く階段が付けられている。下の店舗と行き来出来るようになっているのだろう。

　すると、クルトアイズが肩から麻袋を降ろし、その階段の方に声をかけた。

「おばあちゃん！　ここにおいといたらいいか？」

「あいよ、すぐ行くからね！」

　すると下からさっきのおばあさんの声がして、足音を立てて階段を駆け上がってくる。

「ふぃ、年寄りにはこの上り下りがきつくてねぇ」

「ははは、そんなに焦あせらなくてもいいのに。それより、頼まれていた陽光石とマカライト鉱石を持ってきたぜ」

「おや、それは悪いね。これ、少ないけどとっといてくれ」

「いいって。それよりまた武器や防具の世話を頼むな」

「任しとくれ」

　おばあさんはそう言うと、自分の胸をどんと叩く。よく見れば、左腕は竜の鱗うろこを縫ぬいつけた耐熱用のミトンを身に着け、右手には年季の入った槌ハンマーを持っている。

「あれ？」

　クルトアイズは「おばあちゃん」と言っていた。そして目の前に「おばあちゃん」と言うに相応ふさわしい年齢のおばあさんがいる。唯一違和感があるとするなら、そこには人間には修得不能と言われた竜人族の技術を身に付けていそうな巨体の山姥ではなく、小柄なキオの力でさえひょいと抱えられそうなおばあさんがいるという点である。

「おや？」

　もう一度上から下まで見返しても、他をキョロキョロと見ても山姥などいない。クルトアイズを見ると、案の定ニヤニヤと笑いながらキオの様子を観察していた。

「こら、わ、笑うな！」

　指摘すると、

「別に俺は何も言ってないぞ～」

　などととぼける。つまりこの小柄なおばあさんが、クルトアイズが言っていた人間には修得出来ないはずの技術を身に付けた、すごい職人なのだ。それがキオには信じられなかった。鍛冶屋のおばあさんだけが訳がわからない様子で首を傾げている。

「ともかくおばあちゃん、こいつの剣を鍛えてやってくれないか？」

　それを聞いて、キオの耳がピクリと猫のように動いた。

　ハンターは自分の手持ちの武器や防具に様々な材料を加えて威力や効力を強化していく。買い換える事もあるが、基本的には強化していくのが一般的だった。

　そしてキオが食いついたのも、今、使っているのは片手剣のもっとも基本であるハンターナイフなのだが、これにある種の強化を施すと憧あこがれの双そう剣けんであるツインダガーになる。双剣を解禁してくれるなら、とっととガノカットラス改を返してくれればいいのだが、双剣を解禁してくれるだけでも大きな前進だ。

「じゃあ、こいつを強化して、ハンターカリンガにしてくれる？　材料は鉄鉱石でナイフの改にして、そこから更に鉄鉱石と大地の結晶だったな」

「おや兄さん、ガンナーなのに詳しいねぇ」

　身を乗り出したそのままバランスを崩して、キオは床に崩れ落ちた。

「おや、どったの？」

　クルトアイズは相変わらずわかり切っているはずなのにすっとぼけた。

「双剣っ。双剣！　双剣～～～っ!!!!!!」

「却きやつ下か」

「あうぅ～」

　わかっていたが双剣コールは即時却下だ。

「あ～、もう泣くな。ちゃんと理由があんだから」

「どんな理由だよ」

「それは秘密」

「むきぃ～」

「全ては俺様の気持ち一つよ、ククククク」

　腹いせに鼻水を付けてやろうかと考えたが、どうやってもクルトアイズが考えを翻ひるがえす事はない。仕方なく、キオは諦あきらめて腰から鞘さやごとハンターナイフを抜き、おばあさんに差し出す。

「こら、お願いします、は？」

　久しぶりにゴチン、とクルトアイズのげんこつが頭の上に落ちる。

「って～。背が伸びなくなったらどうするんだよ!?　……もう、じゃあおばあちゃん、お願いします」

「はいよ、頑張ってくれてるハンターさんのためだからね、あたしも腕を振るわせてもらうよ」

　そう言いながら受け取ると、にわかにおばあさんの表情が引き締まった。これまでの温厚な笑顔が一気に職人の顔になる。受け取ったハンターナイフをシャランと抜き放つ。間に合わせに過ぎないハンターナイフだが、それでも自分以外の人間に引き抜かれると、所有者としての権利を侵おかされたような、少しばかり複雑な気持ちになった。

　おばあさんはハンターナイフを隅すみ々ずみまで眺め、おもむろにその柄つかから、滑り止めのために巻いた布を剝がす。ひとまず鉄床に置くと、炉に向き合い、側に備えられた鞴ふいごを勢いよく押し始めた。炎の勢いを強くするため空気を送る道具だが、これが効率よく空気を送るために、かなり固い。おばあさんは体全体を使って押し引きを繰り返す。見る間に炎の勢いが強まり、その熱を受けておばあさんの額に汗が浮かんでいく。

　鉄床のわきに置いてあった道具類の中から、おばあさんの腕ほどもある大きな鉄やつ鋏とこを取り上げるとハンターナイフを挟んで炎の中に差し込んだ。

　炉の中には、真っ赤に灼熱した石炭が積み上げられており、剣は加工するためにまずこの中で限界ギリギリまで熱せられる。キオもクルトアイズも、その様子に無駄口一つ叩かず見入っていた。職人の、真剣勝負の場がここにある事が、おばあさんの一挙手一投足から気合いと共に伝わってくる。

　鞴ふいごの取っ手を引いて、押して、引いて、押して。おばあさんがカッと目を見開き、鉄やつ鋏とこで炉の入り口から剣を引きずり出す。

　それは、さっきまでと同じ物とは思えないほど真っ赤になっていた。色だけではなく、そこに鉄の「硬さ」が感じられない。今までの「形」を突き破り違う何かに変わろうとする、ちょうど鳥の雛ひなの孵ふ化かを目撃する時のように心がざわめいた。おばあさんは剣を鉄床に横たえ、その上に同じように熱しておいた鉄鉱石を素早く並べる。

「はぁ～～っ！」

　側から大きな槌を持ち上げると、おばあさんは体がよろめきそうになりながら振り上げ、体重を乗せて振り下ろした。それは的確にハンターナイフだった物を打ち伸ばす。小柄な老婆が振るっているとは思えないほどの勢いと安定感だった。

「ほあぁ～～～っ！」

　かけ声と共に打ち鍛えていく。剣の表面に並べられた鉄鉱石は、見る間に形を失い、剣身との境界を失い、一体化していく。もはやそれはキオの手に馴な染じんだハンターナイフではなかった。最初は単にすごいと思っていただけだが、徐々に心配になってくる。表面などデコボコで、すっかり剣としての形を失い、ただの鉄の棒となっていた。疑っているわけではないが、本当にちゃんと剣の形に戻るのだろうか。

　何度か打ち伸ばしていると、灼けて真っ赤になっていたそれは、徐々に暗くなり、元の鉄の黒さを取り戻す。おばあさんは槌を下ろすと再び鉄やつ鋏とこで鉄床の上の剣を炎の中へと突っ込む。

「……このまま見ていてくれてもいいけれど、ちょっとばかり時間がかかるよ」

「どのぐらい？」

「まあ、今夜は徹夜かね」

　キオが聞くが、おばあさんは炎から一瞬も目を離さず、こちらを全く見ないまま教えてくれた。にわかにだが、鍛冶屋の仕事というものにも興味がわいてくる。自分の剣がどうなっていくのかも知りたい。徹夜は辛つらいけれどこのまま見学させて貰おう、と思った瞬間、

「さて、俺達ゃ邪魔だ。……じゃあ、明日受け取りに来るから、よろしく頼むよ」

「はいよ！」

　やはりこちらを全く見ないまま、おばあさんは返事する。それを聞くと同時に、クルトアイズは残る気満々だったキオの、耳を摑つかんで引っ張る。

「痛いたたたた～。見学～」

「お前がいたら、五人分は邪魔になる。帰るぞ」

「俺、見学し～た～い～～」

　だだをこねていると、ゴチン、とゲンコツが降ってきた。そのまま荷物のように引っ張られていくのだった。




　翌朝、キオはクルトアイズより早く目覚め、あくびをかみ殺すクルトアイズをせき立てておばあさんの元を目指す。ちなみに、起きる順番は完全にいつもと逆である。

　貸家から出ると、わずかだがここまでハンマーを振るう音が聞こえてきた。

「ちゃんと出来てるかな」

「ったく、お子さまなヤツだな」

　クルトアイズは眠そうにあくびを連発する。クルトアイズが言う通り、心配は杞き憂ゆうだった。再び工房に着いた時、おばあさんはちょうど最後の工程を終え、余熱を取るために冷水に剣を浸すところだった。ブズブズと音を立て一瞬で水が沸ふつ騰とうする。

　おそらく徹夜で作業してくれていたのだろう、その顔には疲労の色が濃い。それでも表情は職人のまま、一いち分ぶの気の緩ゆるみもなかった。

　それが最後の工程だったのか、おばあさんは剣を水の中から引っ張り出すと、元通り柄に布を巻いて握りを作ってくれた。

「おや、早起きだねぇ」

　気楽にそう言う。

「ほら、出来たよ。まだ使っちゃだめだけど、握って具合を見てみるかい？」

「あ、うん。ありがとう」

　差し出されたそれを、キオは恐る恐る受け取る。よく冷水で冷やしたが、まだほんのりと温かい。受け取った剣は、これまでより大きいだけでなく、形も極端に変化している。ほぼ直線だったハンターナイフと比べ、ハンターカリンガは剣の先が獲物の方に向かって直角に近い角度で曲がっている。使い方は、引っかけて斬るように使うのだろうか。いずれにしても、慣れるまでしばらくかかるだろう。

「ほれ、しげしげと見てないで、おばあちゃんにちゃんと礼を言っとけ！」

「あ、ああ。おばあちゃんありがとう、大事に使うよ」

「はいよ、新しい材料が手に入ったらいつでもおいで」

「そうさせてもらうよ。そっちも、また何か入り用があったら遠慮なく言ってくれ」

「ああ、その時は頼むね」

　自分の仕事に満足そうに微笑ほほえむおばあちゃんは、もう元の穏和な顔に戻っていた。

「なあ。昨日、鉱石を採ってたのってこのため？」

「お前のためだけってわけじゃないがな。おばあちゃんから素材を持ってくるように頼まれてたんだよ」

　ハンターは正式に酒場で結んだ契約だけではなく、その際についでとして狩り場で採れる様々な素材を持ってくるように頼まれる。

「頼られるようになって初めて一人前のハンターって言えるんだ、覚えておけよ」

「うん」

「よし、明日からもガンガン狩りをこなすぞ。とりあえず、当面はお前の武装をなんとかしなきゃな。たく、防具にも少しは気をつかっとけってんだ。というか、お前は本当にチャンバラ以外には全く興味なかったんだな」

「悪いかよ」

「悪い」

「ぐ……」

　言い切られてしまう。それでも今日は、あまり悔くやしいとは思わなかった。
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　林の中を駆け抜ける。

　複雑な起伏のある地面。思わぬ場所にいきなり泥濘ぬかるみが待ちかまえている天然の罠。走るのは簡単ではない。

　足下ばかりを気にしていると、今度は頭上から垂れ下がった枝や蔦つたで顔を打つ。無理矢理走れば顔は傷だらけ、それまでにどこかで転んで脚を痛めるのがオチだろう。

　しかしキオは走れる。地面がどうなっているのか、全てを記憶しているわけではもちろんない。何となく「わかる」のだ。

　いくら厚く腐葉土が積もっていたとしても、その下で根が飛び出していたとしても、よく見ればかすかな違いが見て取れる。それを避ければ不可能ではない。遠くを見て常に視野全体を把握するようにすれば、不意な障害物にも対処出来る。

　全て、地道な散策のおかげだった。

　キノコを採るために何カ所も腐葉土をいじくり回している内に大体の厚みが理解出来た。はいつくばって探し回っている内に、どんなところが窪んでいるのか何となくわかるようになった。密林中を何度も繰り返し歩いてきた事が、知らぬ間にキオの体に密林の歩き方を身に付けさせていたのだ。

　ハンターは狩りだけじゃダメなんだと思い知らされる。これがクルトアイズの狙いだったのだろう。知らない間に思い通りになっていたとしたら、正直言って面白くない。しかし今は、自由に動けるのが楽しかった。

　タタンタタン、と飛び跳ね目の前を横切るケルビ。頭部に角を生やした草食動物だ。アプトノスより小型だが、人間を上回る俊しゆん敏びん性せいのため、捕らえるのは簡単ではない。

「このっ！」

　強化したハンターカリンガが空を切る。微妙に重心が違うのでまだ完全には馴染んでいない。しかしそのためばかりではなく、不規則な動きで狙いが定まらない。

　タタン、タタン。

　土を蹴り上げながら飛び跳ねる。単調なリズムのようで、突然立ち止まったり、立ち止まったかと思えばいきなりまた走り出す。

「タンタタン、タンタタン」

　ケルビのリズムを自分でも口ずさみながらキオは間合いを詰める。走り続けていられるなら追いつけないが、スタミナが切れるのだろう、定期的に立ち止まる。

「そこだっ！」

　前ならわからなかった事が、今はわかる。キオは狩りが楽しくて仕方がなかった。

「よし、これで最後だ」

　今回、正式な依頼とは別に、村長からケルビの角を五本持ってくるように頼まれていた。街の商人が欲しがっているらしい。クルトアイズが罠の準備を終えるまで、キオが代わりにケルビ狩りを任されていたのだ。

　手早く角を折り取り、腰から提げた麻袋に放り込んだ。

「クルトアイズの方の準備は……まあ、アイツの事だから終わってるか」

　キオは空を見上げる。最初に打ち合わせた時間はそろそろ終わろうとしていた。今、キオは密林の北東にある、平野部分で獲物がやってくるのを待っていた。

　獲物とは、ドスランポスの事である。

　どうやら今回のランポスの異常発生は、同時期にドスランポスが複数現れた事が原因だったようで、本来なら一匹狩ったらしばらくはリーダーの個体が発生しないものが、キオ達が村に帰ってすぐ、また密林でドスランポスの目撃情報がもたらされた。乗りかかった船なので、クルトアイズとキオは再び密林へと出向いたのだ。

「ガァァァ、ガァァァァ」

　カラスの鳴き声のような、不気味な声が響き渡る。血の臭いをかぎつけたのか、ドスランポスが平野の入り口に姿を現し、キオに狙いを定め駆けだしてきた。

「っと、狙い通りだぜ！」

　しかしキオは突っ込んではいかない。ドスランポスが近付くのを待ち、腰の道具入れポーチから拳こぶし大の丸い物体を取り出した。

「そら喰らえっ！」

　球体は中から短いヒモが出ている。それを思い切り引っ張ると、キオは走り寄ってくるドスランポスめがけて放り投げた。

　ぱん。

　小さな破裂音と同時に空に輝く太陽に倍する輝きが、地面の上で炸さく裂れつする。

「ギャァァァァッ！」

　キオは顔を庇かばったが、ドスランポスは意味もわからず無防備にその閃せん光こうを浴びて目を灼かれる。

「ギャァァァァッ！」

　あまりに激しい閃光に痛みすら感じるのだろう、ドスランポスは絶ぜつ叫きようを上げながら暴れ回る。キオはその隙すきにハンターカリンガを構え直し一気に距離を詰めた。

「そ～れっ！」

　目が眩くらんだドスランポスは、キオの接近にまるで気が付かない。そこでキオは、間合いを詰めると大きく振りかぶって第一撃をたたきつけた。

　しかし肩口に当たった刃は、ドスランポスの硬い鱗に弾はじかれ大きなダメージにならない。数枚の鱗を弾はじき飛ばしただけだ。

「ならもう一発！　――おわっ」

　攻撃したために距離と位置がわかったのだろう。ドスランポスはまだ見えないはずなのに、見当を付けていきなり嚙かみついてきた。

「うお、あっぶねぇ！」

　さすがは野生と言うべきか、その攻撃は危うく無防備に近付いていたキオの肩を食いちぎるところだった。

「ガァァァァ、グァァァァ」

　こちらを威い嚇かくするように、ドスランポスはうなり声を上げて姿勢を低くする。まだ視覚は回復していないはずだ。しかし正面から行けばまた同じ事の繰り返しになる。

「そうだ！」

　キオは素早く足下から適当な石ころを拾うと、ドスランポスめがけて投げつけた。それは、ドスランポスの頭にギリギリ当たらずその後方に落ちる。

「グァァァァ！」

　ドスランポスはその音に反応して、思った通り反転した。これがキオの狙いだ。ドスランポスはまんまと無防備な背中を見せている。

　キオは素早く距離を詰め、再びハンターカリンガを振るった。やはり致命傷にはならない。しかしドスランポスはいきなりキオが背後に現れ混乱したようだ。その隙に、キオは素早く連撃を繰り出す。

　再びキオの位置を把握したドスランポスが牙をむく。

「へん、こっちだよっ！」

　その時にはすでにキオは横に移動しており、ドスランポスの顎あごは空を食はむ。今度は無防備に伸ばされた長い首に向けカリンガを振り下ろした。

　この一撃にはさすがにたまらず、ドスランポスも脚力を活いかして距離をおいた。

「そろそろか……？」

　ドスランポスの視力も回復し始めた様子だった。しかも、閃せん光こう玉だまによるだまし討ちと、視覚を奪った隙に攻撃を加えたおかげですっかり怒り狂っている。鼻息は荒く、血走った目はもうキオしか見ていない。

「よぉ～しっ」

　そして、キオは転身した。つまり武器をしまって逃げ出した。

「ガァァァッ」

　もちろんそんな事でドスランポスは諦めたりしない。余計に怒りをかき立てたようで、自らが作った距離を一気に詰める。

「脚速ぇ～」

　キオも脚力には自信があったが、それでも歩幅が違うドスランポスは確実に距離を縮めてくる。

　平野の端から道が下っていた。北の浜辺に下りていく下り坂だ。そしてそここそが、クルトアイズとの打ち合わせのポイントだった。

「ほら、ついてこいよっ！」

　キオは一気に坂道を駆け下りる。

「ガァァァァ、ガァァァァ」

　すっかり頭に血が上ったドスランポスは、そんな事も知らずに突進してくる。しかし元々、周りを飛び回り、隙を突いて攻撃してくるタイプのモンスターだ。突進力で言えばブルファンゴにすらかなわない。それでは、今のキオは捕らえられなかった。

　キオは自慢の敏びん捷しよう性せいを活かし、一気に坂道を駆け下りる。すると浜辺に沿って茂る密林が見え始める。当然、ガンナーにとって木々や葉はやっかいな障害物だろう。だからこそ、予想通り林の中に入る前の、開けた場所にシビレ罠は仕掛けてあった。

「グァァァァァ、グァァァァァ、グァァァァァ」

　かかった瞬間、自分の失敗を悟さとったのだろう、ドスランポスは激しくうごめこうとした。しかしシビレがそれを許さない。

「でかしたキオ！」

　物陰から飛び出したクルトアイズは、すでにヘビィボウガンを構えていた。キオはすぐさまその射線上から身を引く。同時にクルトアイズは引き金を引き絞った。

　破裂音と共にドスランポスの頭部に命中する。その衝撃で、巨体がずれる。しかしやはりドスランポスの強きよう靭じんな皮膚には一撃で致命傷を与えるまでにはいかない。

「ガァァァァァ」

　しかしクルトアイズは顔色一つ変えず第二射、第三射、と全く同じ場所に着弾させる。恐るべき集中力だ。これがプロのガンナーというものなのだろうか。

　これで今回も無事にハンティング達成だ。キオは仕事の達成と、自分の役割を果たせた満足感を感じていた。もちろん、まだ気を抜くのは早いとはわかっていたのだが。

　と、突然クルトアイズが構えを解いてヘビィボウガンを畳む。キオが驚いて振り返ると、クルトアイズはニヤリと笑ってアゴをしゃくった。その笑顔が嫌みったらしく語っていた「手柄はお前に譲ってやるよ」と。

　素直に譲ってもらうのはしゃくに障さわったが、それでも初めての大型モンスターだ。嬉うれしくないはずはない。キオはハンターカリンガを構え直し一気に距離を詰めた。

「頭だ！　傷口を狙え」

　見れば、クルトアイズの狙撃で頭部の鱗が剝がれ、地肌がむき出しになっていた。

「言われなくてもわかってらい！」

　最後の最後まで負け惜しみを言い放ち、キオは渾こん身しんの一撃をドスランポスの側頭部へとたたき込んだ。確かな手応えと共に、ドスランポスの全身から力が抜け落ち、そのまま地面へと崩れ落ちた。

　青色の鱗を持った巨大な狩人は、今や虫の息となって大地に横たわっている。毎日この瞬間を思い描いた。どれだけ嬉しいのだろうと、夢にまで見たほどだ。しかし実際にそうなってみると不思議なもので、それほど嬉しくはなかった。

　一番大きな気持ちはホッとしたというものだった。凶暴なモンスターと向き合い、知らぬ間に恐怖していたのだろうか、硬くなっていた体から力が抜けていく。最初から憎しみを持っていたわけではないのだから、あとは少しばかりの憐れん憫びんが湧き上がっただけである。

「よくやったな。……早くとどめを刺してやれ。可か哀わい想そうだからと見ているのは、ただ苦痛を長引かせるだけなんだぞ」

「あ、うん。そうだね」

　キオは感かん慨がいに浸る間もなく、さっきとはまた違う渾身の力を込めてもう一度ハンターカリンガを振り下ろした。モンスターに対し、こんな感情を抱いたのは初めてだった。

「よくやったな。あれだけの動きが出来れば、まずは合格だ。それにしてもお前、初めて大型モンスターを狩ったんだろ。感想はどうだ？」

　自分の内心を見透かされたような気がしてドキリとした。

「あ、いや、感想って大してないよ。だってなんか、不ふ謹きん慎しんな気がするしさ」

　ぽりぽりと頰をかきながらそう呟つぶやくと、何故か頭の上からげんこつが落ちてきた。

「って～、何するんだよっ！　怒られるような事言ってねぇだろ!?」

　見るとクルトアイズは怒っているわけではなく、ニヤニヤと笑っていた。

「喜んでいいんだよ。これは、俺達が自分の手で勝ち取った正統な報酬なんだ。俺達は何かを犠牲にしなくちゃ生きていけない。だから狩る。狩って、そこから得る物を食べたり加工して使ったりする。確かに可哀想だと思うのも大事だ。しかしな、可哀想ばかりじゃ俺達の方が飢うえちまう」

「わかってるよ」

「いいや、わかってないな。罪ざい悪あく感かんとか感じてるだろう？　そこがわかってないんだよ。今日、ドスランポスを狩った肉や皮や骨が、別の誰かの命をつなぐんだ。それは必要な事だし、こいつに悪いと思うなら少しでも多くの物を分け合って役に立てるんだ。だから耐えるんじゃない、喜ぶんだ。申し訳ないと思ったり、後ろめたく感じたりするんじゃない。自分も喜んで、獲物にも感謝するんだ。それでいいんだよ」

　そう言って、クルトアイズは湖に向かって大きく「おっしゃ～っ！」と叫んでみせた。

「お前もやってみな」

　言われ、キオも腹の底から湖に向かって喜びの声を上げるのだった。
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　村の港に下りた瞬間、様子がいつもと違う事に、キオは気が付いた。

　港に人がいない。とはいっても、いつも納品の品を引き取りに来る村長や、大工の親おや方かたと釣り好きのおじさんぐらいしかいないのだが。

　改めて見渡してみて思う。まだまだ村には人が少ない。街への出荷が最さい盛せい期きになると、村総出でキノコの仕分けを行ったりもするが。これからどんどん人が集まり、家族で暮らす人達が出てくる。やがて子どもが生まれたりするだろう。今はまだ、他の街から人が集まっているだけのこの村だが、この先にもっと発展すれば本当の村になるはずだ。その手伝いが出来るかと思うと、誇らしい気持ちになる。「おっちゃん」に言われなければこなかっただろう。そうしてドンドルマで暮らしたままなら、こんな気持ちにもなれなかっただろう。そう思うと、少しだけこの修業に感謝してもいいような気がした。

「ほれ、ぼうっとしてるなよ。荷物を持って、酒場の方へ向かうんだ」

「酒場？　村長を待ってなくていいのかよ？」

「いいんだ、今日はな」

　ま～た何か企たくらんでるな、とキオは直感する。クルトアイズの思うがままに動かされるのは面白くないのだが、最近は、悔しいよりも何が待っているのかを楽しみにしている自分に気が付く。今日は何が待っているんだろうと不思議と笑みが漏もれてくる。

「へへへ」

「なに笑ってんだよ、気持ち悪ぃな～」

　二人は両手に今日の獲物を抱え、酒場に向かう階段を上っていく。

「そう言えば、今回はランポスの皮とか鱗とか、あんまり持って帰ってないな？　この前まであんなにいっぱい持って帰ってたのにさ」

　今回は、鉄鉱石が主な収穫だった。

「持って帰れる量には限りがあるからな。ランポスの鱗や皮はもう足りたんだよ」

「足りた？　誰かに頼まれてたっけ？」

「ああ、まあな」

　いつのまに頼まれたんだよ～、とキオは口を尖とがらせる。そうこうしている内に酒場が近付いてきた。

「あれ？」

　港に誰もいないと思ったら、みんな酒場に来ていた。村長や親方や、他にも村のほとんどの人間が集まってきているのではないだろうか。

「お、二人とも帰ってきたな」

　最初に気が付いたのは村長だった。酒場の長椅子から立ち上がって手を振る。

「首しゆ尾びはどうだい？」

　それに対してクルトアイズが頷うなずくと、何故かみんなが歓声を上げた。

「おめでと～」

　口々に祝われる。

「え？　何が？　何が？」

　村長がキオの手を取り酒場の中へと引っ張っていく。おめでとうと言われても、ドスランポスを退治したのは二回目だ。他に何か特別な事は、と考えて気が付いた。

「もしかして、俺？」

「そうだよ」

　村長は気楽に頷いた。

「このぶんなら卒業も近いかな？」

「あんまりおだてないでくれよ。まだまだ調子に乗ってもらっちゃ困るんだ」

「ははは、まあ今日ぐらいはいいじゃないか。キオくん、大型モンスター初退治おめでとう」

　ちょっとばかり、ジンときてしまってとっさには礼が言えなかった。

「ほらほら、これでこの村にも一人前のハンターが生まれたんだ。今日は派手に祝おうじゃないか」

　集まった村人達は「賛成！」と口々に叫んだ。

　

　酒場はにわかに宴会場となった。

　パティがカウンターの中で忙しく動き回っている。誰からともなく出来た料理を運び、酒を酌くみ交わす。キオとクルトアイズはカウンターの真ん中に席が用意され、入れ替わり立ち替わりみんながその元を訪れる。

「こら！　とうとう吾わが輩はいの所に顔を出さずじまいだったな～！」

　見るからに玄人くろうと好みの防具に身を包んだ男が酒臭い顔を近づけキオに愚ぐ痴ちをこぼした。

「へ？」

「お前、そう言えば教官の研修を無視して突っ走ってたらしいな」

　クルトアイズが笑いながら助け船を出す。その船に乗っかったのはキオではなくハンター教官の方だった。

「おお、クルトアイズ。お前はわかってくれるか！　吾輩、新しくやってきたハンターにこの周辺の情報を伝えるのだけを生き甲が斐いとしてやってきているのだ～」

　おろろ～んと泣きながらクルトアイズにしがみつく。相当酔っぱらっているらしい。さすがのクルトアイズも顔を引きつらせながら、しかし偉いもので避けずに受け止めてやっている。

「ハンター研修はいい！　まだ勝手がわかっていないハンター達が手探りで進んでいくあの緊張感！　そこに適度な障害を配置して導いていくこの使命感！　全てが吾輩の生き甲斐であったのだ～」

　だ～、と涙の滝を作りながら今度は再びキオに迫ってくる。

「ご、ごめんよ～」

　キオはただただ謝るばかりだ。ハンター教官だけではなく、ジャンボ村にはしっかりと挨拶した事のない人がまだ何人もいた。他の街からやってきた調合屋のじいさん、メラルー族から人間の世界に出稼ぎに来ている雑貨屋、ほとんどは商売や流通関係の人間ばかりだが、キオは最初につまずいて以来、村を寝に帰るだけの場所にしていた。成果が出せないせいで顔を会わせづらかったからだが、こんなに祝ってくれるなら、もっとちゃんと挨拶をして回ればよかったと今さらながらにそう思う。

「おや、もう始まってるのかい？」

　鍛冶屋のおばあちゃんが遅れてやってきた。何やら大きな包みを背負っている。

「ちゃんとごちそうは残しといたよ」

「そうかい。そりゃありがとうね」

「頼んでいた物は出来たかい？」

「ああ、バッチリさね」

　おばあちゃんが、年に似合わない可愛らしい仕し草ぐさでパチリと片目を閉じ応える。

「よっし、キオ。おばあちゃんから包みを受け取って、開けてみな」

「え？　俺？」

　おばあちゃんが風ふ呂ろ敷しきに包まれた何かの荷物をキオに差し出す。それはずっしりと重く、中では硬い何かがこすれるような音がしていた。すると、飲んで食べて騒いでいた村人達が一斉にこちらに注目する。

　みんなに見守られ、ちょっとばかり緊張しながら、キオは今まで自分が座っていた椅子の上におばあちゃんから渡された包みを置き、その結び目を解ほどいていく。

「あ！」

　中には、まだ作りたての防具セットが入っていた。

「ランポスセット！」

　メイル、アーム、フォールド、グリーヴが丁寧に納められていた。

「これ、ひょっとして、最近ランポスの皮とか鱗を集めまくってたのって……？」

「ああ、そろそろチェーンシリーズじゃ辛くなってくるだろう？　防具も一人前の物を揃えてやらねぇとな」

「あ、ありがとう！　俺、すっげぇ嬉しい」

　正直に言えば、最初はこんな小さな村なんてつまらないと思っていた。もっと大きな街で、多くのハンター達と競いながら存分に腕を振るってみたいと思っていた。だがこうやって、人々に囲まれて活躍するのは、思った以上に充実を感じた。

　だからこそ、自分でも驚くほど素直に礼を言っていた。クルトアイズはくすぐったそうに視線を逸そらし、いいって事よ、とぶっきらぼうに応える。

「キオくん、それを着て今後もこの村のために頑張ってくれよ」

「ああ、俺、モンスターを狩って狩って狩りまくって、この村を大きくするよ！」

「あはははは、こりゃ、オイラも負けてられないな。まあ、キオくんも無事に片手剣に転向してくれたし、これでひと安心だね」

「え……？」

　突然の事で、驚いた声は二人には届かなかったようだ。

「俺から見ればまだまだだがな」

「ははは、まあそう言うなって。我が村の貴重なハンターなんだからさ」

　二人はキオを放置したまま、勝手に話を続けている。

「ちょっと……」

「ん？」

　キオの呼びかけに、ようやくクルトアイズが気付いた。

「俺、片手剣に転向って……」

　あくまで、双剣を使いこなすための練習台のつもりだった。それが双剣を捨てて、片手剣に転向するなど聞いていない。

　するとクルトアイズは珍しく言いにくそうに、しかし口を開いた。

「お前に、言っておかないといけない事がある。……お前には、双剣は無理だ」

　何だって!?　と普段ならケンカ腰で立ち上がるだろう。しかしクルトアイズのあまりに真剣な眼差しに気け圧おされ何も言えなくなっていた。

　あるいは、これまでの、全く意味はないと思っていた事にも全て意味があった実績がキオを黙らせたのかもしれない。

「俺は、お前のコーチ役を引き受けてから色々と聞いて回った。色々聞けたが、特に気になったのは、お前、狩りに失敗して一歩間違えれば大怪け我がを負うような目に遭あっても、ケロッとして同じような失敗を繰り返してたらしいな？」

「う、それは、そうだけど。でも――」

　言い訳しようとするキオを、クルトアイズは遮った。

「お前は、双剣使いが最初に犯す間違いに面白いほどはまりこんでたんだよ」

「間違い？」

「最近、お前は周りがよく見えるようになったって言ってたな？　大型モンスターは初めてでも、通常体は何度も狩っていたんだろう？　それがドスランポスと向かい合った時にはまるで新人みたいな反応してた」

「あ、う、でもそれが……」

「お前、モンスターと出会ったらすぐに鬼き人じん化かしてたんだろう？　鬼人化は、体中の瞬発力を高め、体力と引き替えに攻撃力を増す双剣使いの奥おう義ぎだ。これを使いこなさなきゃ、双剣を使う意味はない。だが反面、鬼人化中は興奮状態になって冷静な判断が出来ない。特に乱らん舞ぶ中などは、自分でも自分をコントロール出来なくなっちまう。この興奮状態が、お前から恐怖心を奪ってた。恐怖心がないから無防備に突っ込むし、負けても恐いと思わないから向上心が起こらない。結果、『あれは何かの間違いだ』とかなんとか反省もせずに突っ込んで同じ失敗を繰り返す」

「だ、だったらこれからは気を付ければ……」

　力ない反論をクルトアイズはあっさり切って捨てる。

「最大の問題は、お前の狩りのスタイルにある。周りの人達から伝え聞いた父親のスタイルを真似ているんだろう。だが、聞いた限り普通の人間がそれをそのまま真似るのは無理だ。よほどお前の父親は単純な意味で強かったのだろう。普通の人間は、大型モンスターを狩るのに単身で突っ込んでいったりしない。様々な罠や策を練り、複数で狩るんだ」

「そ、そうだよ、父ちゃんは強かったから」

「そうだ。それは認めてもいい。誇ってもいい。しかしそれと同じ事がお前に出来るかと言えば、おそらく不可能だ」

「そんな……」

　それは、キオも全く考えなかったわけではない。何も言えなくなったキオに、クルトアイズは更に続けた。

「全部が思い通りにいくはずはない。お前は今、選ばなきゃいけないんだ。このまま無む謀ぼうな狩りを続けるのか、それとも父親の跡あとを継ぐために確実にハンターになれる道を選ぶのか。無謀な事を続けるなら俺はもう降りる。意味はないからな」

　歯に衣きぬ着せぬ言葉に、村長がフォローを入れる。

「その点、片手剣は盾たても持てるから安全だ。慣れるまでは大変だろうけれど、オイラ達も出来る事は援助させて貰うよ」

　その目はキオが頑張ってくれる事を信じ切っていた。キオは視線を下に向ける。そこにはクルトアイズ達がプレゼントしてくれたランポスセットがあった。キオに内緒で用意された物。考えてみれば、村に来て、何の成果も挙げられなかったキオを村長は見捨てずにいてくれた。

　村を見ればわかる。この村はハンターを必要としている。しかしまだまだ未開の地には危険が多く、都会のハンター達は色々理由を付けてやってきてはくれないだろう。だがハンターがいなければ、モンスター達の数が多すぎて人間が住む余地が生まれない。逆に凶暴なモンスターが人間の集落を襲ったなどという例も聞く。だからハンターは、こういった未開の村にこそ必要なのだ。何より、キオはハンターにならなければならなかった。

　キオはそっと辺りを見回してみた。村人達は、無む邪じや気きに騒いでいる。この人達が、いつかモンスターに襲われるかもしれない。そう考えると、キオは最初の頃のように無責任に、クルトアイズに食ってかかる事は出来なかった。

「うん、俺、がんばるよ……」

　自分に期待してくれている、みんなの気持ちを考えると、驚くほど自然にその返事が口から出てくる。もう少し片手剣で狩りを続けてみようと思った。
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　翌日から、キオはランポスシリーズに身を包み、密林を駆け回った。

　防りが堅くなった事で安心してモンスターに接近する事が出来るようになり、ハンターカリンガは日に日にキオの手に馴染むようになっていた。

　狩りも順調に進み、回復薬やクルトアイズの弾丸を用意するために、また同時に村長からの依頼でドンドルマの街の商人から注文があったマカライト鉱石を採掘するためにキノコ採取を挟んだが、その直後には密林の奥地に生息する巨大猿・ババコンガの討伐を達成する。

　順調に、着々と、狩りは進んだ。村が必要とする素材を集めながら、大型モンスターを狩るための回復薬や弾丸、罠や砥石などを準備する。同時に標的となるモンスターの生態について情報を集め、その動きを把握する。

　用意が出来たら、速やかに狩り場に出発する。キオが前衛を、クルトアイズが離れた場所からの援護を担当し、罠を交えながら追い詰める。これまではどうにか自分が単独で突っ込んでいけないかを考えていたためにわからなかったが、積極的に学ぼうという気持ちになってはじめて理解出来た。クルトアイズの言う通りにやると、狩りに驚くほどの安定感が出る。目が覚めるような思いだった。

　狩りの内容も高度になり、二度目のババコンガ討伐ではとうとう捕獲に成功した。生きたまま、ババコンガを村に連れ帰ったのだ。生きたままの大型モンスターは高値で取り引きされる。ほとんどはドンドルマのような大きな街に運ばれ、モンスターの生態研究に役立てられていた。モンスターの生態が解明されれば、それだけ被害が減る。つまりそれは一つの村に収まらず、周辺地域全体の利益につながるという事なのだ。

　村長は、キオ達が持ち帰った物資を使って他の街や村の商人と取り引きする。金きん銭せんだけではなく情報もやりとりされ、キオにとって次の舞台となる砂漠への道も開かれた。クルトアイズは砂漠で狩りをした事があるらしい。ただ、このジャンボ村から安全に砂漠に向かうルートがなかったため、これまでは足がかりがなかったのだ。

　それがようやく、確立した。

　密林の状況も、キオ達の活躍のためか、大型モンスターは数を減らし村人達の危険も少なくなった。寒冷期も中盤にさしかかった頃、いよいよ二人は砂漠へと乗り出す事になった。そんな時、密林での依頼が一つ舞い込んできたのだ。

　

　キオはただひたすら待っていた。場所は、密林の北側にある浜辺。水辺が近くにあるせいか、寒冷期の今はかなり肌寒い。

「早く来い……」

　そう呟きながら、茂みの中でハンターカリンガを抜きその感触を確かめる。切れ味は最高だ。回復薬も持てるだけ持っている。空腹も疲れも問題はない。ただ気温の低さは地味だがかなり大敵だ。寒冷期とはいえ、温暖な密林だから動いていれば問題はないのだろう。しかしじっとしていると体温が徐々に奪われていくのを感じた。だが今回の敵は待ちの作戦がもっとも有効であるのは疑いなかった。一度接敵すれば、あとは状況も変わる。

　バサ、バサ、バサ、バサ。

　温暖期に比べれば色の淡い空だった。

　早く来い、と何度念じたか、ようやくその空に黒い影が飛来した。空を飛ぶモンスター。それが今回の標的だった。

　その大きな翼つばさをはためかせ、風を地面にたたきつけながら、高度を徐々に落としていく。鳥とは違い、その飛行距離は決して長くはないらしい。赤い巨きよ軀くの節々には発達した筋肉が張り巡らされている。あれは筋肉と言うより天然の鎧よろいだ。そしてその筋肉に支えられた翼は、鳥の羽とは違いコウモリのような皮ひ膜まくで覆われている。頭部には大きく開かれた耳と、人間程度ならひと飲みに出来そうな巨大な嘴くちばしがついていた。

　イャンクックと呼ばれるモンスターだ。

　ただのモンスターではない。空を飛ぶ大型モンスターは、総じて「飛ひ竜りゆう」と呼ばれる。名前だけではなく、その力でも他とは一線を画す強力なモンスターだ。

　大昔より、この大陸の食物連鎖の頂点に君くん臨りんしてきた主であり、その繁殖力がもう少し高ければ、人間は今日の繁栄を手に出来なかっただろうとまで言われてきた。その恐るべき存在が、密林に迷い込んできた。キオとクルトアイズは、砂漠へと足を延ばす前になんとしてでも退治するか、それが無理ならせめてこれを追い払おうと考えたのだ。

　イャンクックが地面に降り立つ。話には聞いていたが、その巨体は圧倒的な威圧感を放っている。ドスランポスの何倍あるのだろう。キオは一瞬だけ、ぽかんと口を開いたまま見入ってしまった。特に目が不気味だ。哺ほ乳にゆう類るいとは違い、無表情で感情が読めない。

「って、惚ほうけてちゃダメだ！」

　我に返って慌てて飛び出した。左手は、盾ではなくある道具を手にしている。

「クァクァクァクァクァ～～～ッ！」

　キオの存在に気が付いたイャンクックは、地面に足を着けたまま翼をばたつかせ奇声を上げる。しかしこの声がどんな感情を表すためのものなのか、やはりキオにはわからなかった。

「どわっ！」

　飛竜が、いきなりこっちに向かって走り出した。













　キオは慌てて横っ飛びに避ける。巨体が地響きを立てて横を突っ切った。ごうと風ごと巻き込む勢いでだ。イャンクックはそのままの勢いで地面へと身を投げ出す。灌かん木ぼくや草をなぎ倒し、地面を滑っていく。頑丈な皮膚がなせる業わざだろう。しかしあんな攻撃に巻き込まれたら人間などひとたまりもない。改めてキオは背筋が冷えた。

　しかも動きが早い。キオが立ち上がって体勢を立て直すのと、イャンクックのそれはほぼ同時に終わった。これでは道具を使う暇ひまがない。しかも灌木を地面になぎ倒したというのに体には傷一つ負っていなかった。考えなければ、一撃や二撃ではろくにダメージが与えられないかもしれない。

　ドガ。

　高台からの狙撃がイャンクックの側頭部に命中する。しかし飛竜は一瞬動きを止めただけで、さしたるダメージを受けた様子はなかった。

　それでも隙は隙だ。

　キオは左手に握っていた小さな球を、思い切りイャンクックに向けて投げつけた。放物線を描いたそれは、狙いを違たがわずイャンクックの胸に命中する。脆もろい外がい郭かくが割れ、キオの放った球は中身をぶちまけイャンクックの体にへばりついた。途端に、周囲に強烈な匂いが放たれる。

「ガァガァガァガァッ！」

　イャンクックも鼻が利くのだろうか、その途端に激しく体を暴れさせ、そして炎をまき散らす。

「うひゃぁ！」

　炎の球はキオの前髪をかすめ、外れる。

「ま、ま、前髪焦こげたぁっ！」

　飛竜は他のモンスターとは違い、爪や嘴の他に炎や毒といった「ブレス」を放つための器官を持っている。他に類を見ない強靭な肉体だからこそ、特殊な物質を体内で生成しても平気なのだろう。だがそれは、相対するハンターにとってこの上なく恐ろしい攻撃となった。

「ガァガァガァガァッ！」

　イャンクックの怒りは更に高まり、狙いもつけず炎を乱れ放ちながらキオに向かって再び突進してくる。

「ひぇっ！」

　反撃する事になど考えが回らない。この状態では逃げ回るのが精一杯だ。あまりに激しく動き回るせいか、クルトアイズの狙撃も止まっている。そんな非力な挑戦者達を、蹴散らすに値しないと判断したのか、数回の攻防ののちイャンクックはおもむろに大空に向かって飛び去った。残されたのは、巨体が暴れ回った密林の惨状だけである。

「ぷはぁ～、あんなモンを狩るのか」

　思わず放心して座り込むキオに、クルトアイズが駆け寄ってくる。

「怪我はないか？」

「うん、俺は無事。森林破壊は進んだけどな」

　それだけ軽口がたたけりゃ充分だと、クルトアイズはヘビィボウガンを畳む。

「でも、あんな化け物本当に討伐出来るのか？」

　そう言うキオに、クルトアイズはポンポンと自分のボウガンを叩いてみせた。

「これはイャンクック砲だ」

「ほぇ？」

　見れば、確かにヘビィボウガンのボディに使われている覆いは、さっき見たイャンクックと同じ色をしていた。――というか、クルトアイズの防具はクックＳシリーズだ。

「イャンクックを狩った事あるんだ!?」

「まぁな」

　珍しく、クルトアイズも得意げだ。

「とは言っても、俺一人じゃない。他に三人集めて、四人で狩った」

　もちろんその時はお前と違ってもっと腕利きばかりだったけどな、とクルトアイズはニヤニヤ笑いながら嫌みを言う。いつもなら「なにをぉっ」と即座に言い返すキオだったが、実際に口を開きかけ不意に怒りがしぼんでしまった。

「おいおい、どうしたんだよ。やっぱりどこか怪我したのか？」

「いや、違うよ。ただ、結局一撃もダメージを与えられずに逃げられてしまって、こんなんで狩りが成功するのかなって」

「あれでいいんだ」

「へ？」

「匂いはたどれるな？」

「ああ、もちろん」

　さっきキオが投げたのはペイントボールだ。中に粘ねん着ちやく性せいの高い葉と、とてつもなく強烈な匂いを発する実を詰めた道具で、主に狩り場で獲物を見失うのを防ぐ役目をする。匂いをたどれば少々離れていても逃げた方角がわかるというものだ。そのせいで、先ほどのように匂い付けされたモンスターの怒りを買う事もあるのだが。

「それでいい。遭遇と同時に一気に勝負を付けられるモンスターなんてたかが知れてる。ほとんどのモンスターはこうやってペイントボールを当てて、次に尻尾や角のように特に攻撃力の強い場所を破壊し、徐々に状況を有利にして、そうしてどうにか討伐できるような状況に持っていって初めて決着を付けるんだ」

　理屈ではわかるが、なんだかまどろっこしい。そんな気持ちが表情に出たのか、クルトアイズは苦笑を浮かべる。

「贅ぜい沢たくなヤツだ。だがな、勝ち方にこだわるなんざ、一〇年早い」

「ちぇ」

　キオなら鼻をひくつかせて匂いを追うところだが、さすがにクルトアイズは表面上エレガントに匂いをたどっていく。キオは小さく舌打ちをするが、大人しくその後に続いた。
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　クルトアイズの弾丸が、イャンクックの耳を貫いた。

「クゥクゥクゥク、クワァッ！」

　イャンクックは激げつ高こうして辺り構わず炎をまき散らす。側にいたモスが、巻き込まれて一瞬で炎上した。

「ピギィッ」

　熱が突風のように吹き荒れる。

「このやろうっ！」

　キオは熱風の渦うずを突っ切りながらイャンクックに肉にく薄はくする。間合いに入り、ハンターカリンガを一いつ閃せんした。しかし硬い皮膚はあっさりとハンターカリンガの刃を弾く。

「くっ」

「バカ、距離を取れ！」

　背後から来るクルトアイズの怒ど声せいに、キオは慌てて後ずさる。イャンクックと視線が交こう錯さくした。来る、とハンターの勘が告げると同時にキオめがけてまっすぐ顎が押し寄せた。やばい、と眼前を両腕で庇う。しかしそこは即座にクルトアイズが援護し、嘴に弾丸を直接命中させ攻撃をそらした。

「まだだ、焦あせるんじゃないっ！　もっと弱らせてからだ。お前は牽けん制せいだけしてりゃいい！」

「でも……」

　狩りの現場で口論している暇などない。現場の指揮権がクルトアイズにあるのは明らかだ。キオは言葉を飲み込んでクルトアイズの指示に従った。

　クルトアイズは事前に、モンスターにもクセがあると言った。

　まずは積極的に打って出るのではなく、それを見極めるように命じられていた。目の前で、キオの一〇人分はあるかという巨体が暴れ回る。木の幹ほどもありそうな尻尾が、唸うなりを上げて目の前をかすめる。どうにか避けても全身から冷や汗がどっとわいて出た。

　脚が震えそうになるのを必死でこらえ、懸命に冷静さを保ちながら、とにかく襲いかかってくる一撃一撃を避けた。それを何度か繰り返すと、徐々にだが、クルトアイズが言っていたものが見えてきた。

　間合いに踏み込むと、イャンクックは最初のように突進する。

　これをどうにかかわす。この時、体勢を崩してはならない。巨体は急には止められない。だからその背後が隙だらけになるのだ。無人の地面を駆け抜け、そうして停止するために地面に身を投げ出す。巻き込まれれば恐ろしい攻撃だが、よける事さえ出来れば一転してこれが大きな好機となる。

　キオはイャンクックの暴走を後ろから追いかけ、そうして止まった瞬間背後から斬りつける。致命傷など負わせられない。しかし何度か繰り返していると、それでもダメージの蓄積で弱ってくる。

　巨体を持った生物には、どれにも共通する弱点がある。それは巨大だという事だ。攻撃力は増すが、同時に大きな隙をも生む。キオは冷静に逃げ回りながら、小さな攻撃を放つ。人間の胴回りほどもある筋張った脚は、一撃ではびくともしないが、根気強く、集中力を途切れさせず攻撃を続ける。

　根気比べに負けたのはイャンクックだった。ぶわっ、と舞い上がり、距離を置く。しかし双方が離れた瞬間、今度はクルトアイズの正確無比な狙撃が待っているのだ。

「クァクァクァクァクァ～～～～ッ」

　大したダメージを与えた様子はない。しかしバランスを崩したイャンクックは呆あつ気けなく地面に墜落する。だが怒りを更に膨ふくらませ、それはすぐに起きあがった。狙撃も、地面にたたきつけられてもダメージはない。信じられないほどの頑丈さだ。これが飛竜という生物なのだろうか。これまで周りの人間が飛竜の事を「恐ろしい」と言っていても、キオはただモンスターが飛んでいるだけだとしか感じていなかった。それが大きな間違いなのだとやっとわかった。

「キオ！」

　クルトアイズが合図を出す。キオは予め指示された通り動いた。立ち上がったイャンクックの前に立ちはだかる。キオの姿を見つけたイャンクックは狙撃したクルトアイズの存在などあっという間に忘れて突進してくる。これをまたかわす。だが先ほどまでとは違い、キオは無防備な背中を追いかけてはいかなかった。

　ちらりと後ろにいるクルトアイズの位置を確認し、自分とイャンクックとの位置関係を調節する。その時には、すでに地面に身を投げ出し突進を止めたイャンクックは立ち上がり、キオに向き直っていた。

「クァクァクァクァクァ～～～～ッ」

　地面に生える木々をなぎ倒しても、相変わらず平然と立ち上がりキオに向かって再び突進する。

　ずんずんずんずん、と地響きを立てて迫り来る巨大な影を、キオはギリギリまで引きつけた。これまでより更に我慢する。意志の力で逃げ出そうとする足を抑えつけまだ待った。

　巨体の影が、キオの体にさしかかる。

　そこまで引きつけてやっと横っ飛びに避けた。体勢を崩さずに避ける事など不可能だ。このタイミングでは先ほどまでの、無防備な背中を追って斬りつけるという戦法は使えない。だがもちろん、これは予定通りなのだ。

　急いで立ち上がり、イャンクックの姿を探す。それはすぐ近くにいた。すぐ近くで、立ったまま激しく痙けい攣れんし微動だにしない。いや、出来ない。

　キオがギリギリまで逃げなかったのは、イャンクックの動きをズレさせないためだ。急停止は出来ない。しかしそれでも余裕を持って逃げれば進路はズレる。キオのすぐ後ろにクルトアイズが仕掛けたシビレ罠を踏ませるために、間一髪のタイミングまで耐えなければならなかったのだ。

「いまだ！」

　クルトアイズはそう叫びながら自らもイャンクック砲を構え連射する。キオもハンターカリンガを引き抜き攻撃に加わった。麻ま痺ひしている間は、反撃を気にせず攻撃に集中できる。あまりに硬い相手には、こうして小さな攻撃を積み重ねるしかない。

　斬って斬って斬りまくる。

　息は止めたままだ。全身の筋肉が悲鳴を上げ、肺が熱くなるが息をすれば力が抜ける。今は攻撃が最優先だ。

「もう効果が切れる！　そろそろ間合いを取れ！」

　クルトアイズの声に頷き返してキオは数歩退く。「はぁ～」とようやく呼吸を再開した。酸さん欠けつで、頭の奥がキンキンと疼うずいた。だが動けないほどではない。まだ力は残っている。ほぼ同時に、イャンクックの足下に仕掛けていた円盤型のシビレ罠が弾け巨体が自由を取り戻した。

「クァクァクァクァクァ～～～」

　イャンクックがキオに向かって嘴を伸ばす。しかし届かない。もはや冷静に間合いを計る事が出来ないほど頭に血が上っているのだろう。反対側に回り込んだクルトアイズが無防備に突き出した頭部を狙撃し、その怒りに油を注ぐ。まとわりつくうるさい小虫を振り払うため、イャンクックはその場で回転し尻尾を振るった。こんな物に痛打されれば一撃で気を失いかねない。しかしもう最初ほど恐怖は感じなかった。コツさえ摑つかめば避けながら攻撃する事は充分可能だ。

　これが、ハンターが蓄積してきた狩りの知識なのだろう。もしキオがクルトアイズと出会わないままイャンクックと出会っていたら、きっとここまでやりあえはしなかったはずだ。それだけは素直に認める事が出来た。

　クルトアイズはイャンクックの注意がキオに向いた途端に頭や嘴を狙って狙撃する。キオは、今度は狙撃で注意がクルトアイズに向いたところで尻尾に斬りつける。飛竜からすれば小虫のような存在の二人に、イャンクックは完全に翻ほん弄ろうされつつあった。

　とうとう我慢出来なくなり、イャンクックはけたたましい鳴き声を上げると、再び空高く舞い上がった。クルトアイズが狙い撃つが間に合わない。今度こそイャンクックはしつこい追撃者から逃げ去ってしまった。

「よし、よくやった。耳が利かなくなればバランス感覚は狂うし、いくらかダメージも与えた。そろそろ追い込むぞ」

　クルトアイズは興奮気味にそう言い残すと、次のポイントに移動する。キオは、慌ててその後を追った。
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　次にクルトアイズが指示したのは、島を貫く洞窟の一つだ。以前、ドスランポスを狩るために潜り込んだものの隣にある、比較的小さな洞窟だ。

「こんな所に何の用があるんだよ？」

　キオはクルトアイズに尋たずねる。イャンクックの位置は、少し前からわからなくなっていた。ペイントボールの匂いが薄れてしまってキオの鼻では感じられないからだ。しかしクルトアイズは静かにしろと制するだけで何も教えてくれない。だがその必要はなかった。洞窟の中に入ると、小さな広場になっている。それは隣の洞窟にもあったような亀き裂れつが天井に開いており、大きく開いた割れ目から青々と晴れ渡る空が見えた。そうしてそこから差し込む陽光に、イャンクックの巨体が浮かび上がっている。

　それは眠っていた。

「物音を立てるなよ」

　クルトアイズは声を低くして注意した。キオは言葉には出さず神しん妙みように頷いてみせる。

　翼を畳み丸くなったイャンクックは無心に眠っていた。これが噂うわさに聞く大型モンスターの眠りなのだろう。重傷を負った大型モンスターは、眠る事で傷を回復する事が出来ると言われている。それも並外れて強い生命力を持つからこそ可能な芸当なのだろう。

　クルトアイズは次の罠を仕掛け始める。このような重大な局面で手伝えるほどキオはまだうまくない。仕方なくイャンクックを見張る役を任されていた。

　深く眠っているようだった。よく見れば、キオとクルトアイズの攻撃は、弾かれていながらも確実にイャンクックの体に痕こん跡せきを刻み込んでいる。扇形の耳は無惨に傷つき、翼の付け根はキオがハンターカリンガをたたきつけたせいで、鱗が何枚も剝がれ血が滲にじんでいた。

「何してるんだ!?」

　小さな叱しつ責せきが飛ぶ。我に返ってみれば、クルトアイズはとっくに罠を仕掛け終わった後だった。叱責すると同時にキオの腕を引っ張って出口へと近付く。だが洞窟から出るわけではない。クルトアイズが足を止めたのは洞窟を出る手前。そうしておもむろにイャンクック砲を取り出し、眠っているイャンクックに向かって無造作に引き金を引き絞った。

　着弾と同時にイャンクックの巨体が跳ね起きる。人間とは違い、起きると同時に体が戦闘状態になるのか、すぐさまキオとクルトアイズの姿を見つけ吠ほえる。

　その絶叫が、洞窟の壁をビリビリと震わせた。

「くるぞ！」

　クルトアイズが合図すると同時にイャンクックは駆けだす。だが二人が警戒しているのは、遠距離からの火炎ブレスだけだった。一直線にこちらめがけて突き進んでくるこの突進は、クルトアイズにとって計画通りの行動でしかない。

　次の瞬間、洞窟の床に仕掛けられた罠が発動し、イャンクックの脚を搦からめ捕る。そうしてその巨体が胸の部分まで一気に地中に飲み込まれた。強い強度と粘着性を持ったネットを組み込んだ、落とし穴だ。これにかかればどんな大型モンスターでもしばらく身動きが取れなくなる。

「念のためにこいつも喰らっとけ！」

　そう言ってクルトアイズが放り投げた閃せん光こう弾だんがイャンクックの目を灼やく。

「クァ～～～ッ」

　がっちりとネットに搦め捕られ自由を奪われたまま、視覚まで奪われたイャンクックは激しく身もだえる。怒りか、恐怖かはわからない。必死で抗あらがうイャンクックに、クルトアイズはすぐさまヘビィボウガンを構え狙撃する。キオもその攻撃に加わった。

　動きは激しい。さっきまでのクセも消えている。無我夢中なのだ。だがいくら不規則な動きでも脚が動かず、見えずでは、突くべき隙はいくらでも見つけだせた。

　背後に回り込み、翼の付け根にハンターカリンガを振り下ろす。キオの位置を悟ったイャンクックが弾かれたように首を後ろに振って嚙み付いてこようとする。だが、キオはとっくに別の場所に移動していた。

　クルトアイズもより確実にダメージを与えるため、距離を詰め、鱗の薄そうな場所をめがけ連射している。

「クァ～～～～」

　目が見えず、細かく移動を繰り返して加える攻撃に、とうとうイャンクックはどこに反撃していいかわからなくなったのだろう。パクパクと口を開閉し、鳴き声を上げるだけで反撃がやんだ。もうひと息だ。

　もう落とし穴のネットは粘着力を失っているはずだ。あといくらもしない内に眩んでいた目も回復するだろう。しかしイャンクックはもう、瀕ひん死しの状態だった。その体を拘こう束そくする物はなくなっているはずなのに、立ち上がろうとしない。ただ、うめき声を上げながら、地面に伏している。

　もはや、とどめを刺すだけ。

　だが瀕死のイャンクックの姿を見て、キオの手は止まっていた。クルトアイズの攻撃も、撃ち尽くした弾だん倉そうに新たな弾丸を込めるために止まっていた。切れ味が落ちたわけではない。油断したわけでもない。気が付いたのだ。

「どうした!?　まだ獲物は仕留めちゃいないんだぞ！」

　クルトアイズの叱責に、キオはとうとう構えすら解いて棒立ちになってしまった。

「キオ！」

「俺、ハンターになりさえすればいいと思っていた……」

　力ない呟きに、目の前のクルトアイズの表情が怪け訝げんに染まる。

「でも、違うんだ。これ、違う」

「なんだと……？」

「俺、俺はモンスターをあんな、いたぶって、徐々に弱らせて苦しめて、そうして何が何でも殺すって、そんなのは違う。狩りは人間とモンスターの勝負だから、父ちゃんは、死んだ父ちゃんはそう言ってたから」

　そう言った途端、クルトアイズの眉が跳ね上がった。

「何が勝負だっ！　人間が正面からモンスターに勝てるか！」

　普通ならこれで終わりだ。ハンターとして遙はるかに力量が上のクルトアイズの言葉を覆くつがえす事は出来なかった。しかし黙る事も出来ない。

「父ちゃんは、モンスターとの真剣勝負だって言ってた。負けるとしたら、それは弱いからだって！　負けるようならもう一度自分を鍛え直して再挑戦するんだって。そうしたら勝っても負けても気持ちよく立ち向かえるんだって」

「きれい事を言うな！　負ければ死んでしまう事だってあるんだぞ!?」

「でも、父ちゃんはそんな事しなかった。俺は、父ちゃんにならないといけない。父ちゃん、俺を助けて死んだんだ。二人とも流行はやり病やまいで、でもその薬は狩り場に行かないとなくて、父ちゃんだけならじっとしてたら平気なはずなのに、俺が、放っておいたら俺が死ぬからって」

　クルトアイズの表情が怒りから困惑へと変じた。同時に、視界の外でうずくまっていたはずのイャンクックが、いきなり立ち上がった。どこにそれほどの力が残っていたのだろうという勢いで、それは再び羽ばたき始めた。

「くそ、まだ動けたのか!?」

　クルトアイズは弾を込め終わっていない。動けるのはキオだけだが、キオは動かなかった。そうして、残る全ての力を振り絞ったイャンクックは、二人の手を逃れ、岩の割れ目から空へと逃れていった。

　羽音が聞こえなくなった後、二人以外、何者もいなくなった洞窟に気まずい沈黙が流れる。

「キオ！」

　クルトアイズの叱責を、キオは真正面から受け止めた。気が付いてしまったのだ、クルトアイズの教えてくれた事は確かに正しかった。しかしキオが目指しているものにとっては間違っていたのだ。

　痛みと怒りにのたうつイャンクックを見てそれがわかった。このままいけばイャンクックを、飛竜を狩れただろう。しかしそれでは、父親と同じにはなれないのだ。

　キオはその事に気が付いてしまった。
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　足を一歩踏み出す。

　ただ歩くだけ。

　しかしその一歩を踏み出すたびに、足がくるぶしまで地面に沈み込んでしまうとなると体力の消耗は桁けた外はずれに激しくなる。しかも長い時間歩き続けなければならないとなればなおさらだ。

　気温もこれまでに味わった事がないほど高い。人の体温を軽く超える高温では、ただ息を吸うだけで肺が灼やけそうになる。日差しは、直接浴びれば肌を突き破るのではないかというほど強烈だ。また昼夜の温度の変化も激しい。昼の高温に比べ、日が沈めば瞬またたく間に気温は下がり、夜ともなれば放置した水筒の中で水が凍り付くほどに冷える。

　これが砂漠の厳しさの、ごく一端だった。

「はぁはぁはぁはぁ……」

　キオはもう何度目かになるというのに一向に砂漠を歩くコツが摑つかめなかった。この厳しい世界で生き抜くための、足がかりすら摑めない。しばらく動くだけで瞬く間に体力を消耗し動けなくなる。砂漠に来てまだ通常体のモンスターともほとんど出会った事がなかった。

　それに比べ今も先を歩いているクルトアイズは、同じ状況で、重いヘビィボウガンを持ち歩いているのに疲れた様子など微み塵じんも見せはしない。キオとしてはモチベーションに原因があると言いたい。先日の、密林でのイャンクック戦以来、これからどうしていいか全くわからなくなってしまった。そんな集中力を欠いた状態では、密林での狩りであってもまともに動けはしないだろう。

　いまだに二人はコンビを解消していなかった。どうしてかはわからない。これまでの「何となく嫌いや」というわがままではなく、正面からクルトアイズの方針についていけないと言い切ってしまったのだ。なのに何な故ぜか、クルトアイズはあの件に関してひと言も触れなかった。それどころか、あれ以来連日のように砂漠へと出かけている。

「なあ、あいつらどこに行ったんだよ……」

　今回は二人ではなかった。ジャンボ村にも新しいハンターがやってきており、不慣れな彼らのために、今回に限り四人での狩りになっていた。だが砂漠に来てすぐ、キオとクルトアイズは彼らと別行動を取っていた。これでは何の助言も出来ないだろうに。

　クルトアイズは無視したまま先に進む。

「お、おい、ちょっと休ませてくれよ！」

　どこまでも同じ景色が延々と続く。地平線まで一面が焼けた砂で覆われた世界。いくら進んでも進んだ実感が全くないせいで余計に疲れてしまう。果てがどこにあるか、どこまで歩けばいいか、どのぐらい進んだのか、全くわからない。

「クーラードリンクは飲んでるのか？　それなら死にはしない。時間は限られているんだ、急ぐぞ」

　砂漠に出るハンター必ひつ携けいの、冷却効果のある飲料水だ。渇かわきと熱ねつ射しや病びようを防いでくれる。ただそれを飲んだとしても、暑さが気にならなくなるわけではない。

　いつもならさらに文句を言うところだが、今日はもう出てこなかった。疲れ果てている事もあるが、結局、文句を言えるのも相手を信用しているからなのだ。キオの中で、急速にクルトアイズへの距離というか、遠慮のようなものが生まれ始めていた。

「気を付けろ」

　クルトアイズが声を低くする。キオも姿勢を正して気を引き締めた。熱せられた砂地の表面は、陽かげ炎ろうで歪ゆがんで遠くがハッキリとは見えない。しかしそれでも目を凝らせば、砂と同じ体色をした何者かが遠くで複数うごめいているのが見えた。

「ゲネポスだ」

　ランポスと同じ走そう竜りゆう下目に属するモンスターだ。同じグループに属するだけあって両者はよく似ており、ランポスに比べゲネポスは前足の爪がやや短く、ランポスの頭頂部にある真っ赤なトサカがない。その代わりに二本の牙きばが鋭く発達している。体色以外での外見上の違いはその程度だ。ただその脅きよう威いはランポスよりも大きく、ゲネポスは発達した牙から麻ま痺ひ性せいの毒を出す事が出来る。毒自体では命を失う事はないものの、麻痺させられ身動きが取れなくなる時間がわずかでもできるのは、狩り場のハンターにとって命取りとなるのは明らかだ。

　クルトアイズは何も言わず、いきなり駆け出した。いつもなら前衛をキオに任せ、自分は指示を出す事が多かったのに。

　そう、まともに狩りをしていない理由は他にもある。クルトアイズがどういうわけか手伝わせてくれないのだ。砂漠中キオを引きずり回し、そうしてモンスターが現れれば指示も出さず自分一人で狩ってしまう。キオが手を出そうとすれば無言で睨にらんで引き下がらせる。小回りの利かないヘビィボウガンを使っているのに、クルトアイズはそれでも危なげなく獲物を仕留めてしまう。

「なかなか見つからないものだな……」

　今回もそうだった。キオの前であっさりとゲネポス達を倒し、クルトアイズは使える素材を剝ぎ取りながらそう呟つぶやいた。ゲネポスの牙からは、捕獲などでよく使われる麻痺性の道具が作れるため重宝される素材の一つだ。

　今回の依頼は、ゲネポス達のリーダー格の個体であるドスゲネポスである。もう何度か砂漠に来ているのだが、なかなか見つからない。密林とは違い視界は極めて広いが、それ以上に砂漠という場所が広大で、狙いの標的とはいまだに遭遇しづらい。

「なぁ、さっきアプケロスの群れを狩った事だし、一度帰らないか？」

　しかしクルトアイズは無言で歩き出す。最近はこうだ。怒る事すらしてくれない。もうキオに関心はないのだろうか。別に仲良しになりたいわけではないが、こうも反応が乏とぼしいのはやはり寂しい。

　仕方なく、キオはクルトアイズの後を追った。向かう先にあるのは北にある岩山だ。砂漠の海にぽつんと浮かぶようにして、岩山がある。

　岩山を貫くように洞窟が口を開いていた。迷わずクルトアイズはその中に入っていく。暑さから解放される、とキオも急いでその後を追った。しかし日光が遮さえぎられた途端、急に気温が下がる。涼しいどころか肌寒いほどだ。

「う～。寒いぃ」

「もう少しで外に出る。文句ばかり言うな」

　クルトアイズの言葉通り、洞窟は長くは続かなかった。向かう先からすぐに光が見えてくる。途中でさらに奥に向かう横穴があったが、とりあえず今は無視をして出口を目指した。

　そこは岩山の上にあるちょっとした広場だ。砂も薄く積もってはいるが、そのすぐ下には岩盤があるため足下もしっかりしている。岩山が太陽を遮ってくれているためか気温も過ごしやすい高さだった。

「ここなら文句はあるまい」

　情けないが全くその通りである。

　岩場にも、ゲネポス達はたむろしていた。その数は六。さすがのクルトアイズも一人では対応しきれないだろうと、キオはハンターカリンガを引き抜く。

　しかしキオの動きを待たずしてクルトアイズは先に動いた。

「あ、ちょっと――」

　キオが止めるより早く、クルトアイズは近くにいたゲネポスに無造作に接近する。その無防備な動きに、ゲネポスの方が戸惑いを見せた。一瞬、動きが止まる。その瞬間、クルトアイズは背中からイャンクック砲を取り出し射撃態勢を取る。その時には、砲口のすぐ先にゲネポスの顎あごが捉えられていた。

　地響きのような銃声が響き、頭を吹き飛ばされたゲネポスが力なく崩れ落ちる。

　それはまるで開戦の合図のようだった。残る五匹のゲネポス達が一斉にクルトアイズの存在に気付き身構える。

「こっちだ！」

　クルトアイズは再びイャンクック砲を畳んで走る。その先にあるのは狭い岩棚だ。あれなら一斉に襲われる事はない。射程というものが存在する武器にだけ許された戦法だ。

　しかしゲネポス達も、集団で狩りをする肉食竜ならではの知恵があった。クルトアイズを追っているのがいつの間にか五匹から四匹に減っている。残る一匹はクルトアイズの進行方向に先回りし岩陰から飛び出した。いくらクルトアイズでも、立ち止まってイャンクック砲を構える余裕などない。たとえそれが出来たとしても、次は背後から迫ってくるゲネポス四匹が飛びかかる。

　助けなきゃ。

　キオが走り出そうとしたところへ、

「動くなっ！」

　助けが要いらないはずがない。しかしキオはその声で金縛りにあったように足が動かなくなった。うわ、と口が動くが声は出ない。クルトアイズは怯ひるまなかった。慌てた様子すら見せない。彼は冷静に一瞬だけ足を止め、愛用のイャンクック砲ではなく、腰から小さなナイフを取り出し目の前のゲネポスめがけ投げつけた。

　あんな小さなナイフではどれほどの威力もない、そう思ったキオの目の前で、ゲネポスの体が激しく痙けい攣れんする。クルトアイズは再び走り出した。すぐ側を通っても、ゲネポスは虚こ空くうを見つめたまま微動だにしない。

　そうしてクルトアイズは狙い通り小高い岩棚の上へと無事登り上がる。

「ガァ～ガァ～！」

　四匹の鳥竜が悔くやしげに鳴く。岩棚の上に登ったクルトアイズは冷静にイャンクック砲を再び構える。食らいつく寸前で獲物に逃げられたゲネポス達は怒り狂い、逃げる事も忘れて武器を構えるクルトアイズの足下に殺到した。

　クルトアイズは適当な一匹を選んでその眉み間けんに砲口を向ける。

　――ドゴン。

　――ドゴン。

　二匹減り、ようやくゲネポス達はいつの間にか自分達の立場が狩人から獲物に格下げされていたのを悟さとったようだった。慌てて距離を置き、悔しそうにひと鳴きするとそのまま逃げ去ってしまう。クルトアイズはこれに構わず空から薬やつ莢きようを排出し、同時に腰のベルトから予備の弾丸を取り出すと薬室にセットする。素早く銃身を戻しコッキングレバーを引くと、いまだに痙攣している最後のゲネポスにとどめを刺す。イャンクック砲を畳み、高台から飛び降りると、おもむろに剝ぎ取りを始めた。

　キオはその一部始終を、ただ突っ立って見ていただけだった。

　剝ぎ取りを終えたクルトアイズが戻ってくる。キオはどう声をかけていいかわからなかった。

「……一度、夜に来てみた方がいいか。無駄な時間は省はぶきたいんだがな」

　独り言のように言う。だがキオはそれをきっかけにした。

「ど、どうやったんだよ、あれ」

　会話として成立していないが、クルトアイズは腰からさっき投げたのと同じナイフを取り出した。

「マヒダケを煮込んで、その煮汁を煮詰めた物を塗ったんだ。あの程度の大きさの獲物なら、即効で麻痺させる事が出来る。ハンターなら、補助的な道具類にも通じておけ」

「あ、う、うん」

「やはり一度戻った方がいいか……」

　しかしそこに、一際大きな鳴き声が轟とどろいた。上だ。反射的に振り仰げば、岩山の上からキオ達を見下ろす、一際大きな体を持ったゲネポスがいた。左右の目の上に飛び出した二つの硬そうなヒレ。より大きく発達した牙。間違いなくドスゲネポスだ。

「グァグァ」

　地面に折り重なるようにして倒れた同族の亡なき骸がらを見て、声を低くして咽のどを鳴らす。













「いいな、手は出すなよ」

「で、でも」

「命令したからな」

　クルトアイズは静かにそう言いおくと、ドスゲネポスに向き直った。しかし同時にドスゲネポスも岩山の上から跳ちよう躍やくする。巨体が空を舞い、地響きを立ててキオ達から少し離れた地面に降り立った。

「ちっ」

　一つ舌打ちをし、クルトアイズは一度構えたイャンクック砲を畳む。そして「陰に隠れていろ」とばかりキオを軽く突き飛ばすと走り出した。

　あたりには大小の岩が隆起しており、人間ならば身を隠す場所に不自由はしない。クルトアイズが目指したのもそんな岩陰の一つだった。しかし隠れてばかりでは、今度はモンスターを見失い思わぬ所から攻撃される怖れがある。理想は、自分の姿はさらさず、そうして時折顔を出して相手の位置は常に把握する事だ。

　キオは言われた通りに別の物陰に隠れながらも、今度こそ何かあったら飛び出せるようにハンターカリンガを抜きはなった。

　ドスゲネポスは「グルグル」と咽を鳴らしながら、徐々にクルトアイズの隠れた岩陰を目指してゆっくりと、しかしまっすぐに近付いていく。その様を見ただけで、怒りの強さが滲み出ていた。

　別の物陰に移っただろうかと思って見るが、クルトアイズはその場でしゃがみ込んだままだった。

「何やってんだ、早く逃げないと……」

　クルトアイズは動かない。動かず、腰のベルトから閃光玉を取り出し上に放り投げる。絶妙なコントロールをつけられたそれは、クルトアイズが身を隠す岩を飛び越え、まるで目が付いているかのようにドスゲネポスの目の前に落下する。

「うわっ」

　キオは両腕で慌てて目を庇った直後、閃光玉が破裂して激しい光をまき散らした。

「グギャァァッ！」

　ドスゲネポスの悲鳴が上がる。腕をどけると、ちょうどクルトアイズが岩陰から飛び出すところだった。

「キオ、ついてこい！」

　攻撃に転じるのかと思ったが、クルトアイズはせっかく出会えた獲物を前に意外にも逃げを選んだ。

　岩場から出ると、すぐにまた砂漠の海が広がっていた。二人は転がり落ちるようにして飛び出す。しかし砂漠に出たら今度は隠れる所などない。しかも相手は不安定な足場などものともしない鳥竜だ。これではかえって不利にならないだろうか。

　キオが疑問を挟む暇などなかった。早くも目眩ましから回復したドスゲネポスが獲物が逃げ出した事を悟り、素早く追いかけてくる。その速度はドスランポスの比ではない。

「やばい、来る、来るよっ！」

「わかってるから黙ってろ！　……こっちだ」

　何を思ったのか、クルトアイズはいきなり方向を変えた。だとしても逃げ込むような洞窟はなく、岩陰も今から隠れたところでドスゲネポスから丸見えだ。

「でも……」

「いいから走れっ！」

　言われるがまま必死で走る。追いつかれたら終わりだ。しかし走れと言ったクルトアイズ自身が、突然足を止めて振り返った。

「ちょ、ちょっと！」

　キオもたまらず止まり振り返る。そこには、すでにイャンクック砲を構えたクルトアイズとシビレ罠にかかって身動き出来なくなっているドスゲネポスの姿があった。

「どうして……」

　呆然とするキオの側にある岩陰から、突然人影が飛び出した。

「あ、あんた達」

　若い男と女。それぞれ大たい剣けんとガンランスを携えドスゲネポスに飛びかかる。

　彼らがジャンボ村から同行してきたハンターだ。てっきり別行動をしていたと思っていたのに、どうやったかはわからないが、クルトアイズと示し合わせて別行動を取っていたらしい。

「ガァァァァァァァ！」

　苦しげな悲鳴に我に返った。

　動けないドスゲネポスに、男が巨大な剣をたたきつける。見ただけでもわかる、すさまじい腕力の持ち主だ。一方の女も、決して軽くはないだろうガンランスを携たずさえながらも機敏に動く。瞬く間に距離を詰め、胴に切っ先を押し当て柄にあるスイッチを押した。

　その途端、先端から青白く激しい炎が吐き出される。あれは、ガンランス独特の竜りゆう撃げき砲ほうという攻撃だ。飛竜が火炎のブレスを吐く仕組みを研究して作られたという、擬ぎ似じ的てきなブレス。飛竜と全く同じとまではいかないだろうが、それでも鉄板に穴を穿うがつぐらいは簡単にやってのける威力があるという。その攻撃が、動けないドスゲネポスにたたきつけられる。硬い鱗が弾け飛び、肉が焦こげる臭いがあたりに流れた。

　そしてクルトアイズ。素早くドスゲネポスの額ひたいに狙いを定めた。

「終わりだ」

　弾倉が空になるまで、イャンクック砲はドスゲネポスに向かって咆ほう吼こうを上げ続ける。それが収まった後にはもう、ドスゲネポスに自力で立ち続ける力は残っていなかった。キオは、ただ立ちつくして呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　あまりに鮮やかな決着だった。しかし脳のう裏りに浮かんだ言葉は、賞賛の言葉ではなく「……違う」という否定の言葉だった。

　小さな声だったというのに、クルトアイズはそれを聞き逃さずゆっくりと振り返った。

「違うよ。こんなの、俺が目指してるのは父ちゃんみたいなハンターだから、こんなのは違うんだ。だから、だから言ったじゃないか、もう一緒に狩りは出来ないって！」

　しかしクルトアイズは小さくため息をついただけだった。

「やれやれ、またそれか……」

　クルトアイズはそれ以上何も言わずイャンクック砲を畳む。

「……言いたい事はそれだけか？　俺には村長との契約がある。やっかいな事に、俺はお前に狩りを仕込まなければならない」

　近付いてきたクルトアイズは、キオの胸ぐらを摑む。

「お前がまじめにやろうとさぼろうと、もうどうでもいい。だがな、期間中は大人しく一緒に狩りに出て貰う。力ずくでもだ！」

　これまでにないほど気迫のこもった眼で睨まれ、キオはひと言も口を利けなくなった。

「それが嫌ならハンターなんぞ辞めちまえ」

「だ、誰が辞めるか！　辞めるもんか！　でもあんたと一緒じゃ、ダメなんだ」

「俺のやり方じゃダメか？　結構な事だ。だがお前のやり方とやらでは、そこいらの大型モンスター一匹狩る事すらできないじゃないか。ましてや飛竜に至っては、エサがわざわざ顎の中に飛び込んでくるのに等しい。それはこれまででわかっただろう」

　それがわからないほどのバカなのか、という目でクルトアイズはキオを見る。認めるのは体の血が沸ふつ騰とうするかと思うほど悔しかった。しかし実力が足りないのは、明らかだ。

「そんなハンターに、どれほどの価値があると言うんだ？」

　何か根拠のある反論は、村に帰るまでついに一つも出てこなかった。
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　砂漠を出てイカダで海を一日行くとジャンボ村に着く。

　クルトアイズは無口だ。密林を探索していた頃は、帰りのイカダの中で会話もあったが、今はない。新顔二人も自分達で喋しやべっているだけで、キオに話しかけようとはしなかった。息苦しい時間を乗り越えて、キオはジャンボ村に戻ってきた。

　村の港には村長がいた。出迎えてくれたのかと思ったがそうではないらしい。見慣れない、商人風の装いをした男が二人、何やら村長と言葉を交わしている。ただ、イカダに気付くと「おっ」というふうに手を大きく振ってくれた。

　ゆっくりとイカダが船着き場に近付き、こつんと岸にぶつかる。放っておくとすぐに流されるので、キオは地面に下りると舫もやい綱づなを結んでイカダを固定した。

「お帰り。ごくろうさんごくろうさん！」

　いつもハイテンションな村長が更に興奮気味の様子で近付いてきて、キオの肩をバンバン叩く。クルトアイズはその歓かん待たいから逃れるためか、ちゃっかりとキオを挟む位置に退避していた。

「ど、どうしたの？」

　キオが恐る恐る聞く。村長の目は爛らん々らんと輝き、昼間から酒でも飲んでいるのではないだろうかというほど興奮していた。

「聞いてよ二人とも～。常々計画してきた村の拡張が、実現しそうなんだよ！」

「村の拡張!?」

「そう！　まず酒場周辺から手を付け始める。酒場に水車を付けようって話になってるんだよ。これでおいしいパンが食べられるようになるよ～。村のみんなの家も、こんなテントじゃなくてちゃんと建てられるようになるし、最終的にはドンドルマみたいに村中を石畳で覆って、雨の後でも足下が汚れないようにするんだ。そうそう、新しい商売人達も呼べるし、流通する商品だって増える！　キオくんも、何か必要な物があったら言ってくれよ」

　なるほど、キオにもやっと理由がわかった。村を愛してやまない村長らしい理由である。一緒にいる商人らしい二人は、街の設計士か何かだろうか。こちらに向かって会え釈しやくしてくるのでキオは慌てて「こ、こんちわ」と慣れない挨拶を返す。

「それよりクルトアイズくん、首しゆ尾びはどうだった？」

　期待を込めた村長の視線に、クルトアイズは小さく頷うなずき、乗ってきたイカダに戻って納品用の赤い道具箱を取り出した。

「これに入ってる。注文通り、サボテンの花が入ってる。あとドスゲネポスの皮と鱗も入れておいた。欲しがってるヤツがいただろう。村長から渡しておいてくれないか？」

「ああ、任せておいてよ。でも助かったよ。おかげで契約成立だ」

　何の事だろうと思っていると、村長は道具箱から花を取り出して商人風の男に渡している。男はしばらく花をしげしげと見つめた後、大きく頷いて村長と握手を交わした。その隣でもう一人の男が、背負い袋から何やら高価な細工を施された箱を取り出し、花を大切そうにしまい込んだ。

　時々こういう事がある。その場に行くと当たり前のように咲いている花が、都会に行くととんでもなく貴重だったりする。つまり彼らは他のいくつかの物資と引き替えに村に何らかの技術か資材かを提供する約束をしていたのだろう。そのおかげで村が発展すると村長が喜んでいるのだ。

「キオくんもありがとう！　頑張ってくれたね～」

「あ、いや、俺は……」

　しかし有う頂ちよう天てんになっている村長はキオの声など聞いていない。商人風の男の肩を親しげに抱きながら酒場の方へと案内していく。祝杯をあげようとでもいうのだろうか。

　キオは疎そ外がい感かんで一杯だった。ただ引っ張っていかれただけだ。目的も知らず、活躍もしていない。キオはハンターとして、この村に何一つ寄与していない。村を大きくするのはクルトアイズの働きだ。

　自分だけが何もしていない。

　砂漠に同行した二人のように、これからは他のハンター達もやってくるだろう。そうやって、周囲が自分と関係なく動いていく。

　口先だけで、理想だなんだと語っても、何の役にも立っていないのだ。感謝など、平然と受け取れる心境ではなかった。




　　　　　３




　酒場のテーブルに、木のカップが置かれる。

「どうも」

　クルトアイズは小さく目礼し、出されたカップに手を伸ばす。

　夜も更ふけ、村人達は寝静まっていた。いつも遅くまで酒場で働き回っているパティも、さすがにもう自分の家に戻っていた。

　そんな無人の酒場で、クルトアイズは村長とハンター教官の三人で静かに飲んでいた。

「お疲れさん。すまないね、余計に二人も面倒見させちゃって」

「構わんさ。こっちも手駒に使わせて貰ってる」

「いや、おかげでいい刺激になったみたいだね。男の方の新人くんは、さっそくキオくんにライバル心を持ってるみたいだからね」

「ああ、そういえばそんな事を言ってたな」

「偉い！　これぞ青春！」

　暑苦しいセリフを吐くハンター教官に、村長は苦笑しながら話を先に進めた。

「君らのおかげで、少しずつ街のハンター達もここに興味を持ち始めたみたいだ。ハンター用の貸家をまた増やさなきゃならんね」

　村長は笑顔を隠さない。嬉しい悲鳴、という事だろう。

「……それで肝かん心じんのキオくんの様子はどうかな」

「やっかいな状態だ。困り果てていたところさ」

　苦笑混じりの告白に、村長は小さく肩をすくめた。

「最近、派手にやっているのはそのためかい？」

「やっぱり今日のドスゲネポスの皮は使い物にならなかったか？」

「まあね、何せ胴体に大穴があいてたから。まあ今日のところは牙と鱗だけでも充分だよ」

　それよりキオくんの事だよ、と村長は意地悪く水を向けてくる。

「俺は、口で懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやるような趣味はない。第一、それでは上うわっ面つらで理解した気になっているだけで、本当に理解してるわけではない」

「それにはオイラも同意見だけど、まだまだ君も若いね～」

「はは、気楽に言ってくれるよ」

　クルトアイズ自身、これほど本格的な師し弟てい関係になるとは考えていなかった。すでに、最初に言っていた「さわりの部分だけ」だという約束はとっくにうやむやになっている。それで平然としている村長に文句は言われたくないが、クルトアイズ自身このままにしてはおけないと思っていた。

「ぬおぉ～。吾わが輩はいが現役を引退していなければこんな事には！　吾輩の熱い魂たましいを少年に伝える事が出来たなら～～！」

　苦悩している熱血教官は放置して、クルトアイズはカップの酒を一口飲んだ。

「あいつは自分の理想と現実との間で悩んでる。誰でも一度は経験があるだろう。しかしアイツが背負っているものは普通のヤツのそれより、少しだけ重いらしい」

「まあ、単純に名声を得て喜んだり、金を儲もうけて喜ぶタイプじゃない感じだね」

「理想通りのハンターになれないなら、さっさと見切りを付けて現実と向き合えばいいものを」

　軽くため息混じりで呟くと、

「しかし！　そういう人より大きな障害を乗り越えた人間は、より大きな力を得るのである！　吾輩の経験上間違いない！」

「そう、うまくいくかどうか」

　否定的な物言いをしながらも、クルトアイズ自身も同意見だった。あの葛藤が、キオを他の人間より強くしてくれるのではないだろうか。亡き父親を思いやる優しさと責任感、それがいつかキオの力となるだろう。あくまで乗り越えられればだが。

「先に聞いておきたいんだが、村長はアイツを見限る気は全くないって事か？」

　資質があったとしても、今のままでは危なっかしい事に変わりはない。頭のいい人間なら、さっさと見捨ててしまうだろう。徐々にだが、この村に興味を持つハンターが出始めている。キオでなくとも、あの二人のハンターがいれば村は栄えるだろう。

「まあね、人間ならそうかもしれないけれど、オイラは竜りゆう人じん族ぞくだからね」

「フ、その上、人間の村を作ろうとする変わり者だものな」

「あっはっはっは、そうそう」

　クルトアイズの軽口に村長は大笑いする。

「それに、あの子はいいね。何か可能性を感じさせる子だ」

「そんなもんかい？」

　村長もクルトアイズと同じものを感じているのだろうか。

「いずれにしろ、あいつが自分の中の問題と向き合わずに逃げて、中途半端な状態で狩りに出続ける事が一番まずいな。迷って無理をして、命を落とすのがオチだ」

　厳しいねぇ、と村長は自分の杯を口元に運ぶ。

「……俺はそれほど器用じゃない。俺に出来るのは、俺が持っている技能を全てアイツに見せてやる事ぐらいだ」

　ハンターの唯一の財産が「技アート」だと、クルトアイズは考えていた。単純な剣技や射撃術ではなく、様々な状況に対処し、多種多様なモンスターに対抗するための幅広い知識。金でも名声でもなく、それこそがハンターの財産だ。

「あとは知らん。命が惜しければ引退すればいい」

「それはいかん！　若者は、健全に導いてやらねばならんのだ！」

　ハンター教官らしい、熱血発言にクルトアイズは苦笑した。苦笑をしたが、その暑苦しさは嫌いではない。

「まあ、どっちでもいいさ。俺は死なれちゃ寝覚めが悪いだけだからな」

　クルトアイズが言うと、村長はニヤニヤと笑いながら「本当にそうかい？」などと聞いてくる。

「オイラはまた、キオくんには、あんたも感じるものがあるからこんなに面倒見がいいのかと思っていたんだがね。引退するか立ち直るか。突き付けてる選択肢は同じだけれど、願わくば立ち直って欲しい、そんな親心を感じるんだけどねぇ」

「はは、そいつはとんだ買いかぶりだ。俺は期限が切れたらきっぱり手を引くよ。面倒はゴメンだ。あとはあんたらが何とかしてくれ。あと、しばらくアイツには余計な事は何も教えない。何の目的で何を狩るのかとか、どういう理由でどの素材が必要なのかとか。ただ引っ張り回してたたき込むだけだ。あんた達も余計な事は言うなよ」

　そう言いながら立ち上がる。

「引き留めて悪かったね。お疲れさん～」

「若者を導くのは先せん達だつの責任だ、わかってるなクルトアイズ～！」

　クルトアイズは振り返らないまま軽く手を上げ立ち去った。
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　クルトアイズが村長と話があるとかで、次の日の狩りは休みになった。

　夜が明け、村は拡張の噂うわさで持ちきりになっていた。家でゴロゴロしていると、村人達が口々に礼を言いに訪れてくる。堪たまらず外に飛び出すと賞賛の数が倍になる。キオの手柄ではないのだ。いたたまれなかった。

　人の姿を避けてうろついていると、酒場に出てしまった。活気づいているおかげか、昼間から酒場でくだを巻いている人間はいない。キオは渇きを覚えて何か飲ませて貰おうと酒場に向かった。

「あら、キオ」

　パティはいつも通り元気よくキオを出迎えてくれた。

「聞いたわよ～」

　またか、と身構えるが、パティは他の村人達と違い人の悪い笑みを浮かべている。

「役に立ってないのに褒ほめられて、居心地悪いんでしょ？」

　皮肉にも、評価してくれないパティに危なくすがりつきそうになった。

「他の人達は知らないけど、あたしの情報網をなめてもらっちゃ困るわよ」

　驚くキオに満足してパティは得意げに胸を反らす。

「でもどうするのよ？　このままクルトアイズさんにくっついてるつもり？」

　金魚のフンだね～、と手厳しい。さすがにぐぅの音も出なかった。

「俺だって、出来るなら働きたいさ。でも、俺はあんなふうにモンスターを罠にはめるなんて、卑ひ怯きような真似出来ない」

「はぁ。まあ、主義主張はそれぞれだけど、でもあたしは別に褒めたげないわよ」

「べ、別にパティに褒めて欲しくてハンターやってんじゃない」

「うん、そだね。一応言っておこうかなって思ってね。自分一人で考え込んで、自分の中に閉じこもってると勘違いしやすいでしょ。自分の中では正しい事が、そのまま他の人にも価値があるんじゃないかって。でも、そんな事ないのよ。あたし達に価値があるのは、ちゃんとモンスターを狩ってくれるハンター。正々堂々もいいけれど、モンスターを狩れないんじゃただの自己満足じゃない」

「そんなんじゃない！」

「ならいいけどね」

　パティは余裕たっぷりに微笑を浮かべている。それが、まるでキオの悩みも何もかも丸見えになっているようで、居心地が悪かった。

　そこへ、第三の足音が聞こえ反射的に振り返る。しかしあまり出会いたい相手ではなかった。すぐに向き直ると、不思議な事にパティの営業スマイルも微妙にぎこちなくなっていた。

「ふふふ、俺のハニーに言い寄るとはいい度胸だな」

　そう言い、キオにびしっと指を突き付けたのは先日の助っ人ハンターだった。いまだに名前も知らない。年は二十歳ぐらいだろうか、村の中でも完全武装で大剣を背負っている変わり者だ。

　はにー？　キオはパティを見る。パティは慌てて首を横に振り、それで足りないと思ったのかすぐに目の前で激しく手も振った。

「ははは、そう恥ずかしがらなくたっていいじゃないか。俺はもうすぐこの村を背負って立つハンターになるんだ。お似合いだと思わないか？」

　ざざっとパティはカウンターの中で後ずさる。どうやら微妙に営業スマイルが引きつっていたのも、言い寄られて辟へき易えきしていたためらしい。

　そんな態度を取られても全くへこたれず、再びビシッとキオに指を突き付けてくる。

「というわけで、勝負だ！」

「はぁ？」

　あまりに唐突な言葉に、キオは思わずパティを見た。パティは「どうしてあたしを見るのよ」と不服そうにしている。ともあれ、本人に聞く以外にはないようだった。とても嫌だったが。

「勝負って、どういう事だよ？　大体、俺はあんたの名前も知らないぞ」

　別に嫌っていたわけではないが、言葉が尖とがる。

「な、なぬぅ、生涯の宿敵、このロッシィの名前を知らないと!?」

「いや、勝手に決められても……」

　一瞬だけくじけかけたように見えた男――ロッシィ（本人談）だったが、すぐに立ち直りついさっきの光景と全く同じ調子で、ビシ～ッとキオに指を突き付けてくる。

「というわけで勝負！」

　完全なマイペースだ。これは、もうロッシィに合わせなければ一歩も進まない。キオはパティを見る。同時に同じ事を感じたのか、さすがのパティもげっそりした様子でキオに頷き返した。

「……で、勝負って？」

　ロッシィは全く気にした様子もなく、ニヤリと笑みを浮かべた。

「もちろん、どっちがこの村に貢こう献けんするかだ！　俺は砂漠で一歩リードしたぞ」

　自慢げに語る男の単純さが、キオには羨うらやましかった。だがどうして苦手なのかがわかった。嫌っていたのではなく、その単純さが羨ましかったのだろう。

　一方的に語って、最後にパティに投げキッスをしてからロッシィは引き上げていく。身震いをするパティを見ながら、キオはどっさり疲れたのを感じていた。




　夜。

　キオは一人で眠れぬ時間を過ごしていた。

　最近、ここほどキッチリとした建物ではないが、にわかに村にやってきたハンターのために、村長はいくつか小屋を建ててくれていた。クルトアイズは数日前にそこに移っていたので、夜は静かだった。

　静かになると、どうしても考え込んでしまう。キオは父親の事を思いだしていた。

　父親はいつも快活に笑っていた。もちろん笑ってばかりいたわけではないだろう。しかしキオの中では父親はいつも太陽のように「ニッカリ」と笑っていた印象がある。

　よく日に灼けたたくましい男だった。たくましい、大木のような体格で、キオは子どもの頃父親に登りつく「木登り」をして遊んでいた。ハントから帰ってきた父親は太陽の笑顔を浮かべてよくキオの相手をしてくれていた。

　母親は早くに亡く、今ではぼんやりとしか顔も覚えていない。だから父親が死んだ後は、ドンドルマの親戚の元に身を寄せていたのだ。

　キオが生まれたのは山奥の小さな村だった。

　ハンターは父親一人で、もっと大きな街に出てはどうかと何度も誘われたらしいが、父親は「この村が性しように合ってるから」と言って動かなかったそうだ。

「いいかキオ。ハンターとモンスターとはいつでも真剣勝負なんだ。俺はモンスターを裏切らない。モンスターも俺を裏切らない」

「ともだちみたいだね」

「ああ、そうだ。モンスターは俺の友達だ。うまい事言うなぁ」

「あたりまえだよ、とうちゃんのむすこだもん」

　小さい体で胸を反らすキオの頭を、父親はゴツゴツとした傷だらけの手で優しく包み込むように撫なでてくれた。

「へへへ」

　グシグシと鼻をこする。

　真剣勝負。モンスターを裏切らない。そして狩りから帰ってくると、村人達がいつも笑顔で父親を迎える、父親も村人達に「なんて事はないさ」と笑顔を見せる、そんな姿を見る誇らしい気持ち。

　それらがキオの頭の中をくるくる、くるくると巡る。いつのまにか浅く眠っていたのだろうか。キオははっと目を覚ました。

　父親はもういない。自分が父親と同じになれなければ、全ては消え去ってしまう。生まれた村は、ハンターがいなくなり数年で廃すたれたと聞いている。増えるモンスターを狩る者がいなくなり、生活に必要な物を取ってこれる者がいなくなり、病気や怪我を負っても薬を取ってくる者がいなくなった。だから僻へき地ちの村では誰も生きていけなくなった。

　父親は、キオを救って命を失った。だからキオには、その父親に報むくいる義務がある。それだけは、自分の中で疑う余地のない真実だった。

　しかし、昼のパティやロッシィの言葉を思いだし、チクチクと胸が痛む。周りはみんな動いている。そんな中で、キオだけが立ち止まっているのだ。

「よし……」

　キオは体を起こす。多少疲れはあったが、怪我はない。ベッドから起き出し、支し度たくを始めた。狩りに出かける支度である。

　防具は、ランポスシリーズを手に取りかけて、やめる。これからやろうとする事を考えれば、自分にはまとう資格のない物だ。村に来たばかりの頃に使っていたチェーンシリーズをまとっていく。しばらく着ていなかっただけなのに、もうあちらこちらに初めて着る物のような違和感を感じる。それもすぐ収まったのだが。

　そして狩りに必要な品々を納めた収納箱の奥底から、しっかりと布を巻き付けた二つの包みを取り出した。布を解くと一対の双そう剣けんが姿を見せる。ガノカットラス改ではない。クルトアイズはいまだに父親の形見である双剣を返してくれていない。

　キオの手の中にある双剣は、双剣の動きを忘れないために、練習用としておばあちゃんに頼み込んで作っておいたボーンシックルだ。クルトアイズが何か吹き込んでいたのか、やたらとおばあちゃんが渋るので作ってもらうまでが大変だった。

　村の人達はみんな期待してくれている。失敗続きだったのに色々支えてくれた。それは痛いほどわかっている。でも……なのだ。

　その「でも」の部分のために、じっとしていられなかった。キオはまるきり駆け出しのハンターのような格好で、他に必要なこんがり肉や回復薬、砥と石いしを麻の袋に放り込むと一人家を出るのだった。
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　次の日の夜。密林にキオの姿があった。

　ジャンボ村を出たのが昨日の夜。密林まで、約一日かかる。

　空に浮かぶ大きな月の光が、蒼あおい光であたりを浮かび上がらせている。まるで幻のように現実感がない。少し前まで毎日のように通っていた密林が、ただ月明かりの下で見ただけだというのに、まるで初めてきた場所のように思える。

　夜の密林は初めてではない。一度だけだが、前にクルトアイズとキノコ採りに来た事がある。今日のように月は明るくなく、キノコを探すのがやたらと大変だった記憶しかない。改めて深い森を見て、思った以上に生き物の気配が豊富な事に驚いた。

　鳥目で暗いところでは見えないだろうから、さすがに鳥類はいない。しかしそれ以外の夜行性の動物が深い林のあちらこちらに潜んでいる気配がする。どこに何がいるかまでは判然としないが、それでも闇夜に紛まぎれて辺りをうかがっているのがわかる。

　狩る者と狩られる者。

　狩る者は獲物がどこにいるかに五感を研ぎ澄まし、狩られる者は待ちかまえる肉食動物の存在を承知しながら草や木の実など必要なエサを求めて徘はい徊かいする。夜は、昼とはまた違う生存競争が繰り広げられていた。

　遠く、砂浜に押し寄せる波の音を聞きながら、キオは足音を潜めて林の中を歩いている。今回は、久しぶりに単独の狩りとなった。しかし契約金は二人分払ってある。クルトアイズは村中にキオを一人では外出させないように頼んで回っているようで、以前勝手に出かけようとしたらパティと村長とハンター教官と親方にまで止められてしまった。だからクルトアイズに頼まれて依頼を受けに来た、と噓うそをついてパティに契約してもらった。少しばかり心は痛んだが、しかしやらなければならない。今やらなければ、ダメになってしまう気がして、いても立ってもいられなかったのだ。

　標的は、ドスファンゴ。クルトアイズと組むようになって、ずっと我慢させられていた標的だ。だが念願が叶かなった達成感や解放感はない。これは、クルトアイズから離れて独り立ちをするというような、前向きな狩りではなかった。誰が、何な故ぜ狩りの依頼を出しているかもしらない。ただ倒す、そのためだけに密林に来た。

「何か、何か方法はあるはずなんだ……」

　キオの立ち回りでは、通用しない。体力が足りないために長時間の鬼き人じん化かを続けられない。他の人間の援護がなければ体力が尽きた途端動けなくなってモンスターに襲われる。単独でモンスターの群れに突っ込んでいき、これをなぎ倒すには力も体力も足りない。それは鍛えたからどうこうというのではなく、生まれ持った素質が大きく関係しているらしい。キオでは無理なのだ。あれだけ色々なものを見せられれば、いくらキオでも認めざるを得ない。

　だからと言って、クルトアイズの言うままになって、彼が言うハンターになる事も出来ない。キオは、父親の代わりになるためにハンターになったのだ。別に富が欲しいわけでも、名声が欲しいわけでもない。だから、父親の意に反した狩りで生き残っても、有名になっても、富を得ても、意味はない。だからそれがもっとも確実で安全だとわかってはいても、従えない。

　だから、キオは狩りに出たのだ。解放感などありはしない。今夜、ここで何かを見つけなければ自分はダメになってしまう。そんな不安に押しつぶされそうになりながら、もがいているのだ。

　キオは拠点から西へ、湖岸沿いを北上した。ドスファンゴは決まった巣を持っているわけではなく、眠っていない時は常に自分のテリトリーを歩き回っている。ただ砂浜に降りてくる事はほとんどない。ほとんど出会う可能性はないとわかりながらキオがこちらのルートを選んだのは、林に入るまで比較的視界が開けているからだ。こちらから回り込めば少なくともあの巨体とばったり出くわす危険だけは避けられる。

　キオの緊張など全く関せず、夜の密林は静まりかえっていた。

　腰に手を伸ばし、ボーンシックルの存在を確かめる。今夜はこの武器だけが頼りだ。罠は使わない。道具も使わない。武器と技だけを頼りにして、どうにかドスファンゴを倒すのだ。

　

　砂浜から北の林に出る。昼間と同じく、ブルファンゴが数頭たむろしていた。森林の住人ではないキオの存在に敏感に気付き、素早く向き直る。だが今のキオは、この程度の事に慌てたりしない。たとえ普段と違おうと、対処法はある。

　素早くボーンシックルを引き抜くと、辺りを見回す。ブルファンゴは三頭。今のところ、ドスファンゴの姿はない。あとは巨大蜂のランゴスタが数匹飛び回っている。

　ブルファンゴの配置は左右に一頭ずつ、奥に一頭。キオは手近な右手側に駆け寄った。距離を詰め、そして左右のシックルで斬りつける。迷いはしなかった。そのおかげでブルファンゴは攻撃する暇もなくキオの斬撃にさらされる。だが元々頑丈なブルファンゴはそれだけでは倒れない。武器の切れ味がガノカットラス改より落ちる事と、暗いせいでわずかに狙いが逸それたのも関係しているだろう。しかし焦りはしなかった。

　すぐに距離を取る。

　斬りつけたブルファンゴは多少動きが鈍くなったが、それでもキオに向かって突進してくる。残りの二頭もキオの死角から突っ込んでくる。しかしキオはその攻撃も後ろに跳んで軽くかわした。そうして何事もなかったかのように、最初の一頭に向き直る。瞬時に三頭の位置関係を把握すると手負いの一頭との距離を詰めた。

「うおおぉぉぁぁぁぁぁっ！」

　雄お叫たけびを上げる。双剣に、片手剣の時のような行儀のいい構えはない。双方の剣はそれぞれの邪魔にならないように開き気味で構える。そうしてまだ体勢を整え切れていないブルファンゴに左右の剣をたたき込む。やはり手応えが鈍い。今度こそまともに捉えたはずだが、まだ仕留めるまではいかなかった。

「ブゴォ」

　斬りつけた反動でのけぞる。

　片手剣の時と、モンスターとの距離はほとんど変わっていない。しかし片手剣のように眼前に突き出す構えでないぶん、頰ほおが相手の動きで乱れた風の流れを感じる。感じて、考えるより先に体が動く。

　ブルファンゴが体勢を立て直しきるより先にキオはさらに一歩踏み込む。右で袈け裟さ懸がけに斬り下ろし、手首を返して斬り上げる。直後に左で右を追うように斬り上げ、両方共に頭上に振り上げた状態で力をため、渾こん身しんの力と共に左右の剣をたたきつける。

　精密な狙いなどない。目の前の一定の区間に体力の限り斬撃をたたき込む。それが双剣だ。盾たてが使えないぶん、他の武装に比べると防御力は落ちる。しかし二つの剣を使いこなしさえすれば、その嵐のような攻撃は強力無比だった。

　ブルファンゴは断だん末まつ魔まの悲鳴すらあげずに絶ぜつ命めいした。その直後、キオは、とん、と再び後ろに跳んだ。そこに残り二頭が突進してくる。

　徐々に、余計なものが消えていく。意識の全てが攻撃に特化されていく。迷いや恐れや打算といったものが、余分なものが、一撃ごとにそぎ落とされていくのを感じた。一方のブルファンゴが無防備にもすぐ近くで停止する。キオは数歩だけ近付き、全身に力を込めた。

　目の前が赤く染まる。

　二つの剣が自分の体の延長になったような感覚と共に、狩り場の全てを体が感じる。見るより聞くより嗅かぐより前に、体が全てを理解し動く。

　刃が躍おどる。

　夜風を切り裂き、甲かん高だかい風切り音を奏かなで、一つの楽器となったかのように左右の刃が乱らん舞ぶする。それは血が宙に線を引く、死の舞ぶ踊とうだ。

　すさまじい速度で繰り出される左右からの連撃に逃げる事すら敵かなわず、不用意にキオの間合いに入り込んだブルファンゴは、今度は一瞬で絶命した。

　残りは一頭。しかし手応えでは、早くも右の剣の切れ味が低下し始めているようだった。双剣は手数で勝負する武器だ。そのぶん刃の消耗が激しい。しかしガノカットラス改であればこれほど早く消耗はしなかっただろう。

　キオがほんの一瞬動きを止めたのを好機とでも思ったのか、残りのブルファンゴが襲いかかってきた。

　キオは逃げない。

　そのまま迎え撃つために走り出し、すれ違いざまに体を回転させ、遠心力を乗せた左右の剣をたたきつける。そうして三頭目のブルファンゴも沈黙した。

「まだだ！」

　少し感覚が戻ってきた。しかしまだ満足はしない。探していた「何か」は見つかる予兆すらない。キオは獲物から剝ぎ取る事もせずに壁際まで動き、そこでボーンシックルを砥石で磨みがき始めた。そうしながらも次なる獲物の姿が見えないかとあたりをうかがう。

　ランゴスタは遠巻きに監視するだけで近付いてはこない。追いかけても一定距離を開けて逃げる事が多い。今はただ体を動かして頭の中を真っ白にしたかった。それにはまどろっこしい追い駆けっこにしかならないランゴスタでは足りないのだ。

　研ぎあがり、空腹を満たすために携帯食料を腹に詰め込む。そうして万全の態勢になったちょうどそこに、地響きが近付いてきた。

　木々の間から、ぬっと岩山のような筋肉の塊かたまりが突き出す。その口元からは左右で大きさの違う二本の牙がそそり立っている。小さい方を見ても、通常体のブルファンゴとは比べ物にならない牙だ。その先は鈍く、刺すと言うより押し潰つぶすために付いていると言った方がしっくりきた。

　首回りにはえた白い毛が、まるで王の外套マントにつけられた襟えり飾かざりのように威い厳げんを醸かもし出していた。それは文字通り猪いのしし達を従える森の主ぬしの証。どの個体より大きく、強く、猛たけ々だけしい個体にのみ現れる印だった。

「……また会ったな」

　低木を押しのけながら、それは姿を現した。どうやらランポスの巣がある洞窟の方にいたようだ。ここよりも洞窟の中の方が広い。しかも視界もいい。出会うなら、洞窟の中の方がよかったかもしれない。しかし怯ひるんでいる余裕は、今のキオにはなかった。

　押しのけた低木から枯れ枝が折れ、ドスファンゴの体にパラパラと落ちる。主はぶるぶると巨体を震わせそれを弾き飛ばしながら、まっすぐキオに近付いてくる。見えていないのではない。その目はしっかりとキオに向けられていた。

　ザッザ、ザッザ。

　前足が地面を掘る。静かに、しかし唐突にドスファンゴが戦闘態勢に入った。何気なく見えてキオなどでは決して覆せない圧倒的な流れだ。ついさっきまでの静かな空気はいつの間にか張りつめている。ランゴスタもドスファンゴの殺気を感じたのか離れていた。

　そうして、ドスファンゴが溜め込んだ力を解き放った。

「ブゴォッ」

　頭を低くして突進する。だがそれはブルファンゴの比ではない。土を蹴り上げ、突き進む巨体が草だけではなく低木もなぎ倒す。長大な牙が一抱えもありそうな岩も小石のように弾き飛ばす。しかもそれらを突破しながらも突進には何の影響も見られない。まるで山がうごめき襲いかかってくるようだ。

　キオは慌てて横に跳ぶ。ブルファンゴよりも大きいぶん、避けるために動かなければならない幅も大きくなる。どうにかよけたが、すぐ横を突っ切っていく巨体の存在感に背が冷えた。近付くと、巨大な筋肉の塊は確かに脈みやく動どうしており、その常識外れの大きな物体が確かに生きているのだとわかる。これでは、じゃれて体をこすりつけただけで人間など潰れてしまう。それが今は、全力でキオを排除しに来ているのだ。

「この野郎っ！」

　研ぎあげたばかりのボーンシックルを抜き放ち、突進終わりを狙って斬りつける。ブルファンゴより皮が分厚いため刃が通らない。

「くそ、くそ、くそっ！」

　胸の中にあるモヤモヤしたものをぶつけるようにシックルを振るう。しかしそれで大した打撃が与えられるわけではない。大型モンスターは通常体と比べあらゆる面が桁外れに強い。

　あっという間に反転し、突然走り出す。

「うおっ！」

　至近距離からの突進を、どうにかかわす。しかし見切ったわけではなく、運が良かっただけだ。ブルファンゴとは違い、ドスファンゴは突然突進を開始する事も多い。これで何度も不意打ちを食らった。いまだに見切る事は出来ていない。

　一気に間合いが開いた相手の背後を追いかけようとして立ち止まった。すぐにまた突進が来る。であるなら、と考えてその場で待ちかまえた。

　一度の突進で進む距離はほとんど変わらない。ここで待っていれば、次の突進はすぐ近くで止まり無防備な背中を見せてくれる事になる。早くも反転を終えたブルファンゴが今度は前足で地面をかいて突進を予告する。そこに激しい感情はこもっていない。必死なわけでもない。ただ淡々と、事務的に、作業のように攻撃の準備をする。だがその淡々とした作業を止める方法がキオにはない。それだけ目の前の生き物とちっぽけな人間でしかないキオとの間に大きな力の差があるという事なのだ。

　突進が来る。またギリギリまで引きつけてよける。

　よけて、狙い通りすぐ後ろで止まっているドスファンゴにキオは飛びかかった。

　斬る、

　斬る、

　斬る。斬りまくる。

　突進終わりを狙い澄ましたおかげで隙が大きい。そのまま鬼人化の興奮状態を維持し、更に斬り続ける。分厚い毛皮が弾け、ようやく小さな傷が開いた。そこに左右の剣をたたきつける。あっという間に斬れ味が落ち、刃こぼれが激しくなる。

　それでもキオは止まらなかった。止まれなかった。こんな程度で手こずるはずはない、少なくとも父親なら。その跡あとを継ぐなら、キオも負けていられない。手こずってもいけない。勝たなくてはいけない。罠などに頼らず、策などを用いず、正面から挑んで倒すのだ。

「たおさ、なきゃ……俺、父ちゃ……」

　しかしキオの体力は、その思いに応えてはくれなかった。

　一瞬前まで、あれほど軽く動いていた腕が、まるで石になったかのように重く動かない。上げておく事すら出来なくなり、じわじわと垂れ下がる。足もピクピクと痙けい攣れんするだけで頭からの命令を伝えてくれない。

「ブゴォォォォッ！」

　雄叫びが森を震わせた。キオが動けない事を、ドスファンゴはすぐに悟ったのだろう。それとも過去何度か相対した時の事を覚えていたのだろうか。どちらにしても、不思議と恐くはなかった。これがクルトアイズが言っていた、鬼人化で痛みと共に恐怖心まで麻ま痺ひしたせいなのだろうか。

　ドスファンゴが突進してくる。今度はよけられない。一瞬後、キオの体は宙を舞っていた。一瞬の浮遊の後、地面にたたきつけられる。しかし腐ふ葉よう土どのおかげで痛くない。いや、まだ痛みを感じないのだろうか。キオがまだ生きているのを知って、ドスファンゴは再度体勢を整えているようだった。

　どうにか立ち上がる。逃げなければいけないのはわかっているが、両足に力が戻らなかった。

　まだ焦あせりはこない。しかも頭の中では別の事を考えていた。このやり方で勝てないなら、鬼人化に頼らないのなら、どうすればいい。今のままでは武器の斬れ味がまるで足りない。ならガノカットラス改ならどうか。今のように脱力して危機を招く事はないだろう。だがだらだらと狩りが長期化したあげく、疲労と傷が蓄積し、同じように動けなくなるのがオチだ。

　だったら、どうすれば。

　それが頭の中をグルグルと回る。気が付けば、もう避けられない距離にドスファンゴの巨体が迫っていた。

　衝撃が体の中から頭のてっぺんまで突き抜け、再び宙を舞う。だがこれであの巨体の下に巻き込まれたらひとたまりもない。そういう意味ではまだ運がいいのだろう。変に抵抗しないからだろうか。あっさりと吹き飛ぶ軽い体は、必要以上に傷つかない。だから怪我も軽くてすんだのだ。

「ぐふっ！」

　今度は湖に放り込まれた。近くに岩の門がある。そこを通れば拠点の西側の砂浜だ。ドスファンゴの巨体は通れない。キオは、まだ力の戻らない足にむち打って、波を被かぶりながら這はって進む。ドスファンゴも自分の失敗を悟ったのか慌てて突進の体勢を取る。しかしその時には、もうキオの体の半分は岩の門の中に入っていた。

　今回も生き残った。しかしずぶ濡ぬれで、泥だらけで、傷だらけで、情けない姿だ。そんな状態で、キオはようやく悟った。自分には無理なのだと。

「父ちゃん、俺、無理なのかな……」

　急速に意識が遠のいていく。その中でキオはぼんやりとそう呟いた。
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　また胸ぐらを摑まれるだろうか。ひょっとしたら殴られるかもしれない。

　そう思いながら、以前と同じように生命の危険を理由に狩り場から引き返したキオはジャンボ村の港に帰り着いた。どうにか死なずにすんだだけ幸運だったのかもしれない。イカダが村に近付くと、誰かが人を呼びに行くのが見える。キオは無気力にそれを見ていた。

　イカダが陸に着く時には、腕組みをして不機嫌そうに口をへの字に曲げたクルトアイズが待ちかまえていた。

　だが目の前に現れたキオを見ても、何も言ってくれなかった。胸ぐらを摑まれるわけでも、殴りつけられるわけでもない。心の底から冷えた視線がキオに突き刺さる。それすら長くは続かず、逸れた。

　今度こそ見捨てられたと、キオは思った。そしてこれがキオのハンター生活の終わりなのだと、感じた。

「俺、本当に――」

　ごめん、なのか、世話になった、なのか、その先にどういう言葉を続けるべきか迷っている間に、村の中心に続く坂道を村長がすさまじい勢いで駆け下りてくる。

「大変だ大変だ大変だ大変だ大変だ～～～～っ！」

　あまりに慌てすぎているせいで、キオとクルトアイズの間に漂う空気になどまるで気が付かず、心配そうにこちらをうかがっていた何人かの村人を突き飛ばしやってくる。

「大変なんだ、二人とも！」

　しかしキオもクルトアイズもどちらも水を向けない。村長は少しは変だと思ったのかもしれないが、よほど大事なのか構わず自分で続けた。

「商隊が！　この村を拡張してくれる商隊が砂漠でモンスターの群れに襲われて立ち往おう生じようしてるんだ！」

「どのモンスターだ？」

「ガレオスだよ！」

　クルトアイズは小さく舌打ちを漏もらす。

「他のハンターは別の狩りに出かけてるし、ハンター教官は狩猟試験の監視で村を空けているんだ。君達しかいないんだよ！　このままだと商人達が犠牲になってしまう！」

　泣きそうな村長の顔に、クルトアイズは鋭い目でキオの顔を睨にらみつけた。

「……こうなったらやるしかない。これが最後だ。だからお前の力を見せてみろ！」

　そう言うと、クルトアイズはキオが乗って帰ってきたばかりのイカダに乗り込んで、積み込んである物資を確かめ始めた。足が震える。しかしキオには選択肢が残されてはいなかった。

「あら、砂漠に行くの？」

　そこへ、場違いにのんびりした様子の、一人の女性が現れた。見た事のない顔だ。村の者ではない。村長と同じ竜人族のようだ。

「あ、あんたは……」

　村長が驚いたように顔を上げる。単に同族というだけではなく、どうやら知り合いのようだ。竜人族の女は村長に構わず、クルトアイズに近寄る。

「……砂漠は、今はやめておいた方がいいわ」

「そ、そんな、そんな事したら商隊が……」

　言いかける村長を遮さえぎったのはクルトアイズだった。

「砂漠に行っちゃいけない理由は？」

　すると竜人族の女はいたずらっぽい笑みを浮かべてこう呟いた。

「ごめんなさいね、今は言えないわ」

　からかっている様子ではない。クルトアイズも気を悪くしているわけではないようだった。

「なら論外だ。少なくとも商隊を見殺しにする事は出来ない」

「あらら、まあ忠告はしたわよ……」

　それだけを言うと、彼女は村の広場の方へと立ち去っていった。

「村長、今のひとは……？」

「あ、いや、ちょっと頼み事があって街から来てもらって……」

「余計な事をしている暇はないだろ！　貸家に帰って準備してこい！　防具を着替えて、武器はカリンガだぞ！」

「は、はい！」

　そうしてクルトアイズは村長に声をかけながら準備を始める。謎の女性の言葉は気がかりだったが、クルトアイズの言う通り、今はその時間がない。

　それ以外にも、解決していない数々の問題が残ったままだ。理性以外、心も体もこの場に留まりたがっていた。それでもキオは、それら全てを抱えて砂漠へと向かうのだった。
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　砂漠に到着するまで、二人の間に言葉はなかった。ただただ気まずさと、立ち往生している商隊の人達が無事かどうかの不安がキオの胸を焦こがす。

「……いいな、今日一日でいい。俺の命令に従え」

「わ、わかってる。人の命がかかってるんだ、余計な事はしない」

「それならいい」

　そう言いながら、クルトアイズは遠くを見ていた。その目には側にいるキオは少しも映っていない。考えてみれば今までずっとクルトアイズはキオを鍛えてくれていた。つまりこれから見せるのが、初めて見せる本気の姿なのだろう。

　拠点ベースキヤンプに使っている岩場の割れ目に、キオとクルトアイズは荷物を運び込んだ。今回、事態が事態のため、いつものように充分な物資を用意できなかった。村長の協力で回復薬と食料は潤じゆん沢たくだったが、罠わなやその素材はこの依頼のために用意したものではない。前の狩りで使わずに取っておいた余り物だ。当然、数は充分ではない。

「で、どうするんだ？」

　ジャンボ村には、商人達が洞窟に逃げ込んだとしか伝わってこなかった。怪け我が人にんがいるのか、もしかしたらすでに犠牲者がいるのか、商隊にまとわりついているガレオスは何匹いるのか、まだ何もわからない。

「時間が惜しい。二ふた手てに分かれるぞ。……キオ、お前は商人達の状況を確認するんだ。だが焦あせるな。出来るだけ砂地は避け、迂う回かいしながら行くんだ。あいつらは獲物が砂を歩く音を聞いて襲ってくる。遠くからも聞きつけるからな」

「う、うん」

「まずは状況の把握だ。俺はガレオス達の群れの方を見てくる。その上で商人達をどう逃がすか、ガレオス達をどう狩るか決める」

　これまでのように準備が万全に整った狩りとは違う。自然、キオの緊張も高まっていた。

　

　砂漠は、いつも呆あきれるほど同じ様子を見せていた。

　乾いた砂、乾いた風、乾いた太陽の光。

　何の恵みももたらさず、行き倒れた者はただ朽ち果てていくだけ。何者をも焼き尽くす、冷徹なほどの無関心さ。

　しかし今回は、あたり一面に激しい圧迫感が充満していた。空気が突き刺さるような感覚。まるで殺意だ。怒り狂ったガレオス達のものかもしれないとキオは思った。それとも、過敏になりすぎているのだろうか。

　拠点から一歩出ると、すぐ目の前に広大な砂漠が広がっていた。一面の砂漠はまるで海のようだ。そこにある岩山は、さしずめ大海に浮かぶ孤島。商隊が逃げ込んでいる洞窟へは、ここから北に回り込み、岩山の中腹に出口の一端がつながっていた。そう、ちょうど先日ドスゲネポスを狩った時に通ったルートを逆にたどるのだ。

　そこで二人は別行動を取る。クルトアイズはガレオス達がいる可能性が高い南の砂漠へ、キオは北へと向かう。

「待ってろよ、商隊の人」

　恐い思いをしていないだろうか、怪我をしていないだろうか、避難している人達に思いをはせる。まだ見ぬ人々をめざしてキオは一歩を踏み出した。

　サクサク、サクサク。

　これまでは意識していなかったが、足音を立てずに砂の上を歩くのはかなり難しい。ガレオス達はこの足音をめがけて襲いかかってくるのだ。気を付けなければならない。何より、何匹のガレオスが商隊をつけ狙っているのかはわからないが、あまりに数が多い場合、キオとクルトアイズの二人だけでは全てを退治する事は出来ないかもしれない。そうなれば二人が引きつけておいて、その間に商隊を逃がすしかないだろう。

　いずれにしても、今ガレオスの群れと出くわしたりすれば命が危ない。キオは見つからないように細心の注意を払った。よく見れば、岩山の近くは砂地ばかりではなく、わずかながらしっかりとした地面も顔を出している。そこを選んで進み始めた。

　クルトアイズはどこまで行っただろうかとふと振り返る。その瞬間、視界の端で何かが跳ねた。

　ガレオスだ。

「……でも、なんだ、あの群れは!?」

　通常、ガレオスは数匹が共に行動している。その数は二から四匹ぐらいだ。遠くてハッキリとはわからないが、キオの視界を横切っているその群れは一〇匹近くになっているようだった。明らかに普通より多い。

　数だけではない。通常は獲物を獲る時には気付かれないように地中から近付き、獲物の近くに来た時にやっと背ビレだけを見せる。だが目の前の群れは、砂から飛び出し、宙を滑空し、そうしてまた砂中に突っ込む。一いつ心しん不ふ乱らんに、狂ったように泳ぎ回っていた。にわかに体が緊張する。まさかこちらに向かってくるのではないだろうかと思ったのだ。だがすぐにそうではないとわかった。

「商隊の人達、よほど怒らせるような事をしたんだろうか……」

　都合のいい事に、ガレオス達はクルトアイズが向かった方向に進んでいた。普通なら相方が襲われないか心配するところだが、クルトアイズの事だ、心配はいらない。きっと最初の計画通りガレオスの状況を見極めてきてくれるだろう。今はともかく商隊の元に向かうのが先決だった。
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　洞窟に踏み込んだ途端、空気の重さが変わったような気がした。

　ひんやりと湿った空気が頰ほおを撫なで、途端に気温差で鳥肌が立った。

「う～。寒ぅ」

　外があれだけ暑いというのに、洞窟の寒気はキオの吐息を白くする。あたりにモンスターの気配はないのを確認してから、キオは奥に呼びかけた。

「お～い、商隊の人！　無事か～？」

　洞窟の中をキオの声がこだまする。

「いないのか？」

　一人呟つぶやき足を速める。目指すのは、以前ここを通った時に見た横穴だ。逃げ込むとするならあそこしかないだろう。

　キオが駆けだしたと同時に、目指す横穴から一人の男がぬっと顔を出した。思わずぶつかりそうになるのを何とか踏みとどまると、キオは思わず笑顔を浮かべた。

「よかった、無事だね!?」

　見れば相手も同じような顔を浮かべ、ウンウン、と言葉もなく激しく頷うなずく。そうして弾はじかれたように振り返り奥に声を張り上げる。

「みんな！　来た、来たぞっ、助けが来たぁっ！」

　声が震えていた。ここの寒さのせいばかりではないだろう。男は再び、まるでキオの存在が幻でないのを確かめるように、こちらを向き両手でキオの肩をがっしりと摑つかんだ。

「ありがとう、本当にありがとう！」

　どれほど心細い思いをしたのだろう。男の目は安あん堵どで潤み、思わずという様子で鼻をすすった。それに対してキオは、俺なんて駆け出しで全然役に立たなくて、と謙けん遜そんしかけてやめた。せっかく安心しかけている男をわざわざ不安にさせる必要はない。

「怪我人は？　病人とかはいない？」

「だ、大丈夫、とりあえずはだけど」

　奥を見れば、アプトノスから荷馬車を外し、人間を囲むように輪になって横たわらせている。毛布やマントをあるだけ出してみんなで身を寄せ合って寒さをしのいでいたようだ。

「助かったぁ。ここ、夜は最悪だぞ。何せ凍りそうな水がそこから溢あふれそうになるんだからよ」

「でも、おかげで飲み水には困らなかったけどな」

　緊張が解けた反動か、みんな急に饒じよう舌ぜつになる。

「あんたらには雑ざ魚こでも、モンスターなんてワシらじゃとても敵かなわねぇ。何度か来やがったが、追い払うので精一杯だったわい！」

　アプトノスの輪の中からひげ面の、熊のような男が体を起こし自分の腕をこちらに見せながらそう言った。その腕には真新しい包帯が巻かれている。モンスターに襲われて負った傷なのだろう。

「用心棒ぐらい雇わないと。素人しろうとだけで遠出するなんて無謀だよ」

　キオがそう言うと、疲れた様子だった男達は一斉に照れたような笑顔を見せた。

「いやぁ、前は雇ってた事もあるんだけどよ。あれ、何もなかった時がとんでもなく損した気になるんだよなぁ」

　などと助けが来た事で安堵した商人達は、もう軽口をたたき合っている。そのたくましさにキオは苦笑しながらも嬉しくなった。

「そうだ。ここに来るまで、何か変わった事はなかった？　例えばガレオスの卵を盗んだとか、何かあいつらを怒らせるような事」

　キオは商人達を見渡す。しかし誰もがしばらく考え一様に首を横に振った。

「変わった事なんて、何もなかったよ。せいぜいスコールが降ったぐらいか……」

　一人がそう言うと他の者も「ああ、結構強い雨だったよな」と応じる。嵐で怒るなんて事があるのかキオはわからなかったが、これが原因である可能性は低いように思えた。

「ともかく、もう少しだけ辛しん抱ぼうしてくれ。今、もう一人があたりを調べてる。そうしたら俺達がガレオスの群れを引きつけて、その間にみんなを逃げられるようにするから」

「ああ、すまねぇ。あんた、恩にきるよ」

　また別の男が鼻をすすりながらキオの手を握ってくる。まだ具体的な作戦は何一つ決まっていない。しかし商人達はそんなキオにすがるような目を向けてきた。何とかしてやりたい。その思いはキオの中で膨ふくらむ一方だった。

「ともかく、俺は行くから」

　ただ、その反面、彼らの感謝が少し重い。自分は全く役に立たない足手まといで、もうすぐハンターを辞めようとしている。もうほとんど諦あきらめてしまった。商人達を助けるのは全てクルトアイズの力なのだ。

　モンスターに襲われ逃げまどう商隊を救う、そんな役目は、ジャンボ村に来た当時のやる気に満ちあふれていた自分に譲ってやりたかった。何で自分はこんな所にいるのだろう。もう自分には無理だと答えは出ているというのに。辞めると決めてしまったというのに。助けてやりたいという思いと迷いがキオの中で渦を巻き始めていた。
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　商人達がいた洞窟を出た途端、何者かに肩を摑まれた。

　驚いて振り返ると、そこには涼しい顔をしたクルトアイズがキオを待ちかまえていた。

「クルトアイズ！」

「大声を出すな。それで、商人達は無事だったか？」

「ああ、動けないような怪我人はいない。早く寒いところから出たがってた」

「俺の方も一通りガレオスの群れを見てきた。……気が付いたか？」

「ガレオスの様子が変だって事？」

　クルトアイズは頷く。普通ならあちらこちらに散っているガレオス達が集まり一つの大きな群れになっていると言う。

「なら俺達が引きつけておいて商隊の人達に逃げて貰うのも簡単じゃないか？」

　希望的観測を口にするが、クルトアイズはすぐに否定した。

「いや、あいつらはこの岩山の下を泳いで自由に行き来できる。俺達が周囲を迂回して移動するのとはワケが違う。しかも商隊は多くの物資と一緒だ。商売道具や、それを運搬する荷車、牽けん引いん用のアプトノス。それだけ荷物があれば逃げ切れない。逃げるのと逆方向に引きつけたとしても、すぐに追いつかれてしまうだろう」

「じゃあ荷物を置いて、アプトノスに乗って自分達だけで逃げて貰ったら……」

　キオが最後まで言う前にクルトアイズは首を横に振った。

「彼らにとっては大きな財産とそれに商売上の信用も失う事になる。全て失えば暮らしが成り立たない。……もういい、お前は少し黙っていろ」

「わ、わかったよ」

　どうやら思っていたより面倒なようだ。密林のように障害物はない。ガレオスの群れを誘導するにしても、よほど引き離さなければ商隊に危険が及ぶ可能性がある。遊びではないのだから、「失敗しました」ではすまない。

「……とりあえず、仕掛けてみるか」

「い、いきなり狩るのか？」

　いつも入念に標的の事を調べてから行動に移すクルトアイズにしては珍しい判断だった。いや、このような状態で狩りに出発している事自体、二人が組み始めて初めてと言っていい。

「本気でやるワケじゃない。一撃、二撃加えてみて、反応を見る」

「お、俺も！」

　反射的にそう答えるキオを、クルトアイズはジロリと見た。

「お前と俺とでは間合いが違う」

「でも、一人だけ何もしないなんて出来ない！　俺も……俺もハンターだ」

　自分で口にして虚むなしくなりそうだった。なぜそんな事を言ったのか、自分でもわからない。ただ、期待された分、感謝された分、何かしなければならない気がしたのだ。

「ようし、わかった。だが勘違いするなよ、本気で攻め込むんじゃない。常に距離を取って様子を見ながら、無理がない時だけ攻撃する。わかったな？」

「ああ、わかった」

　神妙に頷くと、ようやくクルトアイズは許可してくれた。
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　岩山の北側から砂漠に降りると、さっき見たガレオスの群れはいつの間にか姿を消していた。しかし遠くに行ったとは限らない。すぐ足下に潜んでいるかもしれないのだ。

「あいつらは、しばらくの間なら砂の下にじっとしている事もある。油断するなよ」

「う、うん」

　しかし先ほどの様子を見ると、ガレオス達は一時もじっとしていない様子だった。そこからすると足下に潜んでこちらを狙っている可能性は少ないのではないだろうか。だが、狩り場で安易な思いこみは厳禁だ。キオは気を引き締め直す。

　突然、クルトアイズがベルトのポーチから閃せん光こう玉だまと同じような形の球体を取り出した。中から出ているヒモを思い切り引っ張り、放り投げる。放物線を描いて落下した瞬間、それは破裂し、甲高く耳障りな音があたり一面に放った。

「うぁっ！」

　聞こえる、などという生やさしいものではない、耳の奥を衝撃が突き抜ける。思わず顔をしかめ両手で左右の耳に蓋ふたをしたが、しばらくジンジンと痛んだほどだ。見れば、それが落下した砂地を波紋のように波立たせていた。そのぐらい強烈な音の衝撃だ。

「なにするんだよ!?」

　言うと、クルトアイズは「こんな物も知らなかったのか」という顔になる。続いて何か説明しているのか、口をパクパク動かすが何も聞こえない。耳がバカになっているのだ。

「聞・こ・え・な・い！」

　思い切り叫ぶと、今度はキオの声が大きすぎたのかクルトアイズが顔をしかめる。幸い耳が聞こえなくなったのは一時的な事のようで、徐々に回復しつつあった。そんなキオに、クルトアイズは再び説明してくれる。

「ガレオスは、砂の中を自由に泳ぎ回る。そのままでは人間の手には負えないから、引きずり出すんだ。あいつらは聴覚が鋭敏すぎるから、近くで大きな音を立ててやると飛び出してくる。これが音おん爆ばく弾だんという道具だ。こんなもの、ごく常識だぞ」

「お、音爆弾なら知ってるよ。……実物は見た事なかったけど」

　言うと、クルトアイズはやれやれと首を振る。確か、荷物を運び込んだ時にこれと同じ物を八個ほど見た記憶がある。音爆弾がガレオスを狩る時に必ひつ須すなのだとしたら、クルトアイズは突然のこの依頼に、突然なりに準備してきた事になる。やはりさすがと言うべきだろう。

「でも、別に足下にいるワケじゃないだろ？　無駄弾使っていいのかよ？」

　足下にいた兆ちよう候こうはない。実際に音爆弾を投じても、姿を現さない。何かを勘違いしたのだろうか。しかしクルトアイズは少しも慌てる様子はなかった。

「足下にいると思ったワケじゃない。ガレオスはこの音自体も嫌うからな、近くにいるなら逃げ出す動きでいるのがわかる。そら、近くにいたらしいぞ」

　クルトアイズは素早くイャンクック砲を取り出して構えを取る。その砲口の先を、キオも慌てて目で追う。砂漠の表面がうごめき始めた。少し離れた、岩山の麓ふもとの方だ。商隊が出てくるのを待ちかまえていたのだろうか。

　音爆弾の音を嫌うなら、放っておいたら逃げてしまう。そうなれば意味がないではないか。そう訝いぶかしむキオの目の前で、クルトアイズはいきなり引き金を引いた。熱風を引き裂いて弾が疾しつ駆くする。それは、狙い違わず一匹のガレオスの背ビレに命中した。

「ガァァァァァ！」

　痛みと衝撃で、弾が命中したガレオスがたまらず砂中から飛び出してくる。初めてクルトアイズの狙いがわかった。こうして居場所を探り、音爆弾ではなく打撃で引きずり出す。そうして倒そうというのだ。

　ガレオスは、この砂漠――セクメーア砂漠に生息する独特の生き物で、魚ぎよ竜りゆうと呼ばれる種のモンスターだ。元々は飛ひ竜りゆうだったと言われており、体の造りにも似通った点は見られる。長い進化の過程で余計な突起をなくし体表を滑なめらかにする事で、砂に潜りやすく、砂の中を泳ぎやすい形に進化している。

　ドンドルマ近くでは当然見る機会などあるはずもなく、知識として存在は知っていたが、実際に見るのは初めてだった。一見すると両生類に近い雰囲気がある。もし不意を突かれて襲われたら。そう考えるだけでぞっとした。

「来るぞ！」

　クルトアイズが注意を飛ばす。キオもハンターカリンガを抜き放った。しかし魚竜はすぐにまた砂の中へと潜り込む。逃げたのではない。狙い通りこちらに向かってきていたのだ。砂から背ビレだけを出して泳ぐような勢いで接近する。一匹だけではない。近くにいたのか他のガレオス達もその突進に追従し始めていた。砂面から飛び出すヒレが瞬く間に増えていく。おそらくさっき見た一〇匹が行動を共にしているのだろう。ガレオスがこれほど連れん携けいして動くなど、聞いた事がなかった。

　しかし、今は不思議がっている暇ひまなどない。もうすぐガレオスの群れと交錯するのだ。砂の上に出ている背ビレを狙い、斬りつけてやると身構える。一撃で致命傷を与えるのは難しいだろうが、それでも何度も繰り返せば一匹くらいは仕留められるかもしれない。

　だがガレオス達の速度はキオの想像を遙はるかに超えていた。一瞬だ。狙った一匹がキオの間合いの中に入りそこから出るのは、ハンターカリンガを振り上げるだけの間しかなかった。

「くぅっ」

　素通りした個体を振り返れば、すでにとても届かない距離に離れていた。

「目を離すなっ！」

　クルトアイズの声に慌てて視線を戻せば、後に続くガレオスの一匹がキオに向かって砂の中から飛びかかってくる瞬間だった。

　巨大な魚さ竜りゆうのハラが見えた。

　横っ飛びに避けられたのはただの偶然だ。焼けた砂の上に投げ出され、熱を感じる前にガレオスの群れは通り過ぎた。キオにたっぷりと砂の横波を被せてだ。

「熱っぅ！」

　慌てて飛び起きて体に降りかかった砂を払い落とす。クルトアイズは冷静にイャンクック砲を構え狙い撃っていた。引き金を引く。砲口から弾き出された弾丸は最後尾の一頭に命中した。しかし一撃では仕留められない。さすがのクルトアイズも、砂から出ている部分だけでは致命傷を与えられないようだ。やはり砂の中から引っ張り出さなければ。

　ゆっくり考える暇などない。ガレオスの群れは、一匹もはぐれる事なく旋せん回かいし、再びキオとクルトアイズを目指して突き進んでくる。すれ違いざま、こちらの攻撃が当たる確率より、先ほどのように不意に飛び出した巨体に押しつぶされる確率の方が比べるまでもなく高い。このままではジリ貧になるだけだ。

「クルトアイズ、今度は俺が音爆弾を投げる！」

　迫ってきた群れの影に、キオは叫ぶ。

「待て！」

　その制止は一瞬遅い。キオはすでに爆弾の点火用のヒモを引き抜き、やってくる群れめがけて放り投げていた。心配は要いらない。迫り来る群れの真ん中に命中するタイミングだ。

　ちょうど真ん中？　と少し嫌な予感がした直後、砂漠の真ん中で音爆弾が盛大な音を立てて破裂した。まき散らされるすさまじい音が砂漠に伝わる。そうしてにわかに砂が波打ち、ガレオス達がたまりかねて飛び出してくる。一斉に。

「このバカ！」

　舌打ち混じりにクルトアイズが吐き捨てる。ひと塊かたまりになって泳いでいたガレオスが、一挙に一〇匹全て地上に引っ張り出されたのだ。現れたガレオスは、強烈な音の攻撃に飛び出したその場でのたうち回っている。まるで生きたまま焼けた鉄板の上に乗せられた魚のようだ。

「バカって何でさ!?　今の内に攻めれば」

「だからバカなんだ。あんな巨大な物が暴れ回っているまっただ中に、どうやって近付くと言うんだ!?　俺の射撃にしろ、あれではろくに狙いが定められん！」

「つまり……？」

「引っ張り出しただけで、あの一〇匹が落ち着くまで手が出せないという事なんだよ」

　だからバカなんだ、と吐き捨てながらそれでもクルトアイズは何もしないよりましとイャンクック砲を連射する。だがやはり効率のいい攻撃にはなり得ない。攻撃を絞って、どうにか一匹を仕留めたようだったが、残りの九匹は完全な無傷だ。すぐにまた砂中に潜り込まれてしまった。

「これをあと九回繰り返すか？」

　かすかな失敗も出来ない。しかもこの砂漠にいるガレオスがこの一〇匹だけとは限らないのだ。となればこの方法を続けるのは危険が大きい。

「わかっただろう？　軽はずみな事をするんじゃない」

　今回はただでさえ物資が乏とぼしい。その上、残り九匹のガレオスは、一斉に砂中から首を伸ばしキオとクルトアイズを見やった。もちろんその目に浮かぶのは友好の光ではない。突然不快な音を自分達にぶつけた無ぶ粋すいな人間達への怒りだ。

「一旦逃げるぞ」

　そう言ってクルトアイズは静かに後ずさった。しかし二人はすでに岩場からかなり離れた位置にいる。逃げるのも簡単ではない。

　九匹が一斉に吠えた。

「ギャァァァォォォォォ」

　同時に、「避けろ」とクルトアイズがキオを突き飛ばす。背中を突かれたと思った次の瞬間、焼けた砂に顔面を埋めていた。

「熱い～っ！」

　慌てて体を起こす。余程強く突き飛ばされたのか、二人の距離はかなり開いていた。思わず文句を言おうとしたキオだったが、キオとクルトアイズの中間地点、ついさっきまでいたところに砂の塊が降り注いだ。

「砂のブレス!?」

　飛竜の名残なごりと言われている、砂ブレスだ。砂中を回遊している間に体内に砂を蓄え、筋肉で圧力をかけ目的にたたきつける。竜族の強きよう靭じんな肉体があってこそ可能な芸当だ。

　砂ブレスを外したガレオスは悔くやしそうに鳴き声を上げる。そうして九匹が同時に、激しく泳ぎ始めた。別にどこかに移動する様子はない。その場でキオ達の周囲を包囲するように泳ぎ回っている。だが先ほどまでの明確な殺意は感じなかった。

　ただ、キオの勘はまだ警戒を解いていなかった。攻撃してくる様子はない。しかし肌がざわざわと、平常とは違う空気を感じている。何よりキオはこの感じに覚えがあった。

「クルトアイズ！　これ、あの時の……」

　当然わかっているのだろう。クルトアイズも一つ頷くと油断なく辺りを見回した。

　突然、足下の砂がうごめいた。その正体に思いを巡らせる間すらなく、黒い物体が地面から浮かび上がってきた。

「ボヤボヤするなっ！」

　また突き飛ばされるのはごめんだと、キオは反応よく跳びすさっていた。直後、ついさっきまでキオが立っていた場所から何かが飛び出す。

　まるで、先端に扁平な板を付けた黒い尖塔だ。

「で、でかい!?」

　思わず見上げるほどだ。それがうねりながら、更なる巨体を砂の下から引きずり出す。それだけの物体が地中から現れた影響で、周囲からそれの足下に砂が流れ込む。キオもにわかに出来た砂流に危うく足を取られるところだった。

「ドスガレオス！」

　そう叫ぶと慌てて距離を取る。クルトアイズは反対側に回避しているようだった。それはガレオス達の大型個体の名前だ。ただランポスやゲネポスとは違って通常体と姿はほぼ同じだ。違いは、体色がやや黒ずんでいる事と圧倒的な巨体を誇ることだ。

　通常体のガレオスは、イャンクックなどこれまで狩った事のある大型モンスターと大差はない。それでもそんな物が群れで現れるのは充分大したことなのだが。

　しかしドスガレオスはこれまでに見た事がないほど巨大だった。およそイャンクックの倍。空を飛ばず砂中で過ごす事を選択したため、それほどの巨体に進化する事が可能だったのだろうか。

　キオとクルトアイズの動きを目で追っていたドスガレオスが、ピタリ、と止まった。

「やばいっ！」

　とっさに真横に跳ぶ。

　瞬間、キオのいた場所をすさまじい勢いを付けられた砂塊がなぎ払った。先ほどのガレオスの比ではない。超圧縮された砂の塊で、砂漠が「割れた」。あんな物を浴びては人間などひとたまりもない。たかが砂だが、すさまじい勢いでたたきつけられるそれは容易に鉄の装甲を貫通するだろう。

　砂ブレスを外したドスガレオスは、すぐさま砂の中に残る下半身だけの力で宙に飛び出し、その勢いで再び砂の中に潜り込む。今度は完全に潜ってしまうのではなく、砂の上に背ビレだけを出し、まるきり大海原を泳ぎ回る魚のような素早さで移動しはじめた。

　逃げるのではなく、キオ達の周囲を大きな円を描いて回遊している。隙すきを見つけて襲いかかってくるつもりだ。九匹のガレオスもその動きに追従し、キオ達の周囲を回る。クルトアイズとは少し距離が開いてしまった。

「あんなの、どうやって狩ればいいんだよ……」

　狩るどころか逃げる方法もわからない。ガレオスと共に、ドスガレオスを見たのももちろん初めてだ。一般的な習性ぐらいは知っているが、すぐに役に立つかどうかは疑問だ。おそらく音爆弾は利くだろうが、さっきの繰り返しになる。

　キオの知識は、ハンター入門の一般的知識でしかない。ハンター達は情報を共有するが、それでも全ての情報を共有しているわけではない。一般に出回っている知識は、あくまでハンターがモンスターから不意打ちを喰らわないためのいわば防衛的な情報で、各モンスターをどう退治したか、どう捕獲したかなどのもっとも重要な情報は秘ひ匿とくされるのがほとんどだった。

　なぜなら、ハンターは商売である。しかも多分に危険をはらんだ職業である。一定の協力は当然として、それ以上の情報開示は商売敵を有利にするだけだ。だから情報は、一定のグループ内で共有されるのみで、一般の出版物などで詳しく知る事は出来ない。つまり試行錯誤の上で全てを自分で確立するか、キオがこうやっているように誰かに弟で子し入りして学ぶかどちらかだ。

「ガガガァァァアァァ」

　砂が、下から爆発するように盛り上がる。完全に気を取られていたせいで回避が一瞬遅れた。

「ちっ！」

　下から現れたのはガレオスだ。これが巨体を誇るドスガレオスなら体の下に巻き込まれていたかもしれない。

　ひとまず攻撃をさけ、クルトアイズの姿を探す。もちろんクルトアイズも無事だ。危なげなく周囲のガレオス達の動きを把握して攻撃を避けている。だが二人の距離は近付く事なく開きつつあった。野生の肉食動物の場合、複数で狩りをする種は標的が複数いた場合、それぞれを孤立させ、数的優位を確保しながら狩ると聞く。知らぬ間に引き離されてしまったが、これはガレオス達の本能から来る計算なのかもしれない。

　この状況で、キオは覚悟を決めた。もちろん諦めるわけではない。さっき失敗したばかりだが、だからといって尻込みしていては事態が余計に悪くなる。

　すぐに襲いかかってきそうな個体がいないのを確認すると、腰のポーチから音爆弾を取り出した。

「倒せなくても、時間は稼げるだろう！」

　そうしてクルトアイズを見る。数匹のガレオスの攻撃にさらされているクルトアイズは、避けながらもこちらを見ている。そうしてキオの手にある音爆弾を確認すると小さく頷いた。
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　拠点に逃げ込んで、キオは思わず座り込む。

「ぷは～。命拾いした～～」

　モンスターがいない安全地帯に安堵し、水筒に入れてあるクーラードリンクをがぶ飲みする。クーラードリンクは体温の上昇を防ぐ効果を持った飲み物だ。砂漠に踏み込む人間には命綱と言ってもよく、節約して使うべき物だが、今は我慢など出来なかった。

「ドスガレオスがいたから、ガレオス達があんなに統率されてたんだな」

　もしそうだとすれば、ガレオスを全て退治しなくても、ドスガレオスだけを倒してしまえば安全に商隊が逃げられる可能性がある。しかしクルトアイズは考え込んだまま同意しなかった。

「どうしたんだよ？」

　珍しくぼんやりしているクルトアイズに声をかけると、

「ん？　いや、そうとは限らない。魚竜は、ランポスなどと違って群れの結束が強くはない。おこぼれを狙ってドスガレオスの近くで動き回る個体がいる事もあるが、あれだけの集団になるのは聞いた事もない。あのドスガレオスが特別知能が高いのか、それとも何か他の理由があるのか、これだけでは判断がつかない」

　考え込んでいてもきちんとキオの言葉を聞いていたあたりは、やはり抜け目がない。

「じゃあ、ドスガレオスを倒しても問題は解決しない？」

「わからない。解決するかもしれないし、しないかもしれない。ただ言えるのは、ドスガレオスを倒し、残りのガレオス全部を倒すのは、かなり厳しい」

　確かに、ただでさえ大型モンスター並みの大きさのガレオスと、これまで見た事もないような巨体を誇るドスガレオスだ。イャンクックは飛び上がりこちらの手が届かなくなる事が最大の問題だった。ドスガレオスは砂の中に潜る事で手が届かず、その上砂ブレスの凶悪な攻撃力が加わる。明らかにそれ単体でもイャンクックより危険な相手だ。しかもガレオス達が取り巻いている。その上、準備不足は明らかだ。

　これだけ悪条件が重なっては、なるべく消耗するような事はせず、商隊が足止めを喰らう原因の「核」になる部分をピンポイントで解決しなければならない。さすがのクルトアイズも手も足も出ないのだろうか。

　キオが心配そうな顔で見ているのに気が付いたのだろうか、クルトアイズは「フッ」と小さく笑った。

「手も足も出ない、とでも思っているのか？　だとしたら見くびられたもんだ」

「何か方法が？」

「当たり前だ。とはいえ、今のままでは予想外の何かが起こった時に対処出来ん。全てが計算通りに進めば無事に帰れるが」

「ちょっとでも狂えばダメになる？」

　ああ、とクルトアイズは頷く。どの程度狂えばダメになるかわからないが、やるべき事があるなら早く行動に移ればいいのにと思ってしまう。

「狩り場で、人間の計算通りに終わる事などほとんどない。いつも人間は自然の圧倒的な力でねじ伏せられ、翻弄される。持ちうる全てを使ってどうにか食らいつくのがやっとだ。確かに計算は立った。だが、余裕がない状態で動くのは危険なんだよ」

　不満そうな表情を見てとったのか、クルトアイズはそう言う。確かに、これまでクルトアイズが限界ギリギリで動いたのを見た事はない。もちろんキオを鍛えるために依頼の難度を抑えてもいたのだろうが。

「じゃあ、どうすれば!?」

　だとしても、洞窟の中で寒さに震えていた商人達の顔が思い浮かぶ。

「さえずるな。最後まで完全に成功する確信はないが、最初にやる事はそう変わらない。まずそれを片づける。……お前にも手伝ってもらうぞ。いいな？」

　おう、とキオは気合いを込めて声を張り上げた。
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　二人がやってきたのは岩山の東側にある小さなオアシスだった。岩場を選び、細心の注意を払いながらやってきたのだ。

「なあ、こんな所で何をするんだよ？　水を汲くむのか？」

　聞きながらそんなわけがないのはわかっている。なぜなら、拠点からいくつかの荷物を持ってきたからだ。シビレ罠が一つ、大タル爆弾が二つ、音爆弾が五発。道具袋に入れて携行している物も含めれば、薬や食料以外の、狩りに使う道具のほとんどをこの場に運んだ事になる。何かクルトアイズはやる気なのだ。

「この地形を見て、何か思いつかないか？」

　言われ、キオは改めて周囲を見渡す。岩山と小さなオアシスの間に狭い道状の砂漠が横たわっている。オアシスの向こう側にも小さな岩山があった。

「この下、砂漠に見えるが少し掘れば岩盤が岩山からずっと続いているはずだ」

　クルトアイズの言う通りだろう。おそらく埋まっているだけで、大きな岩山と、オアシスの向こう側に見える小さな岩山はつながっている。その山と山の谷間に砂が積もり、降った雨が溜まってオアシスになったのだろう。

「ひょっとして……」

　そこまできて、キオにもようやくクルトアイズの言いたい事が飲み込めた。

「そうだ。ここには、ドスガレオスは入ってこられない。巨体は、巨体である事が一つの弱点となる。おまけにガレオス達も全てが同時には入ってこられないだろう。せいぜい三匹。三匹ずつならこちらの消耗を抑えながら倒す事も出来る」

「じゃあ、さっそくはじめよう！」

　だがクルトアイズは首を横に振った。

「いや、その前に、お前には一つやって貰う事がある」

　それを聞かされたキオは、改めてクルトアイズと自分のハンターとしての器の違いを思い知らされるのだった。

　

　遠くの方で、音爆弾が炸さく裂れつした。

　一発だけではなく、続いて一発。さらにもう一発。これで音爆弾の残りは二発になった。音爆弾を破裂させたのはオアシスではない。潜っているすぐ上で破裂させると驚いて飛び出してくるが、基本的にガレオスは音爆弾の発する音を嫌う。オアシスで鳴らしても逃げるだけで寄っては来ない。だからクルトアイズは、一人でオアシスを離れ、そうしてここに向けて追い込もうとしたのだ。

「……来る、のか？」

　オアシスに一人で残ったキオは、たどたどしくそう呟いて辺りを見回した。やってきたガレオスを逃がさないのがキオの役目だ。

　音爆弾の余よ韻いんが、小さな谷間に響き渡り、それが消えると何も聞こえなくなった。乾いた風が、砂の道を走り抜け、小さな泉の水面をかすかに波立たせる。その気配と自分の息づかいだけがあった。

　キオはハンターカリンガを抜き放ち、目的の相手が現れるのを待った。周囲が静まりかえっているからこそ、否応なくこれから山場が訪れる予感を感じる。かすかに緊張していた。しかしすぐにそんなものは消えてなくなった。炸裂させた音爆弾に追い込まれ、さっそくガレオスが砂中から姿を現したのだ。

　その数は三。

　現れたのは通常体のみ。狙い通り、ドスガレオスの姿はない。背ビレだけをわずかに地上にさらし、キオの周りを回遊し始める。逃げてきた先で獲物を見つけ、これ幸いと襲いかかろうとしているのだろう。考えようによっては、まるで釣りの撒まき餌えである。

　しかし砂漠の真ん中で遭遇した時ほどの恐怖は感じない。危険を感じれば左右、どちらかの壁際に避難すればいい。砂が浅くなっているため、ガレオス達の動きは極端に不自由になる。そうしてクルトアイズが戻ってくるのを待っていればいい。キオは三匹の動きを見ながら隙を見せないように動き回った。さらに言うなら、ガレオス達の移動範囲が狭い分、動きが見切りやすい。

　襲いかかってきたガレオスから身をかわし、反撃を加えた。大きなダメージは与えられない。だがさっきより、格段に楽になった。よけて、可能なら反撃する。そんな事を何度か繰り返している内に、クルトアイズも無事に合流した。

　現れたクルトアイズは早速、キオの周囲に留とどまっている一匹に狙いを定め狙撃する。その精度も明らかに上がっていた。もちろん背ビレだけしか狙えないのは変わらない。しかし先ほどは、一発当てたあと、二発目を当てるまでに狙いをつけ直さなければならなかったが、今度は動きが予想しやすくクルトアイズは連続して同じ個体を狙い撃つ。

　ガレオスの恐ろしいところは、人間には手の届かない砂の中を自由に泳ぎ、こちらを翻ほん弄ろうするところだ。だが、それもここではうまくいかない。潜ったガレオスの動きは窮きゆう屈くつそうで、広い場所では円を描くように回遊していたものが、仲間や岩盤とぶつかりそうになるためか、泳ぎが滞とどこおる。その止まった一瞬を狙ってクルトアイズが狙撃する。さすがにたまりかね、クルトアイズに狙われていた個体が砂の中から飛び出してきた。そこを見計らって、今度はキオが突進する。

　体にまとわりついた砂を払うために体を震わせる。その隙に剣が届く間合いまで一気に近付いた。そこまで近付けば、他の個体の砂ブレスを心配する事はない。ガレオスの体自体が遮しや蔽へい物ぶつとなってくれるからだ。

「ガァァァァ」

　キオが第一撃を振り上げる頃になって、ようやくガレオスはキオの接近に気付いたようだった。砂中の生活に適応して進化してきたガレオスは、聴覚に比べ視覚が鈍い。

　駆け寄った最後の一歩をそのまま軸足にして、勢いを殺さず腕に伝える。振り上げたハンターカリンガをいまだ身構えていないガレオスの脚にたたきつけた。

　イャンクックを狩った時、ハンターカリンガの刃は硬い鱗うろこに阻まれ、鱗を傷つけるに留まった。ガレオスも鱗は持っている。しかし潜り込んでいる砂自体が外敵の脅きよう威いを減らしてくれるおかげか、鱗自体はイャンクックとは比べ物にならないほど柔らかかった。体格こそイャンクックと同格だが、たった一撃で、鱗と皮を引き裂いた。

「ガァァァァ」

　痛みでガレオスが暴れる。体を回転させ、尻尾に体重を乗せキオを弾き飛ばそうとする。しかしキオは勢いよくかがみ、これをかわした。尾がすさまじい勢いで頭上を通り過ぎる。後頭部の髪を数本かすった。まともに喰らったらよくても骨折は避けられないだろう。その威力を感じて一瞬だけ背がこわばる。硬直する時間を最小限度にとどめ、すぐに次の行動に移った。

　体ごと回転したガレオスは、こちらに背を見せている。目の前にさっきとは反対側の脚がある。そのまま素早く斬りつけてやった。両脚にダメージを負ったガレオスは、立っていられなくなりつんのめる。それを見逃さず、素早く前に回り込むとひょろりと長い、いかにも脆そうな首に連続してハンターカリンガをたたき込んだ。

　一匹を仕留め、残りがどうなったかを探す。

　残りは二匹、それはクルトアイズが牽けん制せいをしていた。狙撃し、気を引き、あるいは砂中から顔を出して砂ブレスを吐こうとするのを邪魔してくれていた。すぐに駆けつけなくても多少の余裕がある。キオは腰のポーチから音爆弾を取り出すとガレオス達をめがけて放り投げた。炸裂した音が、二匹のガレオスを砂中から引きずり出す。クルトアイズはすぐさま威い嚇かくから本腰の攻撃へと切り替えた。牽制の場合、相手の気を引くためにわざと外したり、その場にいる複数の標的にまんべんなく狙撃する。しかし攻撃の場合、標的はより弱っている個体のみになり、狙いもよりシビアになる。

　今度はこちらが残りの一匹を牽制する番だった。クルトアイズの狙いから外れた方のガレオスに近寄る。しかし今度は積極的に攻撃を加える事はしない。走り寄り、軽く一撃を加えこちらを意識させる。そうして距離を置いた。クルトアイズの事はすっかり忘れ、キオに向き直る。ここで適当な距離を保ったまま視界をうろついてやると、誘われたガレオスはその場から砂ブレスを吐きだした。もちろん、適当な距離とは砂ブレスを誘いつつ容易たやすく避けられる距離の事だ。

　砂ブレスをかわし、再び距離を詰める。性質上、砂ブレスは連続して吐く事が出来ない。その隙に近付き、また軽く一撃を加える。先ほどのような渾こん身しんの一撃ではない。せいぜい、ヒレに軽い傷を付けるだけ。しかしそれでガレオスは逆上し、キオを狙うようになる。

　そうしてクルトアイズが狙撃で二匹目を葬り去る頃、狩猟の気配に引き寄せられ、さらに二匹のガレオスがこの場に現れた。これがクルトアイズの作戦だった。狩りの気配は他のガレオスを引きつける。しかも今回は、何故かガレオス達がひと塊になって離れようとしない。これを利用したのだ。数の多い群れが恐ろしいのなら、これを分断して各個に撃破する。

　誘い込んだガレオスには全く恐ろしさは感じなかった。

　新たに現れたガレオスを引き連れてキオは予め打ち合わせておいた方向に走る。長距離を走ればとても敵わないが、切り返し時などを狙えば短距離なら追いつかれずにすむ。開いたキオとガレオスの間を、クルトアイズが狙撃した。撃ったのは地面ではない。地面に設置された大タル爆弾をだ。

　弾丸が吸い込まれた直後、大タルのありとあらゆる場所が内側から膨張し、轟ごう音おんが炎と共に弾けた。その爆発は天高く舞い上がり、多量の砂ごとガレオスを巻き上げる。宙に放り出されたガレオスは、そのまま地面にたたきつけられた。クルトアイズは爆音と衝撃で痛めつけられたガレオスを素早く狩る。

　キオは爆発の威力に驚いて動けなかった。大タル爆弾を使ったのは初めてだったのだ。ハンターがよく使用する道具に爆弾類があるのは知っていたが、ここまで威力がある物だとは思っていなかった。

「こんなすごい物でモンスターを狩るのか……」

　今まで夢中で動いてきた。だが、大タル爆弾の威力を目まの当たりにして気合いが鈍る。人の命がかかっている、だからこの依頼を達成するまでは整理出来ない気持ちは無理矢理押し殺そうと決めていた。だが、こうしてクルトアイズを手伝って、圧倒的な力でモンスターを狩れば狩るほど、父親の狩りのスタイルと全く逆の事をやっているのだと思い知らされる。

　自分のせいで父親が死んでしまった。まだたくさんやるべき事は残っていただろう。それを全て、あの瞬間に途切れさせてしまった。せめてその続きを自分が背負っていこうと、そう思ってハンターになったのだ。父親の跡を継ぐ事が、父親が生きてきた証拠を残す事になると信じてきた。力が足りない。それはわかっている。こうしなければならないのもわかっている。しかし……。

　ハンターカリンガを振るう。

　しかしそこに最初と同じだけの闘志はこもらない。めったやたらに振り回し、打ち据える。

「早く終われ！　終わってしまえっ！」

　そうすれば、全てが無事に終わればもう悩まなくてもいいのだ。息継ぎが苦しくなった遠泳のように、キオはもがきながらガレオスを斬り捨てる。しかしガレオスは全く怯ひるむ事なく、倒しては誘い込み、誘い込んでは倒す。そうして九匹いるはずのガレオスを七匹まで倒したところで後続がピタリとやんだ。狩りの気配がガレオスを引き寄せる役割を果たすはずだ。なのにである。

「もしかして、商隊の方に向かったんじゃ……!?」

　キオはそう思い、倒したガレオス達を避けて歩きながらオアシスの出口に近寄っていった。

「バカ野郎！」

　だがすぐ後ろから駆け寄ってきたクルトアイズに突き飛ばされる。その直後だった。オアシスの出口ギリギリに、浅黒い巨大なドスガレオスの顔が飛び出し間髪入れず砂ブレスを放つ。それは倒れた仲間ごと地面をなぎ払う。クルトアイズが突き飛ばしてくれなかったら、至近距離からそれを喰らっていたところだった。命に関わる。たとえ命を失わなくとも、顔面に喰らえば少なくとも失明は避けられないだろう。狩り場でそんな事になれば、死んだも同然だ。

　ドスガレオスはこれ以上近寄ってこなかった。砂が浅いために潜れないのだろう。地上を歩けば可能なのかもしれないが、そうなれば今度はキオとクルトアイズに狙い撃ちされる。本能的に察しているのだろう。

「心配しなくても、もう商隊は安全圏までたどり着いているはずだ」

　そう、このオアシスにガレオス達を引き寄せる前に、キオは洞窟の中の商人達の所にクルトアイズの言葉を伝えに行っていた。最初に三発音爆弾を鳴らしたら、ゆっくりと出来るだけ静かに北側から逃げ出すように言っていたのだ。もちろん商人達の移動で物音はする。しかしそれ以上に大きな音を発する爆弾の方に小さな物音はかき消される。おまけにキオとクルトアイズはここで狩猟をはじめる。その気配がまた移動のわずかな気配をかき消す役に立つのだ。

　商隊への伝言が、最初にこのオアシスに来た時にクルトアイズが言った「やってもらう事」なのだ。オアシスを出ようとした瞬間にドスガレオスが襲ってきた事から見ても、もう商人達は無事に逃げ延びたはずだ。

　ずっと狙っていたのだろう攻撃を外したドスガレオスは、忌いま々いましげにキオ達を睨にらむと再び砂に潜っていく。

「……ここまでは予定通りだな」

　最初、準備不足のため不確定要素が多く、どこかで狂いが生じると言っていた。だがその狩りの段取りが、思った以上にうまくいっているらしい。何か予定が狂っていれば苦しい状況だが、理想通りにいっているのだ。ここまでくればドスガレオス討伐を視野に入れてもいいという事なのだろう。

　標的として、正式にギルドに認定されたモンスターは人間の害になる存在だ。依頼を受けたハンターは可能な限り狩らなければならない。

「わかってる。やるさ」

　あと少し、あと少しだけ頑張るとキオは自分に言い聞かせた。

　

　残った物資は、シビレ罠が一つ、音爆弾が一つ、大タル爆弾が一つ。他には回復薬と食料が少々だ。それに対し、相手はドスガレオスと通常体のガレオスが二匹。相変わらず余裕がないのは変わらないが、最初から諦めて逃げ出す状況でもない。

　残り二匹のガレオスを先に間引いておくというクルトアイズの指示により、キオ達はガレオスが現れるのを待った。しかしいくら待ってもガレオスはやってこなかった。

「どうやらこれが罠だと学習したようだな。あるいはドスガレオスが制止しているのか」

「そんな事が出来るのか？」

「わからん。俺は学者じゃないからな。この現状で、納得できそうな可能性を言ってみただけだ」

「どっちにしても、これならこっちから打って出るって事だな」

　それならキオも負担に感じないですむ。しかしクルトアイズは小さく首を横に振った。

「いや、無策に突っ込んでいくワケじゃない」

　また何か罠を使うのだ。出来るだけ胸の痛まない物ならいいのに、とキオは密かに願っていた。
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　どこを見渡しても、今日のセクメーア砂漠の空に雲はない。照りつける一方の太陽が砂漠の表面温度をぐんぐん押し上げていく。

　ここは岩山の南側。すでに商隊が出発した洞窟の南側の出口だ。クーラードリンクを飲んでも、流れる汗は止まらない。直射日光に当たらない洞窟の入り口にじっとしているのに、外気に触れているだけで体力を消耗しそうになる。これでクーラードリンクがなければとても保もたないだろう。

　クルトアイズの策は、待ちとシビレ罠、そうして大タル爆弾の組み合わせだった。ドスガレオス達はキオとクルトアイズの存在を警戒し始めたようだ。音などで追い込む事は不可能だろう。オアシスの入り口に近付いたキオに攻撃してきた事からすると、遠巻きにこちらを狙ってはいるらしい。

　手順はこうだ。こうして洞窟の入り口に潜んで一度ガレオス達の警戒を解き、無防備に現れたところを狙う。そのためには待つ。延々と待つのだ。

　その後、キオが囮おとりとなって走り、ドスガレオスをシビレ罠に引っかける。そうしてキオとクルトアイズで可能な限り攻撃を加える。シビレ罠のすぐ側には大タル爆弾も仕掛けてあり、罠の効果が切れる寸前に距離を置き、クルトアイズの狙撃で誘爆させてダメージを与えるつもりだ。もちろんそれだけで仕留めきれるとは思わないが、傷を負わせる事が出来れば、あとはそこを突いていく事が出来るだろう。ここから少し離れた砂漠のただ中に罠はすでに仕掛けてある。

　砂漠には目印がない。そのため、クルトアイズはマカ壺つぼを使った。回復薬などを入れ地面に埋める事で熟成するための道具だが、熟成の過程で有色の煙が発生する。これを目印代わりにするのだ。クルトアイズは別の場所でドスガレオスの出現を待っている。

　ただやはり、キオは乗り気ではなかった。大タル爆弾で吹き飛ばされたガレオスの姿を思い出した。ドスガレオスが危険なモンスターなのはわかるが、それでもこんな強力な爆弾を使うのが、酷ひどい事のように思えて仕方がない。

　しかし次は動かなくてはならない。でなければ、自分だけならまだしもクルトアイズまで危険な目に遭わせてしまうかもしれない。できるのだろうか。自問しても答えは出ない。汗が額ひたいからこぼれ落ち、頰を伝う。手の甲でそれを拭ぬぐいながら息を潜め待つ。

　早く出てこいと小さく呟く。

　しかし、胸の中ではもう出てくるなと呻うめいていた。

　砂漠は何も変わらない。

　焼けた砂の上を、乾いた風だけが駆け抜ける。古い風紋の上に、新たな風紋をほんのわずかだけ刻みつける。この砂漠はそんな事を何万回繰り返してきたのだろう。

　その時間の積み重ねと同じぐらい、胸の中で「来い」「来るな」を繰り返していた。だがどれだけ時間をかけても、いやかえって時間をかけたからこそ、心構えが出来なかった。

　来い、来るな、から出てきたらどうしようと思うようになる。あまりにじっとしていたせいで、動けるのだろうかと不安になってくる。

　クルトアイズとは別々に待っているせいで、余計に迷いは深まっていった。だが事態の流れは、そんな時だからこそ動き始める。

　砂漠の地面が盛り上がり、ドスガレオスの巨体が砂の中から現れる。走り出さなければならない。そうして目を引き、罠にかけなければならない。

　だがまだ心の準備が出来ていなかった。

「く～～～っ、行くんだよっ！」

　キオは自分自身を怒鳴りつけて洞窟の入り口から飛び出した。しかし、迷いを振り切るまで、一瞬だけ出遅れる。その出遅れは、致命的な遅れだった。キオの存在にすぐ気付いたドスガレオスは一瞬で向き直ってこちらに突進してくる。罠はキオとドスガレオスを結んだ線の上にない。素早く動ければ襲いかかってくるドスガレオスが罠に引っかかるように誘導できただろう。だがキオがそれに思い至るより一瞬早く、ドスガレオスは罠の横を通り抜けていた。

　失敗を悔いる間もなかった。ドスガレオスはもう目の前に迫っていたのだ。砂から顔を出すと同時に飛びかかってくる。巨体それ自体を武器としてキオに襲いかかった。キオの小さい体はひとたまりもなく弾き飛ばされ、砂漠の上へと投げ出された。着地したドスガレオスは素早く反転し、キオめがけて砂ブレスを吐き出す。体が全く反応しない。どうにか半身を捻ひねって直撃だけは避けるが、炸裂した勢いでまた小さく吹き飛ばされる。

　よほど、ガレオス達が倒された事で怒っているのだろう。様子を見る事もなく、そのまま地上を歩いて寄ってくる。それほど早くはないが、体中が痛んで動けなかった。それでもどうにか体を起こし、逃げようとする。まともに走れない。脚がいう事を聞いてくれない。ドスガレオスは容よう赦しやなく間合いを詰め、そうしてたくましい尾を振るってキオを叩き伏せようとした。

「くぅっ！」

　せっかく立ち上がったのだが、出来るのはもう自分から倒れ込む事だけだ。どうにか尾の直撃は避けたが、自分で立ち上がる力は既に残っていなかった。

　ああ、もうダメなのだと突然悟った。だが目的の商隊は無事に逃げ延びたのだ。だったら充分ではないか。そう考えると、少しだけ恐くなくなる。そうして徐々に意識が遠くなっていった。




　　　　　８




　キオは、再び目を開いた。

　最初、自分がどうして生きているのか全く理由がわからなかった。しかも砂漠の真ん中ではなく、拠点の、日陰の中だ。派手にやられたが、体を見てもそれほど大きな傷は負っていない。体力の消耗が激しかっただけなのだろう。

　だが大きな怪我を負った人間は、他にいた。もちろんクルトアイズだ。気が付いた時、すぐ側にクルトアイズが意識を失って倒れていた。傷だらけだ。狩りに出ても泥汚れ一つ付けなかったクックＳシリーズは砂と血で汚れていた。中でも酷いのは左腕で、手甲が歪ゆがんでいる。苦労して外せば腕が紫色になって大きく腫はれ上がっていた。筋か、ヘタをすれば骨折しているかもしれない。

　だが何よりキオを驚かせたのが、クルトアイズが持っていたイャンクック砲だ。それが、どんな攻撃を受けたのか真ん中でまっぷたつに折れて転がっていた。

　何が起こったのか、見ていなくてもわかった。ドスガレオスがキオを押しつぶそうとしたあの瞬間、クルトアイズは駆けつけキオを救ってくれたのだ。自らはズタズタに傷ついて、自分の愛用のイャンクック砲が壊れるのも構わず。

　キオにとって、父親の跡を継ぐ事が、父親の生きた証を残す事が全てだった。だから父親と違うスタイルで狩りをするクルトアイズの言う通りには出来なかった。力の足りないキオでは、言う通りにする事の方が安全で、正しいのはわかっている。それでも出来なかった。

　だが、だからといって嫌っていたわけではない。

「色々逆らったけど、俺、俺……」

　父親を別にするなら、今までで一番信頼していた。決して本人の目の前では言えないけれども、尊敬している面だってあった。決して失敗せず、何か不測の事態が起こっても平然と挽ばん回かいし、キオからすれば驚くほど困難な狩りも涼しい顔でこなす。

　そんなクルトアイズが、傷だらけで倒れている。

　全て、キオを助けるためだ。キオが未熟なせいだ。キオが子どもっぽい理想に振り回されているからだ。

「どうしてだよ！　どうして、俺なんかもう見捨てて、ハンターをやめさせるって言ったじゃないかっ!?　俺、どうにかなるにしても自分だけだと思ったから、あんたを巻き込まないですむと思ったから安心してたのに」

　クルトアイズはまだ目覚めていない。だからこそ吐き出せる本音だった。

　手持ちの回復薬は決して充分ではないが、それでもキオは必死にクルトアイズの傷を治療する。幸い、命に関わる状況ではなかったのか、しばらくしてクルトアイズは意識を取り戻した。

「クルトアイズ！」

「キオ、無事だったな……」

　無表情でクルトアイズが呟く。キオは何度も頷いた。

「フ、なに泣いてるんだ」

　かすかに笑った。その笑顔を見せてくれたのはずいぶん久しぶりな気がする。冷笑に近い笑み。しかしそれを、キオは懐かしく思った。

「な、泣いてなんかいるかよ！」

　慌てて指で目尻を拭った。

「くそ、ドジったな。またやっちまったか」

　涙を拭った事には気付かないでいてくれたのか、クルトアイズは自由に動かない左腕に気が付いてそう呟いた。

「また？」

「……前にも一度な」

　キオは荷物から水筒を取り出すと飲ませてやる。一息ついたクルトアイズは、キオを呼んだ。

「う、うん」

　水か、回復薬かと身構えるキオに、クルトアイズは全く違う事を言った。

「キオ、お前はこのまま逃げろ。荷物を置いて身軽になれば、どうにか突っ切れるだろう。だから俺を置いて逃げろ」

「ちょ、ちょっと待てよ。ここで村から助けが来るのを待っていれば……」

「無駄だ。村長に約束させた。何があっても救助には来させないようにってな。悪いが、新人に毛が生えた程度のハンターやとっくに引退した教官では犠牲者を増やすだけだ。村長も納得してくれた」

「そんな……」

「だから、俺にはお前を無事に帰す責任がある」

「だからって、あんたを置いてなんて行けるはずがないだろう!?」

「無理だ」

「やってみなくちゃわからないだろ！　俺はやるって言ってるじゃないか！　大体、あんたは俺が逃げたらどうなるか本当にわかってるのか!?　死んじゃうんだぞ！　俺なんて、あんた俺の事なんて嫌いなんだろ！　昨日だって勝手に約束破って一人で狩りに行って、すげぇ怒ってたじゃないかっ。だったら、俺の事なんて……なんでだよ」

　ハンターにとって、貴重な情報をクルトアイズは惜しげもなく提供してくれた。それはキオが最初から望んでいたものとは形が違ったとしても。どうしてそこまで見ず知らずのキオに入れ込んでくれたのだろう。少なくともそれを聞くまでは、キオは死んでも引き下がれなかった。

　クルトアイズは、何も言わなかった。ただいつもの冷ややかな表情を収め、まっすぐキオを見ていた。

「……俺は、俺も昔、双そう剣けん使いだった」

「え？」

　そうして痛めた左腕を見る。

「狩りで左腕の筋を切ったんだ。どうにか物を摑む事は出来るようになったが、とても元の握力は戻らない。双剣はおろか、近接戦闘で武器や防具を支えるのが不可能になった。一度は引退を宣告されたさ。そうなるまでは、一応は名が知られたハンターだったんだ。今でもその頃の名前だけを聞いて、俺を一流のハンターだと勘違いするヤツはいるがな」

　自じ嘲ちよう気味に笑う。

「片腕を痛め、『隻せき腕わん』だなどと言われながらも、俺はハントから離れられなかった。ハンターという職業に誇りを持っていた。俺にとって、全てだった。惨みじめで、みっともなくすがりついて、狙撃の腕を上げて、ようやくまた第一線にどうにか顔を出せるまでになった。だが、満足なんてしていない。俺の中で、昔の俺はまだ取り戻せちゃいない」

「え……？」

　どんな依頼も涼しい顔でこなしてきて、「敵などいない」という顔をしていたクルトアイズが、自分に満足していない――それどころか悔しさすら感じているのが信じられなかった。

「だから、求められる力と自分の力の差でもがき苦しむお前の気持ちが、少しわかる。……最初はここまで深入りするつもりはなかったんだがな」

　今度は苦笑する。こんなクルトアイズを見たのは初めてかもしれない。

「言いたい事もわかる。見ようによっては罠は姑こ息そくに、集団でモンスターを狩るのは残酷に見えるかもしれない。中にはそれを楽しむ者もいないではない。だがな、それで終わりか？」

「え？」

「お前の思い描く理想通りのやり方が通らなければ、それだけでお前の目指す理想には届かないのか？　オヤジの跡を継ぎたい？　オヤジの何を継ぎたいんだ？」

「それは……」

　考えてみれば、キオ自身、それは漠ばく然ぜんとして明確な形を取っていなかった。だからがむしゃらに、父親の後を追っていただけだ。

「父親の力に憧れていたのか？　力だけがあればいいのか？」

「ち、違うよ！　ただ強いだけじゃない！」

「だったら探せよ！　父親と同じ力がない。だが力を求めていたんじゃないなら、それ以外の方法で理想を実現する道がないかどうかを探せよ。お前はまだ、全然もがき足りてないんだ！」

　そう言うと、痛めていない右手でキオの肩を痛いほど摑んだ。

「血ち反へ吐どを吐くぐらい悩んで、苦しんで、無理だというのはそれからだ……」

　だから今は逃げろと言うのだ。

「でも、俺は……」

　なおも言いよどむキオに、クルトアイズは意地の悪い笑みを漏もらした。

「本当を言うとな、俺はお前が何を目指しているのか、おぼろげにだがわかる」

「え!?」

「だが、教えてはやらない。いや言葉で教えてもわからないし、その上、普通にハンターをやるよりずっと大変な道だからだ。だから無理矢理に普通という型にはめようとした。普通のハンターになった方がずっと楽だし、途中で諦めるならそれでもいいと思っていた」

　今まで言わなかった事を言おうとしている。それは、最期を覚悟しているからだ。

「バ――」

　バカ野郎、という前にクルトアイズが再び口を開いた。

「お前はお前のやり方を探すんだ。罠が嫌ならいい。集団で狩るのが嫌ならそれでいい。お前が納得出来る罠の使い方はないのか？　どこまでが許せて、どこからが許せないんだ？　絶対にオヤジさんと同じじゃなくちゃダメなのか？　……違うだろう？　お前が継ぎたいと思っているのは、オヤジさんそのものじゃない。だったら、お前のやり方でお前が実現出来る正解を探し出せよ。そのための材料は、もうお前の頭の中にたたき込まれている」

「俺の、頭の中……？」

「お前が見逃していなけりゃな。だから今は逃げろ、俺の事は考えなくていい」

　それだけを言うと、クルトアイズは体力の限界が来たのか再び地面に横たわった。

「今は逃げろ。村に帰って、ゆっくり思い出せ。もし、それでもどうしてもダメだと思うなら、もう文句は言わない。だから自や棄けになるな。今は、逃げろ」

　キオは動けなかった。自分がピクリとでも動けば決定的な何かの引き金を引いてしまうような気がして、動けなかった。

「疲れた……さっさと行け」

「こ、この大バカ野郎っ。そんな事言われて、俺が大人しく逃げ出すようなヤツだと思ってるのかっ、あんたはっ！　みんなに必要とされてるのは俺なんかじゃない、あんたの方だ。だからあんたこそ、今ここで死んじゃいけないだろ！　死なせない、絶対死なせない！」

　精一杯真剣に叫んだつもりだったのに、当のクルトアイズはもう意識を失っていた。

「死なせないから」

　キオは自分に言い聞かせるようにそう言うと、ハンターカリンガを手に立ち上がった。
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　拠点を出ると、外はもう燃えるような夕日に彩られていた。

　砂漠が、炎の海のように燃え上がっている。

　その砂漠の真ん中に、そいつはいた。砂の中に潜る事もなく、キオが拠点から出てくると確信していたのか身じろぎもせずに待ちかまえていた。もはや二度と獲物に逃げられないように、逃げ道を塞ふさいで待っていたのだろうか。恐ろしいほどの執念だ。しかし今のキオは、動じなかった。

　死ぬか生きるかの瀬せ戸と際ぎわに来ているというのに、何な故ぜか心の中は酷く静かだった。いや、むしろ瀬戸際に追い込まれているからこそ、あれこれ思い悩まなくなったのだろうか。

「ギャァァァ」

　空に向かって鳴き声を上げる。すると残り二匹のガレオスがどこからともなく姿を現した。これでさらにキオの生き残る確率が減ってしまった。しかしもう、怯む余裕すら残っていない。元々無謀な狩りなのだ。どちらにしてもキオに出来るのは動く事だけだった。ドスガレオスもキオの気合いに呼応するかのように動く。勢いよく前方に飛び出し、そうして一気に砂中へと潜り込んだ。

　それを合図に戦いの幕は切って落とされた。

　キオは走り出す。体力は回復薬とこんがり肉で回復してある。節々が痛んだが、動くのに支障はなかった。ドスガレオスと二匹のガレオスは、背ビレだけを出して同じように泳ぎ回る。だがいい加減、その動きにも慣れてきていた。キオは最後の音爆弾を近くを泳いでいるガレオスに向かって投じた。

　すさまじい音が弾け、狙い通り、一匹だけが地上に出てきた。キオは一気に距離を詰め、そうして斬りつけた。右脚を斬り、左脚を斬り、体を何度も斬りつける。音爆弾を使えば、キオにもガレオス程度は仕留められる。

　だが、これでほとんど手持ちの道具は尽きた。あとは砥石と回復薬とクーラードリンクが少しずつ。それで出来る事と言えば、命が尽きるのをほんの少し先延ばしにするぐらいだろう。だがそのほんの少しの時間で、やれるだけの事をやるつもりだった。

　時折顔を見せるドスガレオスは無視をする。砂ブレスにさえ気を付ければどうにかなる。キオは向かってくるガレオスに対して身構えた。もうその速度にも慣れた。すれ違いざま、思い切り背ビレをたたき斬る。一撃では足りない。反撃されないように素早く飛び退き、また近付いてくる軌跡を見切って背ビレに斬りつける。一方的に攻撃されるままだと気が付いたのだろう。とうとうガレオスはたまらず地上に飛び出した。これこそがキオの狙いなのだ。

　距離を詰め、再び逃げられない内に斬りつける。斬って斬って斬りまくる。鮮血がほとばしり鎧よろいを染めた。だがもう、気にならなかった。血で染まる前に夕日がその色に染めていてくれたからだ。

「もう、お前だけだっ！」

　そう叫びながら向き直る。距離は開いていた。ドスガレオスもすぐには行動に移さない。その瞬間、キオには一つの計画がひらめいていた。そうしてきびすを返して逃げる。













　もしそんな感情があるのだとすれば、驚いたのはドスガレオスだろう。今までただただ無謀に突っ込む事しかしなかったキオが、いきなり逃げ始めたのだから。

　出遅れたドスガレオスとキオの間がさらに広がる。迷いなく目指したのは先ほどのオアシスだった。ドスガレオスが入ってこれないオアシスに、しかし逃げ込んだわけではない。ここはただ通り過ぎる場所だ。

　倒されたガレオス達がそのままになっている。剝ぎ取りもしないまま放置するそれに詫わびながら、キオはクーラードリンクを飲み干した。もうすぐ日が暮れ気温が落ちる。たとえこれ以上長引いても、これを飲むのは最後だろう。

　そうして再び走り出し、一気に南側の砂漠へと飛び出した。キオの足音から行き先を判断したのだろう。飛び出したそこに、ドスガレオスから砂ブレスの歓迎が待っていた。だが半ば当てずっぽうに近いそれを軽くかわしてさらに進む。

　脚が熱を持っていた。心臓と肺が灼け付くように痛み、早く足を止めたがっている。だがもう少しだけの辛抱だ。

　すでにここがどこなのか忘れているのだろう。それとも最初から気が付いていなかったのだろうか。ドスガレオスは無防備にキオの後ろを追ってくる。

　場所はわかる。日差しが弱くなったおかげで遠くからでも煙が見えた。そうして位置を合わせ、ドスガレオスを誘導していく。シビレ罠が展開したのはその直後の事だった。ドスガレオスが引っかかり、激しく痙けい攣れんしながら硬直する。

　なりふり構ってはいられなかった。自分のせいで自分が死ぬだけならともかく、クルトアイズを巻き込んで死なせるわけにはいかない。キオはとって返し、ハンターカリンガを抜き放ってドスガレオスに襲いかかった。だがその手応えはやはりガレオスの比ではない。その硬さは、それほど鱗が発達しているようにも見えないのにイャンクックに勝るとも劣らなかった。刃が通らない。

「うわあああああぁぁぁぁぁぁぁっっ！」

　だが斬るしかない、たたきつけるしかない。傷ついたクルトアイズをどうにか村に連れ帰るためには、無理でも何でもドスガレオスを倒さなければならないのだ。

　だがもうすぐ罠の効果が切れる。そうなれば打つ手がなくなってしまう。

　近くに大タル爆弾のタルが見えた。その瞬間無謀な決意を決める。出来るだけドスガレオスの陰になるように移動して、そうしてそこから力一杯ハンターカリンガをたたきつけた。その瞬間、鼓こ膜まくが破れたかと思った。ハンマーで殴られたような、あるいはさきほどのドスガレオスの突進のようなとてつもない衝撃が全身を駆けめぐり、一瞬遅れて紅ぐ蓮れんの炎が目の前の全てを覆い尽くす。正せい視し出来たのはそこまでだ。反射的に両腕で顔を庇かばったのと、キオの体が軽く爆風であっさり吹っ飛ばされたおかげで、大怪我は免れた。

　しかし、すぐには起きあがれない。それでもどうにか身を起こせば、巨体を誇るドスガレオスは爆心地に留まったままになっていた。そのぶん、爆発の威力の全てを体で受け止めた事になる。

「ギャァァァァァァ」

　苦しそうに叫び声を上げて、しかしキオの快進撃はそこまでだった。同時に罠の効果が終わり、ドスガレオスの足下に埋めたシビレ罠が小さな音を立てて破裂する。怒りと共に自由になったドスガレオスに比べ、キオはもう全てを失った後だった。

「くそ、くそ、くそぉ」

　脱力して、地面に横たわった。自分の力のなさが悔しい。どうしてこんなに差があるのだろう。どうせなら、人間とモンスターと、同じぐらいの強さに創っておいてくれればいいだろうに。そうすればこんなに悩む事も、苦しむ事もなかった。すんなりと、父親のように「どっちが強いか勝負する」だけですむのだ。

　しかしそれが人間の限界だった。

　キオの体力はとっくに尽き、ハンターカリンガは刃こぼれが酷く、もはや斬れ味を残していない。自覚すると、一気に動けなくなった。

　なんて強いのだろう。

　短い期間だったが、狩ってきた多くのモンスター達を思い出した。どれも、クルトアイズと一緒でなければとても狩る事は出来なかった。人間はなんてちっぽけなんだろう。

　そうして、ぼんやりと思った。ああ、だから人間は罠を使うのかな、と。モンスターはあまりに強大な存在だ。だから、それに対して自分を守り、できるかぎり対等に向き合うには、あらゆる手段を尽くさなければならないのだろう。そして、親しい人を守るために、罠を使わなければならないのだろう。

　自分のためではなく、大切な誰かのため。

　その時、ぽつりと水滴が頰に落ちた。

　焦点を空に合わせてみれば、真っ赤だった空がいつの間にか灰色にかき曇り、大粒の雨が音を立てて砂漠に降り注ぎ始めた。

　それまで風に撫でられ滑らかになっていた砂漠の表面が、雨だれにたたかれ見る間に乱れていく。日が暮れつつあったとはいえ、まだ充分すぎるほどの熱を持っていた砂漠は、降り注いだ雨を見る間に蒸発させ、にわかにあたりを霧で覆った。だがそれに乗じて逃げられるほどではない。少し離れたところにいるドスガレオスの姿も、キオからはよく見えた。

　だがドスガレオスからはキオの姿が見えないのか、全く別の方向を向いて、牙きばを剝いていた。

　雨はさらに激しさを増す。そう言えば、商人の一人がスコールが降ったと言っていた。こんな土壇場で思い出すのはそんなどうでもいい事だ。だがそのどうでもいい事の積み重ねが、時として大きな違いをもたらす事もある。それが、この瞬間だった。

　空が割れた。

　厚い雲を引き裂きながら、一匹のモンスターが姿を現した。あまりに唐突に、だが静かに、穏やかに、まるで王者のように全てを睥へい睨げいしながら。

「なん、だ……あれは」

　キオは呻きながら、どうにか体を起こした。

「オオオオオォォォォォォォォォ」

　その鳴き声は空の下一面に響き渡るようだった。

　それは嵐をまとったままゆっくりと砂漠に降り立った。

　飛竜だろうか。体の細部を見ればイャンクックのように飛竜の特徴を持っている。鋭く輝く鱗や皮膜で覆われた翼など。それらは確かに飛竜に見られる特徴だ。

　しかし何かが違う。

　そのモンスターは、飛竜という一つの枠組みに貶おとしめてはいけないモノのような気がした。言ってみれば、目の前にいるそれ自体が一つの種。それ一個で全て。

　全身を、まるで鋼のような光沢を放つ甲殻に覆われたそれは、他の飛竜とは違い四本の脚を有している。何より桁外れなのはその巨体。大きさで驚かされたドスガレオスよりも、更に大きい。まるで山一つが突然現れたかのようだった。

　ドスガレオスは、キオを見失っていたのではない。新たに現れた謎のモンスターを警戒していたのだ。

「ギャァァァァァァ」

　まだ距離はある。だがドスガレオスは酷く怯えたように泣きわめき、そうしていきなり砂ブレスを謎のモンスターに向けて吐き出した。距離は開いたままだ。避ける事は難しくない。だが謎のモンスターは微動だにせずそれを受け止めた。砂漠を割るほどの威力を持った砂の塊をだ。

　しかも、それはよく見れば謎のモンスターの体には届いていなかった。何か見えない力に阻まれたように、砂のブレスは直前でかき消える。

「ゴオオオオオォォォォォォォォォ」

　攻撃された巨大モンスターは天を仰いで吠えた。それだけで雨足がさらに増し、もはや砂漠の熱で蒸発した霧ではなく、雨の勢いだけで視界が利かなくなっていた。

「ゴオオオオオォォォォォォォォォ」

　もう一度吠えると同時に、謎のモンスターは大きな翼を広げて一気に舞い上がる。天高く舞い上がり、そうしてそこからドスガレオスめがけて一気に降下した。

　雨に遮さえぎられ、ハッキリとは見えなかった。ただ、巨大な塊が空からドスガレオスを一撃し、たったそれだけで、あれだけキオが攻めてもびくともしなかったドスガレオスが崩れ落ちた。再び地面に降り立った謎のモンスターは、足下に横たわったドスガレオスには見向きもせず、悠然と佇たたずんでいた。だが、その目が不意にキオを捉える。

　ぎくり、と硬直した。あんな化け物のようなモンスターに狙われては、とてもではないが逃げ延びられない。まるで人間が太陽に向かって対抗意識を燃やすのと同じような畏怖を、キオはそのモンスターから感じるのだった。

　ずっと見ているのはマズイ、そう思って目を逸そらそうとして、しかし逸らせられなかった。いつのまにか、謎のモンスターがこちらを見ていた。

　ただこちらを見ているだけ。だがその瞳は、こちらの心の中を見透かすような深い金色をしていた。一歩でも動いたら、その瞬間殺される。酷く静かな様子なのに、キオはそう直感していた。

　汗が頰をしたたり落ちる感触にすら、不安を感じる。

　そうしてどれだけの時間が経っただろう、モンスターの皮膜の翼が音を立てて羽ばたく。

「うわっぷ！」

　その風圧だけで、キオは軽く吹っ飛ばされた。

　風に耐えかね一度だけ瞼まぶたを閉じたが、もう一度開いた時、すでにその巨体は空高く舞い上がったあとだった。あの視線が物語っていたような気がする。「今度だけは見逃してやろう。しかしお前がもし再び目の前に現れたなら、殺気をはらんでいたなら、その時には容赦はしない」と。

「なんだったんだ、あれは……」

　自然は、人間などに推おし量はかれるものではないとわかりながらも、そう呟かざるを得なかった。謎のモンスターが去った後、雨もいつの間にか上がっていた。疲労と、極度の緊張から解放された安堵で、地面に大の字になって横たわる。

　助かった、のだろう。

　しかし助けてくれたわけではない。それだけは確かだった。あれにとって、キオは存在を認めるに及ばないほどちっぽけな存在。だから相手にしなかっただけの事なのだ。

　寝転がっていると、ドスガレオスがかすかに動いた。そう、瀕ひん死しではあったがまだ絶命していない。しかしもう、キオにすら簡単に最後の一押しをする事が出来そうだった。

「……ごめんな」

　このまま放っておいても間もなく死ぬだろう。しかしどうせ助からないなら、少しでも苦痛は短く済んだ方がいい。キオはなけなしの体力を振り絞ってドスガレオスに歩み寄った。謎のモンスターのおこぼれをもらうようで格好悪いが、この時のキオは、それがあまり気にならなかった。




　　　　　10




　どうにか二人がジャンボ村に無事に帰ったのは、それから一日後の事だった。

　帰り着いた途端、キオとクルトアイズは揉もみくちゃになるような出迎えを受けた。特に村に先に着いていた商人達の感動ぶりは桁違いで、何日も風呂に入っていないようなムサい男達が寄って集たかって、キオを抱擁し感極まってキオの頰に熱いキッスを押しつけていく。おかげでキオの顔面は唾だ液えきまみれになってしまった。

　そうして揉みくちゃにされた後、港に座り込んだままパティが苦笑混じりで差し出してくれたおしぼりで顔を拭っていると、応急処置を終えたクルトアイズが近寄ってきた。

「よう」

「おう」

　鍛えられているだけあって、痛めた左腕以外は大して問題ないのか、顔色も良くなっていた。そうなると、本音を洗いざらい吐き出したせいか、妙に気恥ずかしい。しかしクルトアイズはそうではないのか、無遠慮に近付いてきて側に立った。

「やれやれ、商売道具もなくなっちまったな。……本当なら破門にしてやりたいところだが、それだと村長の依頼が達成できないからな。大まけにまけて、卒業って事にしておいてやるよ」

「え？　卒業？」

　オウム返しに問いかけるキオに、しかしクルトアイズは何も応えず全く関係のない事を言った。さて、ドンドルマに帰るか、と。あまりに唐突な言葉に、キオは思わず立ち上がった。

「え、もう帰るのか!?　ゆっくりしていったらいいのに……」

　見れば、もう準備を終えたのかクルトアイズは来た時と同じごく少ない荷物だけを持っていた。

「ちょうどな、もうすぐドンドルマ行きの船が出る。それを逃すとしばらくないからな。みんなにはお前からよろしく言っておいてくれ」

　こんな呆あつ気けない別れがあるのだろうか。あまりと言えばあまりな振る舞いに、キオは何も言葉が出てこなかった。色々と世話になってしまった、命も救われたし、教わった。だからひと言礼を言わなければならない。今度はいつ会えるかわからない。いや、お互いいつ命を落とすかわからない商売だ。だから今、ひと言「ありがとう」と言わなければならない。

　けれど、気恥ずかしくてなかなか口が動かなかった。

「なあ、キオ」

「え？　な、何!?」

　そんな気持ちを知ってか知らずか、クルトアイズの方から口を開いた。

「お前、父親のようにはなれないって言ってたろ？」

「う、うん」

「だがな、さっきの商人達、顔をくしゃくしゃにして感謝してただろう？　お前の父親に感謝する村人達の顔はあんな感じじゃなかったか？」

「え？」

　言われて、遠い記憶を呼び起こす。

「似てる、かもしれない……」

　そう答えると、クルトアイズは小さく笑った。

「全てが同じじゃないかもしれない。それでも、少しは父親の代わりが出来たんじゃないのか？」

「……かもしれない」

「それでいいじゃないか。それに、お前にしかできない狩りもあるんじゃないのか」

　それだけを言うと、クルトアイズはもう振り返る事なく歩き始めた。港に停泊している船の一つに声をかけ、中から出てきたオヤジと二、三言葉を交わし、そうしてそのまま中へと消えた。船はクルトアイズを待っていたのか、彼が乗り込んだと同時に港から離れる。キオはただそれを呆然と見送る事しか出来なかった。

　去り際の短いやりとりは、キオを褒めていてくれたのだ。それに気付いたのは、しばらく経ってからだった。













　キオは、結局ハンターを辞めなかった。

　原因は一つではない。経験や出会いや思い出や、ここしばらくで起こった全てが原因だった。

　今回の事で、父親と全く同じ事が出来ないとわかった。しかしクルトアイズが言う通り、同じじゃなくてもいいのかもしれないと思うようになった。やり方は違っても、たどる道筋は違っても、最終的に同じ結果が出せればきっと父親の跡を継いだ事になるのではないかと思う。目的の場所にたどりつくための道筋は、一つではない。具体的に何をどうすればいいのかは、今はまだわからない。しかし焦あせらない。

　罠も、少しは使えるようになろうと思う。

　力が足りなければ、仲間も探そうと思う。

　様々な物を見て、学んで、実績を積んで、理想への道を一歩一歩進んでいく。

　そう、決めたのだ。

「ほら！　北に行ったぞ！」

　キオは密林を駆けていた。

　砂漠から戻ったあと、あの時に取り逃がしたイャンクックが密林に舞い戻ってきたという情報がもたらされ、キオは村のハンター達と組んで狩りに出発していた。どこかで休息を取り、体力を回復したのだろう。

　防具は村人達から送られたランポスシリーズをまとっていた。

　武器は、まだハンターカリンガを握っている。父親の形見であるガノカットラス改は、実はすでに返してもらっていた。クルトアイズはキオから取り上げた後、村長に預けていたのだ。ドンドルマに帰る前に村長に伝言し、キオは村長からそれをようやく返してもらった。

　しかしキオは、あれだけこだわっていたガノカットラス改への執しゆう着ちやく心しんを失っていた。もちろん父親の形見として大切には思っている。しかしすぐに双そう剣けん使いに戻ろうとは思わなかった。

　自分に合った武器を探そうと思ったのだ。だから父親の形見の武器にはこだわらない。結果的に双剣に戻る事もあるかもしれないが、今はまず、片手剣を極めようと思っていた。

　キオは先陣を切ってイャンクックに突っ込んでいく。

「そこっ！」

　中距離射撃が可能なガンランスが背後から援護してくれる。

　クルトアイズのそれほどの信頼度はない。しかしキオは援護を信用してイャンクックを誘い、あるいは追い込んでいく。そして次の瞬間、イャンクックは、木の枝を重ねて偽装していた穴を踏み抜いた。

「ギャァァァァァァァ」

　落とし穴だ。粘着性のネットを使い、容易に抜け出せなくしているハンター特製の落とし穴だ。

　イャンクックが罠に落ち、キオ達は一気に攻めに転じる。

「一瞬で片を付けるぞ！」

　長引かせるのは逆に苦痛を増やすだけだ。ならばとキオは迷わず最大の攻撃を繰り出した。イャンクックが倒れたのは、それからすぐの事である。

　キオはしばらくイャンクックを追いかけようと思っていた。この個体だけではなく、出没したらその情報を知らせて欲しいと村長に頼んでいた。

　イャンクック砲を自分の手で作ろうと計画していた。希少な部品も使っており、完成するにはしばらくかかりそうだ。しかし素材さえ揃えられれば鍛冶屋のおばあさんが作ってくれると約束してくれた。それに少し時間がかかるぐらいの方がいいかもしれない。そうして準備している間に気持ちも準備して、クルトアイズにイャンクック砲を渡しに行こうと思う。

　きっとその時には「ありがとう」と言えるような気がした。

　いや、やっぱり言えないだろうか。「借りっぱなしってのは、性に合わないからな」などと照れ隠しの憎まれ口を叩いている自分が想像出来た。

　

　あの時、結果としてキオを助けてくれた謎のモンスターの正体は、結局わからなかった。キオの想像だが、ガレオス達があれほど凶暴になっていたのも、砂漠の空気がピリピリしていたのも、全てはあの謎のモンスターのせいだったのではないだろうか。

　すぐに正体を突き止めようと調べ回ったのだが何もわからなかった。誰に聞いても、あれがどういう種類に属するモンスターなのかも判明しなかった。

　何らかの正体を知っていそうだった竜人族の女性も、キオがジャンボ村に帰ってきた時にはもう村から姿を消していた。村長に尋たずねたが、何な故ぜか彼はあの女性の事を言いたがらない。結局、全ては藪やぶの中だ。

　しかしキオは、あの謎のモンスターもこの道の先でいつか再び出会うような、そんな予感がしていたのだった。





モンスターハンター　魂を継ぐ者(1)　完










　あとがき




　どうも、久方ぶりにファミ通文庫に参上いたしました、氷ひ上かみ慧けい一いちと申します。

　みなさんいかがお過ごしでしたでしょうか。氷上は『あとがきブランク症候群（勝手に命名）』のため、ただいま肩に、ガッチガチに力が入りまくっております。うまく笑いが取れなくても、決して座布団・空き缶などを投げないようにお願いいたします。

　関西人の宿命か、小説の出来よりも、あとがきの笑いの反応の方が気になる今日この頃！＜こらこら。

　今回、氷上が書かせていただいたのは、ＣＡＰＣＯＭさんが世に放つ名作、「モンスターハンター」のノベライズでございます。氷上は何度かノベライズのお仕事をさせていただいたのですが、それらは予め「キャラ」と「ストーリー」が決まっていて、それを元の媒体から小説という形に組み直すというものです。ですが、今回はご存知のように「キャラ」が存在しません。ゲームの進め方も、プレイヤーによって様々です。そんな中で、多くの人に共感してもらえるように試行錯誤を繰り返し、これはもう体当たりでぶつかるしかないと結論付けました。

　ぶつかりました。前半、ドスファンゴにやられまくるのは、ほぼ実体験です（爆）。

　もちろん、ドスファンゴをどうやったら倒せるか、一人でブツブツ言っていたあのシーンも実体験です。もう、家族の目が痛い事、痛い事（涙）。

　またタイトルについてですが、疑問に思った方はいらっしゃらないでしょうか。今回、基本的な内容はＰＳ２の「２ドス」をモチーフとしておりますが、タイトルは「２」とはなっていません。これには「２」だけにこだわらず、「２」以外の要素にも飛び込んでいってより楽しい作品にしようという思いが込められております。モンスターハンターファンのみなさんに満足していただけるものを作っていこうと思っていますので、これからも楽しみにしてください。

　最後に御礼のコーナーです。お忙しい中、氷上の拙つたない原稿をチェックしてくださった開発スタッフの皆様、素晴らしいイラストをつけて下さった廣ひろ岡おか政まさ樹き様、いくつも助言をくださったモンハン大好きの担当Ｋ様、そして何より読者の皆様、どうにか一巻発売にこぎ着けられました。二巻以降も、よろしくお願いいたします～。
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